
    
      
        
      
    

  




この作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になる機種により、表示の差異が認められることがあります。




一部の漢字が簡略字で表示されていることがあります。















　目次







プロローグ


第一章　セクシー熟女の筆下ろし

第二章　乱れ啼く爽やかコーチ

第三章　汗だくレオタード

第四章　縛られアスリート美女

第五章　恥じらう処女の蕾

第六章　濡れた水着の淫穴



エピローグ
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プロローグ









　──信じられない。これってほんとうに起こってることなのか？

　今いま川がわ友とも也やの下で、大人の女性があえいでいた。

「ああ、大きい……。友也くんのチ×ポ、大きいわぁ……」

　友也は二十歳。大学二年生。

　ちょうど倍の年齢の藤ふじ田た由ゆ梨りが、友也に身体を任せてくれている。

　汗ばんだ頰ほおは上気してつやつやで、四十歳という年齢よりもずっと若々しく見える。

　スポーツクラブの初回講習会を、一緒に受けた女性だ。トレーナーの女性に交互にマシンの使い方を教えてもらった。

　今日はじめて出会ったばかりで、名前と年齢しか知らない。なのに、ラブホテルの一室で、身体を合わせている。逢ってからたったの三時間ほどなのに。

　──騙されているんじゃないか。

　そんな思いが脳裏をかすめたが、秘部は蜜液でどろどろだし、乳首はツンツンに尖っている。なにより彼女の乱れようがエロティックで、ほんとうに感じていることを示している。

　──夢みたいだ。信じられない。

　友也は童貞だ。いや、童貞だったというべきか。女の人を喜ばせるテクニックなんてない。なのに友也が何かするたびに、敏感に反応を返してくれる彼女がかわいかった。

「動いてちょうだい」

　由梨が催さい促そくした。膣ヒダがきゅるっとうごめき、男根をにゅぐにゅぐっと締めてくる。

　友也は、腰を動かし始めた。

　ラブホテルのベッドは大きいが、ギシギシと音が立つ。

　わざと音が鳴るように作ってあるのではないかと思うほど。

　適度に脂肪の乗った熟女の肉体は、友也のペニスを柔らかく受け止める。

　──女の人の身体って、なんて温かくて柔らかくて、気持ちがいいんだろう。

　腰をずっずっずっと動かすと、片手では余るほどに大きい胸乳がゆさゆさと揺れる。芯がないほどに柔らかく、スライムのようにぷるぷるだ。真っ白なふくらみの先端で、乳首のピンクが鮮やかに尖っている。

　鎖骨のヘコミに汗が溜まっていて、上気した白い肌が輝いている。

　亀頭のエラが膣ヒダを引っかけながら後退していくときの、ツブツブプチプチした膣壁の抵抗感が珍しい。

　抜け出るギリギリまで腰を引いてから、再び奥へと突き込んだ。

　ぐっちゅっ、と音がした。

　グラビアアイドルさながらの巨乳が、友也の目の前でぷるんと揺れる。

「あぁっ、いい、いいわぁっ」

　ずごっ、ぐちゅっ、じゅぷっ。

　ベッドがギシギシと鳴り、結合部が粘着音を立てる。

　レアチーズケーキの匂いと、甘酸っぱい汗の香り。

「もっと乱暴にしても、いいのよ」

「乱暴になんか、できない。由梨さんが魅力的だから」

「いやだわ。好きになりそうよ。モテるでしょ？」

「そんなことはないよ」

　由梨は甘い笑みを浮かべた。謙けん遜そんだと思ったらしい。

　成績もスポーツも中ぐらいの平凡な男。中背だが小太りで冴えなくて、女の子には無視される。バレンタインで貰もらうのは義理チョコだけ。それが友也だ。

　大学は二流私大の経営学部。Ｆランではないが、取り立てて目立つところのない、地味な大学だ。大学卒業後は、どこかの中小企業に就職して、経理畑で働くのだろう。

　なのに、こんなに綺き麗れいな人が、友也のために奉仕してくれている。

　ラブホテルの素っ気ない内装が、彼女のせいで、きらきらと輝いて見えた。

　──スポーツクラブに通いはじめてよかったな。








第一章　セクシー熟女の筆下ろし









　今川友也は、長椅子に座ってマシントレーニングルームを見渡していた。目の前には「初回講習会の方はこちらでお待ちください」と書いた札がある。

　たくさんのトレーニングマシンは、メカニックな塗装がほどこされて、いかにも効果がありそうだ。初回講習会を終えると、好きに使ってもいいそうだ。早く運動したくてうずうずする。

　だが。

　──思っていたのと、ちょっと違うな。

　プロレスラーを思わせる屈強な男性が、重そうなベンチプレスを持ち上げている横で、ほっそりした女子大生が小さな銀色のウェイトを肩の上で構え、上げ下ろしをしている。

　すぐ横にはガラス張りのスタジオがあり、エアロビクスレッスンの様子が見える。

　スタイルのいい女性がレオタード姿で前に立ち、はじける笑顔でリードをしている。踊っているのは高齢女性が圧倒的に多い。

　──スポーツクラブの利用者って、もっとこう、ガチなもんを想像していたけど、庶民的っつーか、限界集落の公民館っていうか……。お年寄りが多いなぁ。

　レオタードを着ている人は皆無だし、筋トレにはげむマッチョも数人しかいない。

　会員は、高齢者、それもおばさんが圧倒的に多い。

　運動もせず、椅子に座っておしゃべりを楽しんでいるおばあさんも多い。ヒマを持てあましているのだろう。

　──ゆるゆるだな。これなら俺も通えそうだ。

　隣に座る女性と目が合った。

「君も初回講習会？」

「はい」

「おばさんばっかりね。……って私もおばさんだけど」

　明るくて話し好きの女性だった。ややふっくらめの身体をジャージに包んでいる。栗色のふわゆる髪は肩にかかるセミロングで、笑みを含ふくんで下がる瞳がかわいらしい。

「あなたは若々しくて、スタイルがいいですよ」

「やだぁ。私、四十歳よ」

「見えませんね」

　お世辞ではなかった。

　彼女は友也の倍の年齢なのに、ニュースキャスターのように垢あか抜ぬけていたのである。セレブ妻のような雰囲気だが、どこかきりっとしたものがあり、働いている女性のようにも見える。

「お待たせしました。初回講習の今川友也さん、藤田由梨さんですね。私は担当の瀬せ尾お亜あ希き子こと申します」

　目の前に、スポーツウェアを着た女性が立った。そのとたん、汗と加齢臭の漂ただようスポーツクラブに、さっと爽やかな風が吹き抜けた。

　さらさらの黒髪をポニーテールに結わえている。ジャージを着ていてなお、スタイルの良さがわかる。アスリート美女という雰囲気だ。

「マシンの使い方のご指導をさせて頂きます。こちらにどうぞ」

　セクシーなハスキーボイスだ。

　──綺麗な人だな……。

　年の頃は二十代後半。体育の先生のような雰囲気だが、うちの大学にこんなに綺麗な体育講師がいたら、きっと大騒ぎになるだろう。

「私、スポーツクラブ初めてなの。大丈夫かしら？」

　藤田由梨が、不安そうに言う。

「大丈夫ですよ。エブリデイスポーツクラブは、初心者のためのジムです。本格的に運動している方よりも、運動が苦手な方のほうが多いんですよ。藤田さんは、どこを鍛えたいですか？」

「全体に痩せたいの。お腹の脂肪をとりたいわ」

「俺もです。痩せて格好良くなりたいんです」

「わかりました。では、レッグプレスから説明をはじめましょう。下半身、とくに太ふと腿ももの筋肉を鍛えるマシンです」

「へー。どこを鍛えるかによって、マシンも違うのねえ」

　由梨が感心している。

「設備が充実していますね。僕の大学もマシントレーニングルームがありますけど、こんなにたくさんないですよ」

「君は大学生なのね。格好良くなってどうしたいのかな？」

　由梨が聞いた。

「モテたいからです」

「あら、君って、優しそうだし、感じがいいからモテそうなのに」

「からかわないでくださいよ。こんなフツメンで小太りのオタク体型、モテませんって」

「ふふっ。マシンの使い方、説明しますよ」

　瀬尾コーチは、にこにこ笑いなら、ひとつひとつ丁寧に説明してくれた。

「お腹をへこませたいときは、腹筋よりも太腿や胸筋、背筋など、大きな筋肉を鍛えるほうが早く効果が出るんです。これはレッグエクステンションと言って、太腿の筋肉を鍛える道具です。藤田さん。座って頂けますか？　足を上げて、下ろしてください。……重そうですね。ちょっと軽くします」

　瀬尾コーチが重さを替えようとしてしゃがんだとき、うなじが見えた。ポロシャツの襟えりの内側から、ブラジャーに包まれた乳房がほんの一瞬だけ覗のぞいている。女の人の肌の匂いがふわっと香る。

　──うわぁ。なんかエロい。ドキドキする。

「重さはこの棒で調整できます。ちょっと重いなーというウェイトで十回一セットやって、少し休んで、また十回繰り返します」

「これならできそう。私もがんばったら、瀬尾コーチみたいになるかしら？」

「もちろんですよ！　がんばりましょう」

「低糖質ダイエットっていうの、やってみたいわ。どうなのかしら？」

「エブリデイスポーツクラブでは、低糖質ダイエットはお勧めしていません。糖質が減るとイライラするんですよ。ダイエットには筋肉をつけて代謝を高めることが効果的ですが、筋肉を付けるには糖分が必要なんです。いろんな食材をまんべんなく食べるほうがいいですよ」

「バランスの取れた食事がいい、ってことよね」

「その通りです。次は、今川さん。やってみましょうか？」

「はい」

「もっと深く座ってください。浅く腰掛けると、腰を痛める可能性があります。手は、ここを持ってくださいね」

　ハスキーなかすれ声が色っぽい。手を添えて教えてもらえるのもうれしい。

　──この時間がずっと続けばいいのにな。

　だが、終わりの時間は容よう赦しやなくやってきて、初回講習会はあっさり終わった。

「こちらが今川さんの運動メニューです。一日か二日おきです。週に三回ぐらいが理想ですね」

「毎日じゃないんですか？」

「毎日だと筋肉が疲れてしまうんです。休むことも大切なんです。藤田さんは、軽めにメニューを組んでおきました」

「ありがとうございます」

　礼を言って由梨のものとファイルを見比べる。

　友也のほうがウェイトも重くセット数も多い。

「へえ、だいぶ違うんですね」

「会員さん、ひとりひとりに合ったメニューなんです。みなさん、年齢も体力も違いますから」

「がんばって運動メニュー消化するわね。ありがとう」

「どういたしまして。運動を楽しんでくださいね」

　瀬尾コーチは会釈をして去って行く。

　スッと伸びた背がかっこいい。

　後ろ姿を見送ったあと、ファイルを見ながら運動メニューを消化する。

　レッグエクステション、レッグカール、チェストプレス、チェストフライ、ラットプルダウン、ベンチプレス、アブドミナルボード、ランニングマシン。

　一通りメニューをこなしても、もっと運動したい気分になる。

「ＺＵＭＢＡズンバレッスンはじめます。ラテンミュージックで踊る運動プログラムです」

　レオタードの女性が、スタジオの入り口で声を掛けた。

「堂どう本もとコーチのレッスン、楽しいのよね」

　おばさんたちがぞろぞろと入っていく。人気のプログラムのようだ。

「そのう、俺でも大丈夫でしょうか」

「はいっ。もちろん。パーティみたいに楽しもうというコンセプトです」

　堂本コーチはぱっと笑みを浮かべた。

　物腰は落ち着いた大人の女のものだが、華はなやかな美貌の女性だった。ヘソ出しのタンクトップとスパッツが似合っていた。シックスパックに割れた腹筋が、鍛え上げられた肉体美を強調している。

「私も参加するわ」

　由梨がスタジオに入る。

　おずおずと友也もスタジオに入る。

　やがてＺＵＭＢＡがはじまった。陽気で楽しい音楽に合わせてコーチが踊り、それを真ま似ねていく。

　──うわぁ。何だこれ。すっげぇ楽しい！

　堂本コーチはベテランで、熟練のワザを感じさせた。

　──もしかして俺って、ダンスの才能あるんじゃねぇの？

　そんなことを思ってしまうのは、コーチのリードが上手うまいせいだ。

　四十五分のレッスンはあっという間に終わった。軽くストレッチしてから、風呂に入る。天上が高く、大きい風呂は開放感があり、疲労が心地良くほどけていく。

　サウナに水風呂、マッサージ室まである。

　──運動って気持ちいいな。ガチで運動してる人が少ないぶん、もたもたやっててもかっこわるくないしな。このスポーツクラブ当たりだな。

　さっぱりした気分でチェックアウトの手続きをしていると、由梨が近づいてきた。

「今川くん、お疲れ様」

　二人は出口で足を止めて話し込みはじめた。

　風呂上がりの由梨は、頰がピンクに上気し、つやめいている。

「スポーツクラブ、楽しいね」

「はい。ＺＵＭＢＡがよかったですね。思ってたより簡単だったし、楽しくてびっくりしました」

「私と同じような年齢のコーチだったわ」

「堂本コーチですね」

「あの人店長みたいよ」

「ああ、なるほど、ダンス、キレキレでしたね」

　ＺＵＭＢＡと書かれたミニタンクトップとスパッツで、肉体美を惜しげもなく披ひ露ろうしていた堂本コーチは、熟練のワザでリードをしてくれた。参加者も多く、楽しいレッスンだった。

「ダーリンとお別れして淋しかったけど、スポーツクラブが楽しいから気晴らしになりそう。更衣室の床が汚いのがちょっとイヤかな。男子更衣室の床はどう？」

「うーん。まあ、あんなもんじゃないでしょうか？　四時ぴったりにトレーナーがやってきて、床にモップ掛けてましたよ」

「女子更衣室もだわ。一時と四時がお掃除タイムだって言っていたわ。……ねえ、君、ほんとうにモテないの？」

「モテませんって」

「好きな子とかいるんでしょ？」

「それは……」

「ああ、やっぱりいるんだ」

「実は大学で、同じ講義を取ってる女子学生で、すごく綺麗で感じのいい子がいるんです。ミスキャンパスに選ばれた子でお嬢様っぽくて品がいいんです。彼女、階段で足を踏み外して落ちそうになって、俺、思わず彼女の背中を支えたんです。そしたら、俺が階段を落ちてしまって。すげぇ痛かったんだけど、『大丈夫ですか？』って心配そうな顔をするから、『俺って脂肪の塊だから、ぽんぽん弾はずんでケガしないよ』って言ったら、彼女が大笑いしたんですよ。笑って貰えたのはよかったけど、小太りなのは確かだから、痩せたいなって思って。それでスポーツクラブに入ったんです」

　由梨は足を止め、まじまじと友也を見た。

　驚いている気配が伝わってくる。

「俺、なんか、変なこと、言いましたか？」

「君っていい子なのね。助けてあげて、恩に着せないどころか、笑い飛ばしてしまうなんて、たいしたものよ」

「そんなに褒められるとくすぐったいですよ」

「君は車で来ているの？」

「いえ、徒歩です。すぐ近くに住んでいるんです。学生が車なんて持てるわけないですよ」

「時間ある？」

　由梨は腕時計に視線を走らせた。

　その手つきが、てきぱきしたものを感じさせる。

　由梨の外見は裕福な人妻だが、働いている人なのだろうか。

「ありますけど」

「ちょっと運動しようか。おばさんが教えてあげる」

　甘い声が、優しげな響きを帯びる。由梨の瞳が濡れていた。

　白い手が伸びてきて、友也の手をつかんだ。温かい手の感触に心臓が躍り上がる。

　──これってエッチな意味だよな？

　エブリデイスポーツクラブは郊外型店舗なので、店の外には広大な駐車場が広がっている。

　由梨に手を摑つかまれたまま駐車場を歩いて行く。

「乗って」

　白の軽自動車だった。

「シートベルト締めてね」

「はい」

　助手席に乗り込み、シートベルトを着けると、軽自動車は滑るように動き出した。由梨のハンドルさばきはなめらかだった。

　車窓を流れる景色を、信じられない思いで眺めている。

「どこに行くんですか？」

「いいところよ。お金は私が出すから心配しないで」

　──ラブホテルかな？　誘われているのか？

　そう期待はしたが、友也は二十歳の今まで、もてたためしがない。

　たぶん、期待しているようなことは起こらないぞ、と必死に胸の高まりを抑えつけようとした。

　だが友也の予想を裏切って、由梨の運転する軽自動車は、ラブホテルの前でスピードを弱め、ウインカーを出した。そして、入り口を隠すように下がっている布の内側へと入っていく。

　──ええええええーっ？

　この奥はどうなっているんだろう？　と常日頃思っていたが、なんの変哲もないただの駐車場だった。

　ナンバープレートに板を立てかけて隠している車が多い。

　夢見心地で館内へと入る。

　五分後には、部屋の中に入っていた。

　はじめて入ったラブホテルは、受験のときに泊まったビジネスホテルよりも部屋が広く、ベッドが大きい。そっけない内装で、淫いん靡びな雰囲気はあまりなかった。なのに、息苦しいような胸のどきどきが治まらない。

「おばさんが教えてあげるわ。君が好きな女性とセックスしたとき、困らないように」

　初回講習のときは、瀬尾コーチの美しさに意識がいき、由梨に対しては何とも思っていなかった。倍ほどの年齢なのだ。

　だが、これから手を出してしまってかまわない女体になったとたん、自分の目の前の女性の美しさと色気が、実感を持って迫ってきた。

「ど、どうして？　由梨さん、俺を好きとかじゃないですよね？」

「だって私も、二十年前はミスキャンパスだったのよ。君の恋を応援したくなったの」

　恥ずかしそうにワンピースを脱いでいく由梨は、かわいらしくて魅力的だった。

　ウェーブのかかった栗色の髪が、なだらかな肩を覆おおっている。

　由梨はキャミソールにブラジャー、ショーツの下着姿になった。ケミカルレースで飾られた薄紫色のキャミソールは、白い肌を透かせている。

　Ｅカップはありそうな巨乳に、きゅっとくびれたウエスト。お尻はハート型にせり出して、長い脚が続いている。

　痩せたいなんて言っていたが、ほどよく脂肪がついた大人の女性だ。

　見てはいけない気がして顔を逸そらしていたら、由梨が両手で胸を隠し、心配そうに聞いた。

「こんなおばさんとは、イヤかしら？」

「イヤじゃありませんよ！　由梨さんは魅力的です!!」

「まぁっ。かわいいっ」

　きゅっと抱きしめられて面食らう。

　由梨はどこもかしこも柔らかく、そして温かかった。

　友也は小太りで、容姿も普通で、勉強もスポーツも普通だ。スクールカーストではちょうど真ん中だった。

　おまえいいやつだな、と男友達に言われるが、女の子の人気を集めるのは、ヤンチャでワルそうな男。

　友也みたいな真面目で誠実なタイプは、女の子の視野には入らない。

　そんな友也を、この魅力的な女性が抱きしめてくれている。

　甘い匂いにクラッときた。香水ではない。女の人の肌の匂い。甘くてふんわりして、股間にクる香りだった。

「おばさんでごめんね。私が全部やってあげる。君は何もしなくていいの。ダーリンと死に別れてから、半年ぶりだわ。ドキドキしちゃう」

　耳元で甘い声が弾はじける。

　──そうか。由梨さんは、ご主人と死に別れてしまったのか。未亡人なんだ。淋しいんだな。だったら、いいかな。

「キスはしないほうがいいよね」

　耳たぶをあむっと嚙かまれ、ゾクッときた。耳にフッと息を吹きかけられ、首筋をぺろっと舐なめられる。

　気持ちよかった。耳がこんなにゾクゾクするなんて、思ってもみなかった。

「あら、おっきくなってきたわね」

　股間をスルッと撫でられて、クッと変な声が出た。

「由梨さん、そ、その……」

「見せてね」

　由梨が膝をついた。

　由梨の細い指が、ズボンのファスナーを下ろす。

　そして前立てからペニスを引っ張り出す。

「うっ」

「まあ。ステキ。大きいのね。ちゃんと剝むけてるのね。偉いわ」

　ぷにぷにの柔らかい手でめくり返されながら、しげしげと見つめられる。視線がチリチリして物理的な刺激となって感じられた。

「そ、その……由梨さん。は、恥ずかしいよ……」

「君のチ×ポってすごく大きいのね。なんて硬いのかしら。若いわねぇ」

　由梨の手が怒張を握った。そしてしゅっしゅっと前後にこする。

　しなやかな手の感触に、たちまち勃起が激しくなる。

　由梨が親指の腹で尿道口のあたりをトントンしたとき、腰の奥にキュッときて、今にも射精してしまいそうになった。

　先走り液が糸を引く感触がおもしろいのか、肉茎に人差し指から小指までを絡からめ、親指で亀頭をなで回している。

「うわっ。うっ、……ゆ、由梨さんっ。で、出そう、ですっ」

　由梨は、ぱっと手を離すと、え？　もう、というような表情で友也を見上げた。

　臨界点ぎりぎりまで高まっていた興奮が、ふっと引いていく。

「すみません……」

　身をすくめ、思わず謝ってしまったが、由梨はうれしくてならないとばかりの笑みを浮かべた。

「そんなに興奮してもらえるとうれしいわ。なんてかわいいのかしら。食べてしまいたいぐらいよ」

　亀頭にチュッとキスをされた。

　唇の感触はひんやりぷにぷにで、寒天ゼリーか果汁グミのようだった。

「うっ、た、食べないで、くださいね」

「フェラよ。知らないの？」

　亀頭をれろっと舐められる。

「ＡＶだけだと、思っていました」

「ああ、かわいいなー、好きだなーと思うと、ご奉仕したくなっちゃうの」

　由梨は、ウェーブのかかった栗色の髪を、クの形に曲げた人差し指で耳に掛けた。

　そして、舌をクチュクチュさせて口腔に唾だ液えきを溜めると、あむっと先端の肉の実をくわえた。

「んっ、……ちゅっ、れろっ、れろれろ……ちゅぱっ」

　舌を巻き付けたり、ちゅっと吸い付いたりを繰り返す。

「うっ、ううっ……くぅっ……」

　由梨の舌先はツブツブザラザラしていて、舌先で亀頭のエラを舐められるとゾクゾクする。

「くちゅっ、ちゅっ……ちゅぱっ、んっ……んっ、ねちゅっ、れろっ」

　由梨の美しい顔に、自分の男根の半分ほどが消えている。

　すごい眺めだった。

　手のやり場に困り、彼女の髪を撫でると、由梨が上目遣づかいでほほえんだ。

「気持ちいい？」

　ペニスを口から出して言う。

「はい。いいです。すごく」

「お口の中で射精してもいいのよ」

「それは……ちょっと、悪いですよ。……スポーツクラブで風呂に入ってきてよかったなーって思ってるのに」

「あはは。かわいいなぁ。かわいいなぁ」

　由梨は、友也の腰を抱くと、股間にスリスリと頰ずりをした。

　頰を勃起した肉茎で叩いている感じになる。

「ダメですよっ。由梨さんの綺麗な顔が汚れますっ」

「もう、そんなかわいいこと言うなら、お口にヨリを掛けて射精させてあげるっ」

　由梨は再びペニスをくわえると、そろそろと喉のどの奥へと入れていった。

　──大丈夫かな。

　心配になるほどのディープスロートだ。

「ちゅっ、ちゅっ……れろっ……ちゅぱちゅぱっ、れろーっ」

　はじめの驚きから醒さめて、友也は口腔奉仕の気持ち良さに酔った。熱くてとろとろ。清せい浄じょうな唾液がぬるぬると巻き付いてくる。頰の内側のすべすべ、上顎のザラザラ、喉の奥に亀頭が当たるときのねちっとした感触、舌のつぶつぶ。

　ときおり歯が当たるときのチリッとした刺激さえも心地良い。

「んっ、ちゅっ、ちゅっ……れろれろっ、ちゅぱっ、はぁっ、ん、んんっ」

　由梨は、顔を真っ赤にしながら、一生懸命にフェラをしてくれている。

　かわいくて、ありがたくて、身体の奥がかぁっとなる。

　自分がひどく魅力的な男になった気分だった。

　由梨が口腔に溜まった唾液をすすり上げようとしたのだろう。

　ちゅるちゅると亀頭を吸われ、射精欲求が急速に兆きざした。

「うっ、だ、だめだっ、も、もう、出そうだっ！」

　ドバッ！

「きゃっ」

　由梨がぱっと唇を離した。

　唾液にまみれた亀頭が前後に弾み、白はく濁だく液えきを発射する。

　ドブドブッ！　ビュッ!!

　由梨の綺麗な顔に精液が降り掛かる。

　鼻のアタマに精液が付いている様子は、どこかユーモラスで、征服感さえもわき起こる。由梨はきょとんとした表情を浮かべている。その様子がかわいらしい。

「うわっ、す、すみませんっ」

「ふふっ。いいのよ。勢いが良くてびっくりしちゃったの」

　由梨は甘く笑った。そして、再び口唇を大きく開くと、射精途中の肉茎をぱくっとくわえた。

　口腔のぬるっとした熱さに、射精の勢いがさらに強くなる。

　舌先が亀頭を舐め上げた。

　精液が気管に入らないように、舌を立ててガードしたのだろう。

「うっ。ううーっ」

　射精途中の敏感な尿道口を舌先で舐められて、頭の芯がかぁっと熱くなる。

「ちゅるちゅるっ。ごくっ。ごくんっ」

　由梨は、口腔に精液を溜めては、ちゅるちゅるとすすり上げることを繰り返している。

　びっくりするほど長く続いていた射精が、ようやく収まった。

　──俺ってすごい……。

　万能感と達成感、征服感でクラクラする。

「さすが若いから濃いわぁ。飲むの大変だった」

　由梨は、洗面所に行って、うがいをして顔を洗ってから戻ってきた。

「すみません」

「いいのよ。若返りそうだわ。さあ、早く脱ぎなさいな」

「は、はいっ」

　あわてて服を脱いでいく。

　さっき射精したばかりだというのに、いよいよだと思うと、剛直に力が漲みなぎってくる。

　由梨はベッドに横座りになって、早くおいでとばかりに枕をポンポンしている。

　ティツィアーノの描く、ヴィーナスの絵を連想した。

　薄紫色のブラとショーツ、キャミソールを着けたままなので、雪白の肌が透けてセクシーだ。

「ヴィーナスみたいだ」

「あらうれしい。ありがとう」

　ベッドに乗って仰ぎょう臥がすると、由梨が白い腕を伸ばして抱きついてきた。大人の女性とベッドで抱き合ってイチャイチャするというのははじめての体験だ。

　二の腕の柔らかさが印象的だった。胸のあたりが密着してドキドキする。

「ああ、どうしよう。キスしたくなっちゃったわ。でも、フェラチオしたばっかりだから、おでこにしておくわね」

　額や頰にチュッとキスをされ、頰をスリスリして甘えてくる。彼女の背中に手を回すと、ブラのホックに手が触れた。

「取っていい？」

「どうぞ」

「え？　あれ」

　取れない。友也はあせった。

「引っ張るんじゃなくて、内側に寄せるのよ。キャミソールが邪魔よね」

　由梨は上半身を起こしてキャミソールを脱ぎ捨てると、ベッドの下に落とした。

　そしてベッドにうつ伏せになる。

　ふくよかな印象の彼女だが、背筋にヘコミが走っている。ヘコミにそって指を滑らすと、由梨がビクビクッと震えた。

「あぁっ」

　背中を真横に走るブラのアンダーベルトに指を当てる。

「えっと、こうかな？」

　由梨のアドバイス通り、内側に向かって引っ張ると、あっさりとホックが外れた。

　彼女が仰あお向むけになり、肩紐ストラップから腕を抜いた。

　量感のある乳房だった。仰向けになっているせいでやや扁へん平ぺいになっているが、形が崩れたりせず、大きな風鈴を裏返したみたいだった。乳輪はピンクで、乳首がつんと尖っている。

「揉もんでいいわよ」

　おそるおそるタッチすると、胸乳はふよふよと形を変えた。揉むと、指がぷよんと沈んでしまう。

　温かくて柔らかくて、吸い付くような肌触りだ。

「んっ……ふっ……あぁ……」

「気持ちいいんだ？」

「ええ」

　友也は彼女に覆い被かぶさると、片手で乳房をいじり、もう片方の乳首をちゅっと吸った。

「あぁっ！」

　片方を揉みながら、もう片方の乳首を舌先で転がしたり、ちゅっと吸ったりを交互に繰り返すと、由梨が甘い声をあげて悶える。

「んっ、んんっ、だ、だめっ。そ、そんなにされると……っ」

　ふっくらおっぱいを揉んでいると、心地良さのあまり陶然としてきた。マシュマロのように柔らかく、低反発まくらのように指が沈む。

　きゅっと握ると、乳房がさまざまに形を変えるのが珍しい。汗ばんでいるせいで、手が吸い付くようだった。

　由梨が腰をもじつかせた。

「んっ……んんっ、どうしてそんなに余裕たっぷりなの？　早く入れて」

　余裕なんてない。たぶん友也は、興奮しすぎていて、なんというかどうしていいかわからなくなっているだけだ。

　由梨がベッドの上で腰をくねらせながら、ショーツを脱いでいく。

　ショーツの股間のあたりはとろとろに濡れていて、彼女が友也のつたないペッティングで興奮してくれたことを示している。

「おニューなのに、びしょびしょになっちゃったわ」

　おニューという言葉に笑ってしまう。

　若々しく見える由梨だが、なるほど四十歳だ。

「もうやだ。笑わないでよ」

「すみません。由梨さんがかわいくて……」

　くるくるによじれたショーツが、由梨の手で足首から抜かれた。

　匂いが変化した。人肌の甘い体臭だったのが、レモンヨーグルトの香りになっている。蜜液の匂い、発情のしるしだ。

　フェロモン臭にぐっときて、興奮が極まった。かぁっとなってしまい、無我夢中で彼女に覆い被さる。

「由梨さんっ！　ゆ、由梨さんっ」

　股間のあたりに亀頭を突き立てるが、うまく入らない。

　脳裏が真っ白になった。

「ううっ」

　──いやだ。どうしよう。カッコワルイ……。

「落ち着いて」

　由梨がきゅっと背中を抱いた。温かい腕の感触に、うわずっていた気持ちがすっと凪ないだ。

「はじめてで、うまく出来る人はいないわ。当然よ。……見せてあげる。ココに入れるの」

　由梨は、下肢をそろそろと開いた。

「ううっ」

　むっちりと脂肪の乗った真っ白な太腿の間に、ヘアで飾られた秘部がある。スリットを通した媚び肉にくの中央に、二枚のラビアの先端が覗いている。

　秘裂のはじまるところに、フードに半ば隠れたクリトリスがあった。

　由梨の細い指が、大陰唇ごと花びらを開く。ラビアが形作るピンク色の杯さかずきから、内側に溜まっていた蜜液がとろりと落ちた。

　ベイクドチーズケーキの香りがさらに濃度を増した。

　友也は、顔を近づけてまじまじと秘部を見た。

　桃色の粘膜の奥に、みっしりとヒダをあわせてすぼまっている膣口がある。

「触ってもいい？」

「いいわよ」

　クリトリスに指を当ててツンツン押すと、コリコリした感触が返ってきた。秘芽が勃起し、フードがつるりと剝ける。

　人差し指と親指の腹でつまみ、くるくると丸めると、由梨が甘い声をあげて悶えた。

「ああんっ、だめっ、……ああっ、ひぁんっ……だめっ、感じすぎて痛いのよっ。そっとしてっ」

　あわてて指を離す。つい珍しくて、敏感なところをいじりすぎてしまった。

　花びらの奥に指を入れると、ちゅっと肉ヒダが吸い付いてきた。

「うわっ」

　ぬるぬるで熱くて、指が融けてしまいそうだ。それでいて、指の腹に当たるところはイクラみたいなツブツブでプチプチしている。ちゅーっ、ちゅーっと吸い付いてきてはふっと緩ゆるむ。まったくはじめての感触だ。

「その、い、入れて、いい？」

「いいわよ」

　彼女の膝を腰で割り、覆い被さる。ベッドがギシッと鳴った。

　亀頭をスリットに当て、前後に揺すりながら肉のヘコミを探していく。

　はじめてのことは緊張する。ドキドキが募るが、ここかな、と思うところで、ぐっと腰を押し込む。

　由梨が自分から腰を回して、入れやすいようにしてくれた。

　にゅるっ。

　亀頭が膣口に入っていく。

　熱くてとろとろ、ふわふわでぬるぬるの肉ヒダに包まれて、うにゅうにゅと揉み込まれる。

「ああ、入ってくる」

　由梨がため息のような声をあげた。

「うっ、ううっ、は、入った？」

　入れるのは困難だったが、亀頭が入ってしまうとあとはすぐだった。先端でヒダを押し広げながら進んでいく。ペニスがずぶずぶと肉にく壺つぼに沈む。やがて、亀頭が子宮口を押し上げて進入が止まった。

　まったく初めての感触だった。フェラチオとも手コキとも、もちろん自分の右手とも、まったく違う感触だ。

　──これが女の人の身体なんだ。

　興奮と達成感で、ぼうっとする。




　由梨はぶるっと身体を震わせた。

「ああ、大きい……。友也くんのチ×ポ、大きいわぁ……」

　お世辞ではない。子宮の入り口まで亀頭が届き、身体の内側をいっぱいにされている。喉から出そうなほどだ。

　友也がどこか、自慢げな顔をしているのもかわいらしい。ふー、ふーっとため息をついている。

　友也の瞳に自分の顔が写っている。自分の顔が、いかにも優しげな表情を浮かべていることに気付く。この青年の目には、由梨はこんな風に見えているのだ。

　女神様になった気分でうれしい。

「動いてちょうだい」

　下腹に力を入れ、身体の中の男根をキュッと締めて催促すると、感動に浸ひたっていた友也がはっとして腰を動かし始めた。

　亀頭のエラが膣ヒダを引っかけながら後退していく。全部抜け出るかと思った瞬間、確かめるようなゆっくりした動きで、再び奥を突き込んだ。

「あぁっ、いい、いいわぁっ」

　ずごっ、ぐちゅっ、じゅぷっ。

　ベッドがギシギシと鳴り、結合部が粘着音を立てる。

　友也は、顔を真っ赤にして、ゆっくりゆっくりした動きで腰をスライドさせている。

「もっと、乱暴にしても、いいのよ」

「乱暴になんか、できない。由梨さんが魅力的だから」

　──ああ、なんてかわいいのかしら。この子、もうちょっと大人になって、自信をつけたら、いい男になりそうね。

「いやだわ。好きになりそうよ」

　友也に好かれている女性がうらやましくなり、由梨は甘い声をあげて彼の背中に両手を回した。

「んっ……んんっ……はぁっ……あぁっ」

　とくに奥がたまらなかった。彼のペニスは大きいから、奥にゴリゴリ亀頭が当たる。

　亀頭が奥を突き上げるとき、子宮にビインッと衝撃が走り、子し宮きゅう頸けい管かん粘ねん液えきがドブッと出た。




「うっ、なんかどろっ、って」

　友也は驚きのあまり、動きを止めた。

　熱くて濃い子宮頸管粘液の噴出は、まるで女の射精のようだった。

　由梨が喜んでくれているのがわかり、動きが激しくなってしまった。

「ううっ」

「ああっ、いいっ！　気持ちいいわぁっ」

　由梨はのびやかな声をあげて悶えている。

　奥を突くと気持ちがいいらしいと気がつき、ペニスを深く入れたままで、小刻みに腰を動かした。

　子宮口のこりっと硬い感触と、きゅうきゅうと締まってはフッと緩む膣ヒダの感触が交互に押し寄せてくる。

　ドブッ。

　亀頭が子宮を押したとき、またも子宮頸管粘液が出た。

「あっ、あぁっ、奥だめっ、きゅんきゅんするのっ」

　かぁっと身体が熱くなった。

　友也はもう汗まみれだ。

　童貞だったのに、大人の女の人がこんなにも喜んでくれている。

「うっ、ううっ」

　うれしくて晴れがましくて、腰の奥で熱い溶岩がぐらぐらと煮えたぎる。

　ずぶっ、ずこっ、ぐちゅっ。

　ギシッ、ギシギシッ。

「だめっ、も、もうっ、イきそうよぉっ」

　由梨の下肢が背中に回った。腰を浮かして、ふくらはぎで友也の腰をロックして、もっと奥まで欲しいのとばかりに腰を揺らしてくる。

　友也が腰を突き上げるたびに、胸乳がぷるんぷるん揺れて、赤い乳首が空中に見えない線を描く。

「俺も、ですっ」

　友也は膝立ちになり、上から押し込むようにして律りつ動どうした。

　ごりっ。

　亀頭が奥を突き上げた瞬間、由梨が三回目の子宮頸管粘液を吐き出し、ブルブルッと震えた。

「ああっ、イくっ！　イッちゃうぅうーっ」

　身体がクッと硬くなり、腰がさらに上がった。

　彼女の身体は人形のように硬直しているのに、膣ヒダはきゅーきゅーっと吸い出すようにうごめく。

「で、出るっ！」

　ドブッ！

　ドクドクッ、ビュルッ！

「あぁあっ、熱い、ま、また、イくぅーっ」

　精液を女の人の身体が受け止めてくれる。

　それは、孤独なオナニーとは違い、深い満足感をもたらした。

　由梨は、腰を高く突き上げたままで、ぶるぶると震えている。

　射精途中の男根に、肉ヒダが絡みついてくる。

　まるで精液を一滴てき残らず子宮に収めようとするかのように。

　溜まったものを吐き出すときに特有の快感と、深い満足感に襲われる。

　身体が空に向かって飛び上がるような、それでいて地の底に落ちていくような、クラクラする快感だ。

　射精が全て収まったとき、彼女の緊張がやわらかくほどけ、ぽすっと音を立て腰が落ちた。

「ああ、もう、疲れちゃったわ。友也くんの、大きいし、すっごくいっぱい出たもの。お腹がたぷたぷになっちゃった」

　二人でシャワーを浴びてから身だしなみを整えていると、由梨が怨えんずるように流し目をくれた。

「ごめん……じゃないな。ありがとう。由梨さん」

「お礼を言うのは私のほうよ。若いときに戻った気分で楽しかったわ」

　由梨はあっと言う間にワンピースを纏まとうと、笑みを浮かべて言った。

　不思議な人だ。

　服装は専業主婦のようなのに、てきぱきした雰囲気は働いている人にも見える。それも、かなり仕事ができる、偉い人なのではないか、という気さえする。

「その……、また逢えるかな……？」

「だめよ。友也くんは、しっかり運動して、大学でいっぱい勉強して、好きな女の子にアタックするのよ。わかった？」

「アタックか」

　ときおり彼女の口から出る死語がかわいかった。

「そうよ。がんばりなさい。そろそろ出ましょう！　スポーツクラブの駐車場まで送ってあげる」

　友也はどこか名な残ごり惜しい気分で、ラブホテルをあとにした。








第二章　乱れ啼く爽やかコーチ









　友也は調剤薬局の椅子に座り、薬を渡されるのを待っていた。

「今川さん。今川友也さん。お待たせしました」

　カウンターの内側で、薬剤師が友也を呼ぶ。友也は痛む身体を叱しつ咤たし、ギクシャクと歩きながらカウンターに向かった。歩くたびに体中に苦痛が走る。

「こちら、筋肉の炎症を止める湿布と、痛み止めの薬です。こちら熱冷ましの頓とん服ぷくですが、三十八度以上のときだけ使うようにしてください。頓服は一日二度までです。……筋肉痛ですか？」

「はい」

　面おもはゆくて顔を上げられない。

　スポーツクラブに入会し、初回講習会を受けたあと、筋トレとスタジオプログラムをして、風呂に入ってからチェックアウトした。帰りに由梨と一緒になり、ラブホテルに行った。

　夢のような体験だったが、翌日からが大変だった。熱が出て、体中が痛くなったのだ。食欲も湧いてこない。

　病気かもしれないと思ってよろよろと病院に行くと、診断はなんと筋肉痛。慣れない運動をしたせいだという。

　風邪にしては咳が出ないのがおかしいなと思っていたが、運動不足の証明のようで恥ずかしい。

　お金を払い、薬局を出ようとしたときのことだった。

　顔をマスクで隠した女性が入ってきた。まっすぐな黒髪を背中に梳すき流している。

　──あれ、誰だっけ。どこかで見た人だけど。

　彼女が会釈してくれた。爽やかな風が吹きすぎるかのような、いかにもスポーツウーマンらしい背筋の伸びた女性。

　髪を下ろしているのでわからなかった。

　スポーツウェアにポニーテールもかっこよかったが、私服の彼女は綺麗だった。マスクで目立たないようにしているのにも関わらず、均整の取れた体付きや、顔立ちの美しさは隠しきれていない。

「瀬尾コーチ」

　彼女はマスクの前で人差し指を立て、ウインクした。

　黙っていて、と言いたいらしい。

「あ、す、すみません」

　慌てた拍子に、手に持っていた薬の袋が落ちた。

「あら、湿布？」

　セクシーなハスキーボイスが、前にも増してかすれていた。

　声を出すのが辛そうだ。

「はい。筋肉痛で、熱が出て……その……。やっぱり俺、運動向いてないみたいですね」

「ちょっと待ってね」

　瀬尾コーチはカウンターに向かい、処方箋とお薬手帳を差し出してから戻ってきた。

「私の組んだ運動メニュー、きつかったのね。強度を落としたほうがいいでしょうか」

「いえ、そういうわけでは。運動不足なのに、急に運動したから。それより瀬尾コーチは声ですか？」

「そうなんです。喉のポリープ。エアロビクスは声を出すから、イントラは喉をやられる人が多いんです。職業病みたいなものですね」

　イントラとは、インストラクターの意味だろう。

「それは大変だ。お医者さんはどう言ってるんですか？」

「手術したほうがいいって。簡単な手術で治るそうだけど、手術のあとは一週間ほど声を出してはいけないそうなの」

「一週間仕事ができないわけか」

「手術は全身麻酔だから、十日ほど休まなくてはならないわね。そんなに長く休めないから、今は薬でごまかしているの」

「休めばいいのに。社員さんでしょう。有給とかあるんですよね？」

「社員だから休めないんです。査定とか、手当とか、罰金とか、いろいろあるんです」

　友也は沈黙した。

　釈然としなかった。正社員なら有給があるはずではないのか。ましてトレーナーは身体が資本だ。身体がいちばん大事ではないのか。罰金なんてブラック企業ではないか。

「あ、そうそう、私が病院通いしてること、会員のみなさんには黙っていてくださいね。コーチが病院通いなんて褒められたことじゃないから」

「瀬尾さん。瀬尾亜希子さん」

　薬剤師が呼んでいる。

　友也も腰を上げた。

「じゃあ」

「今川さん。筋肉痛が治まったら、スポーツクラブにいらしてくださいね」

　いらしてください、という丁寧な言葉が耳に心地良い。

　瀬尾コーチの甘い笑みにつられて「はい」と返事をしてしまう。

　友也はいい気分で薬局を出た。







　一週間後──。

　友也は大学の階段型教室で、行動経済学の教科書を読んでいた。

「え？　あれ？　おまえ、今川だよな。ほんとうに本人か？」

　友達の村むら上かみが話しかけてきた。不思議そうに首をひねってる。

「何言ってるんだ？　本人だよ」

「だってよ。別人みたいだよ。痩せたし、背せ丈たけも伸びてるじゃんか？　なんかハンサムになってるしよ」

「寝込んでただけだって」

「そういやおまえ、休んでたなー。病気で痩せたのか」

「まあ、ちょっとな。二キロほど減ったんだ」

「それで背が高くなったように見えるんだな」

　村上は笑った。

　背が高くなったように見えるのは、由梨との体験で自信がつき、背筋が伸びたせいだろう。ラブホテルを出たとき、あたりの景色が輝いて見えたことを思い出す。容姿が違って見えるのは、気分を変えたくて髪を切ったから。

　だが、見違えるようにハンサムになった、と言われるのは気分がいい。

「今川くん、だよね？　病気だったんだ？　もう大丈夫なの？」

　そのまま村上と談笑していると、夏なつ樹き詩し織おりが遠慮がちに話しかけてきた。

　ミスキャンパス。学園のアイドル。

　後ろ手にバッグを持ち、小首を傾かしげ、前のめりになっている。

　さらさらの黒髪が吹きすぎる風に揺れている。

　白いワンピースがこんなにも似合う女性は他にいない。はにかんだ笑みが、いかにも純朴そうだった。ミスキャンパスに選ばれるほどの華やかな美貌なのに、下がりぎみの眉とくるくると動く大きな瞳が、かわいらしさと親しみやすさを演出している。

「大丈夫だよ。スポーツクラブに行ったら、筋肉痛でさ、動けなかったんだ。熱が出て大変だったんだよー」

　詩織は笑った。

「スポーツクラブってハードなの？」

「そんなことないよ。自分のペースで運動できるし。楽しいよ。俺は運動不足なだけだ」

「私も通おうかな。今川くん、なんか格好良くなったもの。私も、もうちょっと痩せたいと思ってるの」

「夏樹さんはスタイルいいよ」

「ふふっ。そう言ってもらえるとうれしい。ありがとう！」

　詩織と旧知の友人のように話している。

　教室の男どもが、詩織と友也を見比べて目を見張っている。

　友也も信じられない思いだった。

　まるで自分が二枚目のモテ男に変身した気分だ。

「こないだは助けてくれてありがとう。お礼が遅くなってごめんなさい」

　階段から落ちそうになった詩織を助けて、友也が足を踏み外したことを言っているのだ。

「どってことないよ」

「えっと、その……。ううん、やっぱりやめておくね」

　詩織は、後ろ手に持っていたトートバッグを抱きしめて、迷うそぶりをした。

「何？」

「助けてくれたお礼にクッキー作ってきたけど、今川くん、しばらく大学に来なかったでしょ。だからそのう、古くなってるの」

「えっ、俺のために!?　ぜ、ぜひ頂くよ」

「えー。でも、作ったの四日前だよ。お腹壊すかもしれないよ。やっぱり捨てたほうが……」

「そんな、せっかく作ってくれたんだから食べるよ」

「いいの？　じゃあ、私も食べる。二人でお腹壊しましょう」

　詩織がクッキーの袋を取り出した。透明なナイロン袋でパックされていて、リボンで飾られている。

　星にハート、四角に丸、鳥に飛行機の形のクッキーだ。

　友也はハートを選び出した。

　一口かじると、卵とバターと小麦粉の、素朴で懐かしい味がした。手作りクッキーならではのおいしさがある。

「うん。おいしい。サクサクだ」

「ほんとね。よかった。おいしい。湿し気けってないね。でも、焼きたてはもっとおいしいのよ。今度は焼きたてを持ってくるね」

　詩織は黙っていると気き後おくれするほどの美人なのに、笑うと眉尻が下がってかわいい。

　手作りクッキーを二人で食べているなんて夢のようだ。

　男どもの羨せん望ぼうの視線が痛いほどだ。

　──由梨さんのおかげかな。スポーツクラブで会ったら、お礼を言いたいな。







「こんにちは。チェックインお願いします」

　友也が差しだした会員カードを、瀬尾コーチが受け取り、引き替えにロッカーキーを渡してくれた。スポーツクラブのカウンターは、壁一面にロッカーキーを納おさめた小さな木箱が並んでいる。

「こんにちは。お体はもう大丈夫ですか？」

　瀬尾コーチが聞いた。

　──それはこっちのセリフですよ。

　と言いそうになったが、瀬尾コーチの病院通いは内緒なのだ。ハスキーボイスを通り越したかすれ声は、喉の調子があまり良くないことを示している。

「はい、一日おきに運動してます」

　瀬尾コーチは、エブリデイスポーツクラブの社員で、業務は筋トレ指導だけではないらしい。

　ヨガやエアロビクスのインストラクターをしていたり、カウンターに立っていたり、掃除をしていたり、入会希望の見学者に館内の案内をしていたりする。

「瀬尾コーチ、藤田由梨さん、最近見かけないんですが、病気ですか？」

「わかりません」

　──まあ、そりゃそうだな。個人情報だもんな。知っていても教えてくれないよな。

　あれから由梨と会えていない。

　こちらから連絡しようにも、ＬＩＮＥはもちろん、住所も携帯電話の番号さえ知らない。

　友也を男にしてくれて、自信をくれた彼女にもう一度逢いたい。あれっきりなんて淋しい。

　そんな思いがあって、筋トレをしながら、由梨の姿を探してしまう。

　背中、腹筋、下半身とトレーニングし、エアロビクス、ストレッチ、お風呂、マッサージと一通り終えて、クラブを出ようとしたときだった。

「規約がおかしいと言っているんだ！」

　カウンターのほうから怒鳴り声が聞こえてきた。

　瀬尾コーチがかすれた声で謝っている。

「すみません」

「退会の手続きは本人がカウンターに来て手続きしなければ退会できない、なんておかしいんだよ！　電話では退会できない、規約で決まってるっていうから、俺は転勤で利用できないのに、三ヶ月も会費を払い続けた。引っ越し先から有給を取ってわざわざやってきたんだよ。高速料金を払ってな。なのに待たすなんて何だ！」

　どうやら、退会希望者とのトラブルらしい。

　──ああ、そういえば……。

　入会時に念を押された。退会は本人がカウンターに来て手続きをすること。代理人や電話での退会は認めない。規約で決まってる。一切の例外はない。

　もしも交通事故や急な引っ越しのときはどうするのかと思ったものだ。

　怒鳴り声につられてやってきた若いコーチが三人ほど集まって、こそこそと話している。掃除をしたり、カウンター業務をしたり、青竹踏み体操の指導をしているアルバイトコーチだ。

「店長呼んできたほうが」

「でも、店長ＺＵＭＢＡレッスンの最中だよ」

「あと五分で終わるよ。お客様対応を瀬尾コーチに任せるのは気の毒すぎる。やっぱ店長呼んでくる！」

　バイトコーチのひとりが、だっと走り出した。

　客は激高が収まらない様子だ。

　彼は悪くない。悪いのは退会の手続きをわざと困難にしているスポーツクラブ側だ。だが、怒鳴りまくるとクレーマーになってしまう。

「おまえら、わざと退会しにくくしてるんだろ!?」

「すみません。会員さんを間違えて退会させてしまうことのないよう、手続きを厳密にしています」

　瀬尾コーチはもう泣きそうだ。かすれた声が震えている。

「入会はネットでも電話でもＯＫなのに、退会は店に本人が来ないと退会手続きができないっていうのは変だろうが!?　海外転勤だろうが入院しようが死のうが知ったこっちゃない、銀行口座に金があるあいだは永久に払い続けろ、なんて異常だろ？」

「規約で決まっていることですから」

「その規約がおかしいって言ってるんだよっ」

「ほんとうにすみません。退会の手続きは完了しました。長らくご利用頂きましてありがとうございました」

「いやみなのかよ！」

「申し訳ございません」

　瀬尾コーチは謝っているが、会話は同じ所をぐるぐると回るだけ。火に油を注そそぐだけだ。

「偉いですね」

　友也は見かねて話しかけた。

　激高していたクレーマーが、ひゅっと息を呑んだ。

「規約が間違えてるって思っても、規約の通りに、カウンターに来て手続きしたんですね。偉いです」

「ああ、俺は、約束は守るんだ」

「すばらしいです。さすが大人ですね。今日で退会なんですね。一緒に運動できなかったのが残念です」

「君は大学生かね？」

「はい。俺、このスポーツクラブ好きなんです。コーチたち、筋トレの知識すごいし。明るいし。俺、いっぱい運動して細マッチョになって、モテモテになりたいんです」

「あはは。そうだな。退会を妨害して幽霊会員をたくさん作って儲けるやり口は汚いが、レッスンは楽しかった。じゃあ」

　クレーマーは、友也の話で毒気を抜かれたのか、意外にすんなりと笑顔を浮かべて出て行った。

　ふーっと、感心のため息が渡り、一斉に拍手が起こった。

「すごい。すごいわ！　今川さんすごい」

　瀬尾コーチがかすれた声で拍手する。

　バイトコーチも手を叩いている。

　汗まみれになって走ってきたレオタードのままの堂本店長がぽかんとしている。

「店長、クレームついたんですが、今川さんがなだめてくれたら、あっさり帰っていったんです」

　瀬尾コーチが言った。

「見ていたわ。すごいわね。君は何者？」

「普通の大学生ですよ」

「そう、そうなの……大学生ね……。お礼はまた改めて考えるわね」

　店長は顎に手を当てて考え込んでいる。

「お礼なんていらないですよ。チェックアウトお願いします」

「はい」

　ロッカーキーを渡して、代わりに会員証を受け取る。そのとき、会員証に付ふ箋せんが貼られていることに気がついた。心臓が飛び跳ねた。

　瀬尾コーチがにこにこしている。

　クラブを出てから付箋をよく見ると、メールアドレスが書かれていた。

　身体がかぁっと熱くなった。




【こんにちは】




　さっそくメッセージを打つが、返事は来ない。当たり前だ。瀬尾コーチは仕事中だ。

　コーチから返信が来たのは、アパートに戻り、洗濯物を取り込んで畳み、クローゼットに入れていたときのことだった。




【今日はありがとう。お礼にご飯おごります。今から来れますか】




【はい。喜んで】




【十分後、ＪＲの駅の近くの、洋風居酒屋オリーブで】




　メールにはグルメ情報サイトの地図が添付されていた。




【了解！】




　洗濯物を放り出し、あわてて歯を磨みがき、マウスウォッシュでうがいする。自転車に乗って駅に向かった友也は、勢い込んで洋風居酒屋オリーブに入った。

「いらっしゃい」

「待ち合わせなんですが」

「今川くん、私はここよ！」

　かすれた声がした。

　窓際の席で、瀬尾コーチが手を振っていた。ミニワンピースの軽装だ。見慣れたトレーニングウェアでもレオタードでもない私服の彼女は美しくて、ぼうっとなってしまった。

　ＯＬでも主婦でもない独特な雰囲気は、オフタイムの体育教師を思わせる。さらさらの黒髪が美しい。

「見違えてしまいました。ワンピース似合ってますね」

「あはは、いつもジャージにポロシャツだもんね」

　瀬尾コーチはチーズの盛り合わせを肴さかなに、ビールのジョッキを傾けていた。一人酒で飲んでいたようで、頰がピンクに上気している。

「先に頂いているの。今川くんも飲みなさい。奢おごってあげるわ」

「ビールもあるんですね。よかった。じゃあ、俺も生ビールの中」

「生中ワン」

　ギャルソン風の店員がコールした。

　オシャレな内装にどきまぎしていたが、メニューも雰囲気も普通の居酒屋だ。

「今日はありがとう。助かっちゃった。あれ、苦情が多いのよね」

「何であんな規約にしてるんですか？」

「退会防止策よ。エブリデイスポーツクラブみたいな低価格のスポクラは、幽霊会員で利益を上げているの。定額制だから、毎日利用しても、一回も利用しなくても会費は同じだもの」

　月会費だけを払い、利用しない会員は、スポーツクラブ側にとってはいい金づるなのだろう。

「生中お待ち」

　来たばかりの生ビールをちびちびと飲みながら、瀬尾コーチの話を聞く。

「正直、あのお客さんが怒るのもわかるのよ。内容証明とか、少額訴訟とか、弁護士が電話してきたり、たまにあるの。『弁護士の誰々ですが、退会手続きにおける消費者契約法違反について、訴訟を検討しております。店長にお取り次ぎを』って言われたときはびっくりしたわ。そういうときはあっさり退会認めて返金してるみたいね。……生中とミックスピザお願いします」

「そんなことがあるんですか。あの店長って、どういう人なんです？」

「店長は若い頃、Ｊ２のサッカーチームのチアリーダーだったの」

「ああ、なるほど。華やかな雰囲気ありますよね。堂本店長って」

「野球やサッカーチームのチアリーダーって、薄給ですごい大変みたいよ。店長はエブリデイスポーツクラブのオーナー社長でもあるせいで、採算に敏感になるんでしょうね」

「退会妨害はやりすぎのような気がします」

「ウチだけじゃないの。ほとんどのスポーツクラブに、同じような規約があるの。おかげで退会でもめるたび、私たちが怒鳴られているの。この仕事は楽しいけど、こういうときは嫌になっちゃう。休めないしねぇ……」

「罰金制度っていうのは、法律違反なんじゃないんですか？」

「罰金っていうより、急にエアロビクスを休むと代行を立てなきゃいけないから、その代行の補填よね。休むと査定が下がるし、ボーナスが減っちゃう。ヨガとかエアロビクスのレッスンをひとつするたび五百円の手当があるんだけど、その手当も無くなるの。だから、手術のために十日休むっていうのは、覚悟がないとできないの」

「覚悟決めましょう。休んで、手術受けて、喉を治しましょう！」

「ふふっ。やっぱり大学生ね。そんなに簡単なものじゃないの。競業避止義務っていうのがあるの。私のトレーナーとしての知識や、ヨガやピラティスのリードは、エブリデイスポーツクラブが給料を払いながら研修を受けさせてくれたものだから、退職後に他社に行くなって言われてるのよ。もしクビになったら、私なんか食べていけなくなるわ」

「キョウギョウ？」

「競業避止義務。退職後、ライバル会社に同じ業種で就職してはいけないってやつよ」

　友也はネットを検索した。

「それ、法律違反だって書いてありますよ」

「あらほんとね」

　瀬尾コーチは友也が差しだしたスマートフォンの液晶画面を熟視している。

「そうか。社内情報をばらしたりして、エブリデイスポーツクラブの損にならなきゃいいわけか……でも、私、アラサーなのよね」

　アラサー、三十手前。二十八歳ぐらいか。

「瀬尾コーチなら、失業してもすぐに仕事先は見つかりますよ。トレーナーとかインストラクターって専門職ですよね。失業保険とかもあるんですよね。仕事より身体のほうが大事です。瀬尾コーチは若くて綺麗だし、なんとかなりますよ」

「私、イントラとしては若くないわよ」

「堂本店長に比べたら若いです！」

「そうね」

　瀬尾コーチは運ばれてきたジョッキを受け取ると、ぐいっと呷あおった。水を飲むような豪快さだ。

「決めた！　私、休む!!　もしも会社を首になったら、別のスポーツクラブのオーディションを受ける!!」

「絶対受かりますよ。案外そのほうが給料良くなったりして。だって瀬尾コーチのレッスン楽しいし、筋トレの知識すごいですし。瀬尾コーチって、みんなの憧れの的なんですよ」

　お世辞ではない。

　エブリデイスポーツクラブの女性インストラクターは、美人揃いだ。容姿で選んでいるのではないかと思うほどに。その中でも、瀬尾コーチはひときわ目立っていた。

　しなやかで健康的で美しく爽やかで、彼女がいるだけでミントの風が吹きすぎるようだった。

「君ってビタミンみたいね。話していると元気が出ちゃう。もっと食べて飲みましょう」

　食べて飲んで話して、楽しい時間を過ごした。

　会計は瀬尾コーチがしてくれたが、酔っ払った彼女が心配で送っていく。

　スポーツクラブの近くの、ワンルームマンションに送り届け、ほっとして帰ろうとしたときのことだった。

　一緒に玄関に入ったとたん、瀬尾コーチが抱きついてきた。というより、しなだれかかってきた。

「友也くん」

「うっ」

　友也はびっくりして彼女を抱き留めた。

「ねえ。このまま帰るつもりなの？」

「瀬尾コーチ、酔ってます？」

「レモンチューハイ一杯と、生中二杯ぐらいで酔うものですか。私は体育会系なのよ。……勇気が欲しいのよ。抱いて」

　うれしいが困惑する。弱みにつけこむようなことはしたくない。そう思う一方で、憧れの瀬尾コーチに抱きつかれてドキドキする。

「俺なんかに甘えなくっても、モテますよね」

「ふんっ！　彼氏イナイ歴七年よ。就職してからは仕事ばかりで同窓会さえ行ってないわっ。どうせ私はフカンショウですよぉっ！　人のぬくもりが欲しいのにぃーっ。……もういいっ！　ヨガして寝るっ」

　瀬尾コーチは部屋に入ると、ぽいぽいと服を脱いでいった。

「うわっ」

　レオタード姿なら何度も見ているのに、水色の水玉のブラジャーと、お揃いのショーツだけになった彼女はセクシーだった。

　胸はほどよい大きさで、腹筋の浮いたウエストは鋭角的にくびれ、お尻は小さめでぷりっとしている。

　そして、壁際のベッドに乗ると、下向きアドームの犬のカシュヴァーポーズナーサナ、横向きの足アナン上げポーズターサナ、肩立ちのポーズ、八方曲がりのポーズを次々にとっていく。

　女の人のひとり暮らしにふさわしい、綺麗に片付いた部屋で、しなやかな身体がありえない角度で曲がり、下肢が百八十度開いて上半身がベッドにぺったりとつく。なまじ、ベッドの上でヨガポーズを取っているものだから、ショーツの奥底がばっちり見えて淫靡だった。

　スタジオでヨガポーズを取っている彼女を見ても、エロいと思ったことはなかった。スポーツクラブでは運動モードになっていて、エロスイッチが入らない。

　だが、今の友也にとって、瀬尾コーチの下着ヨガは生々しくてエロティックだった。

　柔らかい白い身体が、犬みたいにお尻を突き出したり、胸を反そり返らせたりする。

　男根に力が漲みなぎってくる。

　逆立ちシールシャポーズアーサナをしようとした瀬尾コーチがよろけた。

「きゃっ」

「危ない！」

　あわてて彼女を抱きとめたところ、もつれ合うように転び、ベッドに倒れ込んでしまった。ぷりぷりと弾だん力りよくのある身体に押し倒される。

　瀬尾コーチの顔が近づいてきて、ちゅっとキスをする。

「俺、好きな子、います」

「うん。知ってる。初回講習会のとき、モテたいから運動するんだって言ってたわね。なんでもレッスンが必要よ。練習しましょう」

　彼女に押さえ込まれた状態で、唇が合わさる。

　ファーストキスは、レモンチューハイの味がした。

「んっ、んちゅっ……ちゅっ……れろっ……れろれろっ……ちゅぱっ」

　キスはたちまち深くなり、おずおずと舌が挿さし込まれてきた。どちらからともなく、舌を絡め合う。

　──信じられない。憧れの瀬尾コーチとキスしている。

　温かくてとろとろなのに、舌先のザラザラした感触がたまらなかった。ちゅっと吸われるとき、舌先が引っ張られる。

　──キスって、こんなにも気持ちがいいのか。

「んっ、んんっ……ちゅっ、ふっ……あぁっ……くちゅっ」

　舌が痺しびれるほど長くキスをしてから、唇を離す。二人の間に唾液の糸が伸び、ぷちんとちぎれた。

「私とじゃ、いやかしら？」

「そんなことない。光栄です。初回講習会で、なんて綺麗な人なんだろう、って思っていました」

「ふん、ふんふんっ、お世辞ばっかり。どうせ私は、アラサーよっ、彼氏イナイ歴七年だし、汗臭いし、声はオッサンだしっ、筋トレしすぎで力強いし、筋肉質でメスゴリラだし……何を笑ってるのよっ!?」

「瀬尾コーチがこんなにかわいいなんて思わなかった」

　スポーツクラブでの彼女は、自信にあふれて見えた。

　スッと伸びた背中が格好良かった。

　ヨガやピラティスのインストラクターをするときの、しなやかにくねる身体が美しかった。

　それなのに、スポーツウーマン特有の悩みを抱え、拗すねて子供のように頰をふくらませている。

「名前で呼んで。亜希子よ。敬語もやめて。他人行儀よ」

「亜希子さん。俺でよければ、そのう、やりたい」

「ふふっ。うん。やってやって。でも、私、はじめに言っておくけど、あんまり経験ないの。その、か、彼に、ふ、不感症だって、言われて。……でも、そ、その……でも、なんていうか、抱きしめてほしくて」

　友也は彼女をきゅっと抱きしめた。後ろ手に髪を撫でていると、頰をスリスリして甘えてきた。

「ふふっ。あったかい。いい気持ち」

　セクシーなハスキーボイスにドキドキする。

　形の良い耳にちゅっとキスをして、フッと息を吹きかける。

　耳たぶをあむっと嚙んでから、うなじを舌でれろれろと舐める。

「あんっ！」

　由梨にされたとき、耳とうなじが信じられないほどに気持ちがよかった。きっと瀬尾コーチも感じてくれるはずだ。彼女はうなじが白くて細く、魅力的だ。耳たぶが赤く染まっている。

　──耳ってエッチな形だな。ラビアそっくりだ。

「んっ、んんっ、やだぁ、何で？　あっ、あっ、気持ちいい……。不思議ね……はっ……はぁっ」

　彼女をうつ伏せにして、背筋を指先で撫で上げる。由梨との体験で知っている。背筋は感じる部分のはずだ。




「あぁっ」

　亜希子は甘い声をあげて悶えた。

　友也がペッティングしているのは、耳たぶやうなじ、背筋の中央のヘコミという、なんでもないところ。

　なのに、妙に気持ちがいい。身体がかぁっと熱くなってきた。

「んっ、んんっ……はっ、はぁ……ん、あぁっ」

　──信じられない。この子、若いくせに、いったい何なの？

　大学生というものは、もっとがっついているはず。少なくとも、亜希子が初体験した大学時代の恋人はそうだった。なのに、秘部や乳房ではない快感のポイントを的確に刺激してくる。

「あっ、あぁあ……っ」

　彼は、腋わきの下や背中を指先でタッチして、うなじにキスすることを繰り返した。

　腋の下をくすぐられて、いい気持ちになっているなんて信じられない。くすぐったいだけのはずだ。

　驚きと混乱が、身体をどんどん熱くさせる。

「亜希子さんは、不感症なんかじゃないよ」

「そうね。気持ちいいわ。ありがとう」

　そう言われるとうれしい。こわばっていた身体がやわらかくほどけてくる。

「今度は私が君を気持ち良くさせてあげるわ」

　お礼の気持ちで、つい言ってしまったが、はっとなる。

　──そんなこと、私にできるの？

　案の定、友也が聞いてきた。

「できるの？」

「で、できる、わよっ！　ええっ!!　と、年上、ですからねっ！　えっとえっと、そうね。パイズリ、してあげるわよっ」

　亜希子はレディースコミックで覚えた知識で言った。




　友也は笑ってしまいそうになった。亜希子はやっぱりコーチなのだ。

　──でも瀬尾コーチ、経験少ないんだろ。パイズリなんてできるのか？

「無理しなくていいよ」

　彼女のプライドを考慮して言ったつもりだったが、亜希子はムッとした表情を浮かべた。

「ふん、子供扱あつかいしないでねっ!!」

　どうやら彼女はムキになっているようで、ベッドの上に横座りになると、胸の谷間を探った。

　フロントホックを外すときのぷちっという音がして、真ん中からカップが別れて両脇に寄った。

　中に収められていた乳房が、ぷるるんと揺れながら飛び出した。ストラップを腕から抜き、両腕をクロスして乳房を隠すと、恥ずかしそうに横を向く。

「出しなさい。挟んであげるから」

　怒ったような上目遣いの表情で言われて、くすぐったくなった。

「うん。お願いします」

　ベッドから降りて、ズボンのファスナーを下ろし、見せつけるようにしてペニスを取り出すと、亜希子が悲鳴をあげた。

「きゃあっ」

　瞳をヨリ目にして、硬直している。

「ど、どうして……大きいわ！」

　大きいと言われるとうれしいが、勃起した亀頭を凝視されて恥ずかしい。

　二人の間に、沈黙が落ちた。

　先走り液が、亀頭からとろんと落ちる。

　──亜希子さんには無理かな。やめておいたほうがいいかな。おっぱい、そんなに大きくないし。

　由梨の胸はメロンぐらいありそうだったが、亜希子はグレープフルーツ程度の大きさだ。肉茎を挟むには量感が足りない。

「恥ずかしいよ。亜希子さん」




　亜希子ははっとした。

　恥ずかしい、なんて言われると、抱きしめてあげたくなる。

「やっぱやめようよ」

「平気よ。任せて」

　亜希子は、男根から視線を引きはがすと、ベッドから降りた。

　彼の足元に膝をつく。

　──うう。イヤだ。怖いよぉっ。

　なんという凶暴な形をしているのだろう。大学時代の恋人より大きくて、赤ん坊の握り拳みたいだ。怖いのに、見てしまう。

　──なんでパイズリしてあげるなんて言ってしまったのっ!?　彼にもやったことないのにっ！

　自分の手を脇乳に当てぎゅっと内側に押すと、友也が男根を胸乳の間に挿し込んできた。

「んっ……」

　──あれっ？　これって？　これって？

　亜希子はＣカップだ。手に力を込めて乳房を真ん中に寄せないと、彼の肉茎を挟むことはできない。自分の手でぎゅむぎゅむと揉むことになってしまう。

　胸の真ん中に感じる熱くて硬い男根は不快ではなかった。それどころか気持ち良かった。まるでオナニーだ。友也のペニスを使った自慰行為。

「んっ……んんっ……あぁっ……はぁっ……んんんっ」

　──私、感じてる。友也くんのオチ×チンで感じてる。もしかして、挿入しても、気持ちいいかも……。

　大学生のときの初体験は痛くて気持ち悪いだけだったが、彼の男根は気持ちがいい。さっきは怖かったペニスも、乳房の谷間から顔を覗かしてぴょこぴょこ動いている様子はユーモラスでかわいい。

　下腹がキュンと疼うずき、蜜液がとろりと落ちて、ショーツの内底を濡らした。

「はっ、はぁっ……んっんん、……あぁ……硬い、熱い……」

　亀頭のてっぺん、尿道口から、透明な先走り液が落ちていく。

　──シロップみたい。甘いのかな。おいしそう。

　喉がゴクンと鳴った。




　──瀬尾コーチ、すげぇエッチな顔してる。

　友也は、亜希子の淫いん蕩とうな表情に見とれた。元気よくエアロビクスの指導をしている彼女との落差がすごい。

　亜希子の乳房は、硬いほどにぷりぷりですべすべだ。それがぎゅむぎゅむと肉茎を挟んでいる。だが、彼女は力を込めて揉んでいるようでも、振動は伝わらず、どちらかというと単調な快感だ。フェラチオや膣のほうがよほど複雑で心地良い。

　乳房のヌクヌクが心地良いが、興奮はふくらむようでふくらまない。

　パイズリは由梨のようなスライムおっぱいのほうが、気持ちいいのかもしれない。

「あぁっ、んっ……んんっ……やだ。いい気持ち……」

　だが、亜希子は甘い声をあげ、とろけた魅力的な顔を見せている。口唇を半開きにして唇をさかんに舐めている。舌先の赤が扇情的だ。

「んんっ……はっ、はぁ……っ、あぁっ、ああ、んんんっ……」

　雪白の乳房に、指のあとがつくほど強く揉んでいる。ぷるぷるすべすべの温かいおっぱいが、むぎゅむぎゅと押し寄せてくる。ペニスの裏筋に感じるあばらのごつごつもたまらない。

　──おっぱい、痛くないのかな。

　亜希子は顎をぐっと引き、唇をＯの字に開けると、舌先を伸ばして亀頭を舐め上げた。

「れろっ、ちゅっ、ちゅぱ、ちゅぱっ」

　不意打ちだった。

　人肌の温かさに、温泉にでも入っている気分でぼうっとしていたら、感じやすい亀頭に刺激が走ったのだ。

「うっ」

　快感がいきなり臨界に達し、射精欲求が急速に兆した。

　ドブッ！

　いきなりの射精に、予告するヒマもなかった。

「きゃっ！」

　瀬尾コーチの顎のあたりに白濁液がふりかかる。

「ごめんっ！」

　友也は恐縮した。顔に掛けるなんて失礼だ。顔を汚されるのは誰だってイヤだ。だが、いったん始まった射精は止まってくれない。




「いいのよ」

　亜希子は甘く笑った。

　身体をすくめているのを見ると、かわいくて胸の奥がきゅうと疼いた。

　──どうしよう。汚れるのイヤだな。くわえちゃえ。

　射精途中の亀頭をぱくっとくわえた。

「ううっ！」

　友也が腰を弾ませた。射精の勢いがさらに強くなる。

　口腔に精液を溜めてあとで吐き出すつもりだったが、口腔に溜まる精液が唇からあふれそうになってきて、ごくんと喉を鳴らして飲み下す。

　──あれれ、まずくない。おいしいかも。

「ちゅっ、ごくっ、ごくんっ、ちゅちゅちゅっ、ごくんっ」

「亜希子さんっ、そ、そんなに、されるとっ！」

　友也が動揺している。リードしてあげなくてはと思ってしまう。

　亜希子はヨガとピラティス、それにエアロビクスのインストラクターでマシントレーナーだ。リードするのが仕事だから、ようやく自分のペースになった気分でほっとする。

　──ああ、いいなぁ。若いなぁ。かわいいなぁ。かわいいなぁ。

「ふぅっ」

　友也がため息をついた。射精が終わったらしい。口からペニスが抜かれたが、肉茎はだらんとせず、まだ力が漲っている。

　口腔に残っていた精液をごくんと飲み込む。

「ごめん。その、すみません」

「ううん。いいのよ」

　亜希子は、彼をきゅっと抱きしめた。

　キスしたくなったが、精液を飲んだばかりで唇を合わせるのはイヤだろうなと考えて、思いとどまる。




　友也は抱きしめられる感触にドキドキした。

　憧れの瀬尾コーチにパイズリしてもらい、精液を飲んでもらった。

「もう、思い残すことはないよ。初回講習会ではじめて会ったときから、憧れてたんだ。なんて綺麗な人だろうって思ってた」

「ふふっ。光栄だわ。……していいのよ」

　亜希子は腰の脇に手をかけた。

　自分で脱ぐつもりなのだ。

「脱がしたい！」

「いいわよ」

　亜希子はベッドに仰向けになった。由梨の乳房は仰向けになると扁平になったが、亜希子の胸乳は形良く前に突きだしている。

　腰の脇に手を当て、ショーツをずらしていく。亜希子は、恥ずかしくてならないとばかりにそっぽを向いている。

　お尻を浮かせてくれないので脱がしにくい。右をちょっと下げて、左をちょっと下げてを繰り返す。

　ヘアが乗った恥丘が現れた。ショーツの裏地はべっとりと濡れている。レアチーズケーキの匂いが鮮明に香った。発情の匂いだ。由梨よりヘアは薄く、秘唇もぷっくりしている。

　くるくるによじれたショーツを、太腿から膝小僧、ふくらはぎとおろし、足先から引き抜き、ベッドの下に置く。

　彼女の膝を腰で割り、覆い被さる。亀頭でスリットを探るが、肉のヘコミが見つからない。

「？」

　あせってぐいぐいと押すが、ぬるっと膣口にはまり込むはずの先端は、そけい部をかすめてお尻のほうへと移動する。

「ごめん。俺……やっぱ無理だ……」

　かぁっとなった。




「大丈夫よ。ちゃんと見て」

　亜希子は下肢をぐいっと開き、秘部を見せつけた。

　──やだ。私って、何て恥ずかしいことを……。

　彼がじっとのぞき込んできた。

　子宮がきゅんと疼く。

「ほら、ココよ。大丈夫よ」

　仰向けになったまま、自分でラビアを大陰唇ごと開き、膣口を指差す。

「亜希子さんって、下つき、ってやつなのかな」

　何のことかわからなかったが、泣きそうになっていた友也の顔に、自信と落ち着きが戻ってきた。

「亜希子さん。うつ伏せになってお尻を上げてほしいんだ」

「下向きアドームの犬のカシュヴァーポーズナーサナね」

「膝をついてほしいんだ」

　亜希子は、四つん這いから、額をベッドにつけ腕を伸ばしたポーズを取った。

「膝をつくと、太腿のハムスト裏側リングスが伸びないし、筋トレ効果もないから、ヨガにならないわよ」

「いいんだ。これはヨガじゃないから」

　つるんとした熱いものが、膣口に押し当てられた。

「えっ？　いやぁっ、は、恥ずかしいっ」

　ぬぷぬぷっと入っていく。

　四つん這いで両肩と膝をつき、お尻を上げた犬のポーズ。これはエロコミックで読んだ後背位だ。

「んんんーっ。あっ、あぁあっ、ど、どうしてっ!?　どうしてぇーっ」

　七年前の初体験のときは、痛くて苦しくて気持ち悪いだけだった。なのに、なめらかに入っていく。

「な、なにこれっ、やだーっ。気持ちいいぃーっ」




　──やっぱりそうだ。瀬尾コーチ、下つきなんだ。

　亜希子は、由梨に比べて、膣口がお尻のほうに位置していた。正常位で挿入しようとすると、角度が合わないために困難を伴ともなう。恋人に不感症だと言われたのはそのせいだ。

「んんっ……はっ、はぁ……いいっ、感じる、感じちゃうっ。ど、どうして、どうしてなのぉーっ」

　亜希子の背中がぶるぶると震えている。

　──すごいな。俺。不感症の年上の女の人を感じさせているんだ。

　熱くたぎったヒダが、にゅるにゅるっと巻き付いてきた。さすがスポーツウーマンだけあって、締まり方は由梨よりもきつい。

「あっ、あぁっ、気持ちいいっ、いいぃーっ」

　ハスキーボイスの嬌声はセクシーだった。

　亀頭に当たる子宮口のコリッとした感触と、熱くてぬるぬるの膣ヒダの感触が心地良い。

　ヒダが、巻き付いてはほどける動きを繰り返している。

　まるで、早く動いてと催促しているみたいに。

「うっ……」

　友也は腰を引いた。

　お尻の穴のすぐ下で、ぱっくり開いた秘部から、粘膜をまくれ返しながらペニスがずるずると引き出されていく様子が見える。

「あっ、あぁあああっ、あーっ」

　膣ヒダが、抜かせるものかとばかりにきゅうきゅう締まる。

　友也は亀頭のエラが現れるギリギリまで引いてから、彼女のお尻の脇を持ち、腰をぶつけるようにして挿入した。

　ズゴッ！

　先端が子宮口を押し上げてから一気に引き、そしてまた奥を抉えぐる。

「あああっ、感じるっ、感じちゃうっ」

「すげぇっ、亜希子さんっ！　最高だっ。亜希子さんのマ×コ、すげぇぬるぬるで気持ちいいっ」




　──友也くんが、私の身体で興奮してくれてる……。

　それは亜希子に、胸の奥がきゅんと来るほどの、深い満足感をもたらした。

　──私って、私って、不感症じゃなかったのね!!

　マシントレーナーであり、ヨガとエアロビクスのインストラクターである亜希子にとって、自分の身体に欠けつ陥かんがあるというのは、忸じく怩じたることだった。

「ううっ、うううっ」

　彼がうなり声をあげながら腰を前後するたびに、密かなコンプレックスが消えていく。

　ぐっちゅ、じゅっく、ぐじゅっ。

　結合部が蜜音を立て、身体が前後に揺すられる。

　亜希子は、シーツをぎゅっとつかんで振動に耐えた。

　ぐっぐっぐっと押し込まれ、亀頭が喉から出そうだった。

「あぁっ、んっ、んんっ……はっ、はぁっ……いいの、感じる……あぁっ」

　亀頭のエラが膣の真ん中を前後するとき、尿意にも似た快感に襲われる。

　亜希子の尻タブと彼の下腹部が当たるときのぱんぱんという音に、ベッドのギシギシ音、友也のうなり声と、亜希子の嬌声が重なる。

「うっ、亜希子さん、すげぇ締まるっ！」

　彼が身体を褒めるたび、亜希子は深い満足感に襲われて、胸の奥が甘く疼いた。

　──そうよ。私は最高よ！　綺麗で、しなやかで、スタイルも良くて、最高のインストラクターよ！

　彼が律動するたびに、目の裏がちかっと光る。

　それはまるで祝福の花火のようだった。

「あっ、あぁっ……いいっ、いいわぁっ!!　感じるっ」

　子宮がきゅんきゅん甘痛く疼く。

　なんて気持ちがいいのだろう。こんな快感、ははじめてだ。

　蜜液がとろとろあふれて、まるでおもらしをしたみたいだ。子宮がきゅんきゅん疼いている。お願い早く精液をちょうだいと疼いている。

「あぁっ、もっと……あああっ」




「うっ、うぅっ……くっ」

　友也はうなり声をあげながら、男根を突き入れては引き抜く動作を繰り返した。

　お尻だけを突き上げている姿勢なので、見えるのは背中とうなじ、それに赤く染まった耳だけだ。ベッドをつかんだ指先が、シーツに皺を作っている。

　背中の真ん中のヘコミを、汗の雫しずくが走っていく。

「いやっ、ああっ、だめっ、感じすぎるっ」

　膣ヒダがきゅうきゅう締まる。射精欲求が高まってきた。腰の奥で、熱い溶岩がぐらぐらと煮えたぎる。

「うっ……くっ」

「あぁっ……友也くんっ、あぁっ、いいのいいのいいのっ！　感じるぅっ」

　──そろそろ射でそうだけど、外で出したほうがいいだろうな。亜希子さんは身体が資本だから。

　──ああ、でも、中で出したい。

　亜希子の子宮に精子を注ぎ込みたいという本能的な欲望と、彼女を気遣う気持ちが交錯する。

　あともう一回だけと思いながら、腰を動かしていたときのことだった。

「友也くんっ、な、中で出してっ！」

「え、で、でも……それは……っ」

「いいの、今日は、大丈夫な日だからっ!!」

　もっと深いところでペニスを感じようとしたのだろうか。腰がぐいっと突き出された。ピンク色のお尻の穴まで、欲しそうにヒクついている。きゅるるっと膣ヒダがよじれた。

「うっ！」

　吸い出そうとするかのようなうごめきに、精液が吹き出た。

　ドブッ！

　ドクドクッ!!

　ビュッ！

　上下感覚が狂ってクラッとなるような、射精の快感に身をゆだねる。

「あぁあっ、熱いっ！　子宮に、精子が、は、入ってくるぅっ!!　イッちゃぅうーっ!!」

　かぁっとなった。

　子宮に精子が入ってくる、という生々しい言葉に興奮が募る。

　射精の勢いがさらに強くなる。

　友也は、亀頭で子宮口をごりごりっと押し上げながら、射精を続けた。

　膣ヒダがぬるぬるとうごめいて、射精途中の男根を絞りあげる。

　それはまるで、精液の一滴も漏もらすまい、とでもするような、女の本能を感じさせるものだった。

　亜希子は、身体をキュウッと硬くしている。射精の勢いが弱くなり、やがて完全に止まった。

　亜希子の身体から緊張がほどけた。男根をそうっと抜く。同時に、ぱすんと音を立てて腰が落ちる。

　亜希子はベッドにうつ伏せになったままですうすうと寝息を立て始めた。

「亜希子さん。風邪引くよ」

「んっ、眠いの……。疲れちゃった……」

　こうして背中を見ていても、ほんとうに綺麗な身体だ。無駄な脂肪はなく、ほどよく筋肉のついた、鍛え上げられた美しい肉体。

　その彼女が、友也に身体を任せてくれたのだ。

　亜希子に毛布をそっと掛けてから、身だしなみを整える。

　スポーツクラブで風呂に入ったのに、すっかり汗だくになってしまったが、シャワーを浴びるのがもったいない。彼女の肌の匂いを残したままにしよう。

　彼女を起こさないよう、そっとマンションを出ようとして、ドアノブに手を掛けたときのことだった。

　背中に声がかかった。

「友也くん。外に出たら、その瞬間から、エブリデイスポーツクラブの社員と会員だからね」

「わかった。じゃあ」

「うん。さよなら」

　さよなら、という言葉がせつなく響く。

　すっかり暗くなっていたが、火ほ照てった身体に夜風が心地良かった。








第三章　汗だくレオタード









　友也は電車の振動に身を任せながら、スマートフォンでエブリデイスポーツクラブのスタジオプログラムを閲覧していた。

　図書館で勉強していて、つい大学に長居してしまった。今から参加できるヨガやＺＵＭＢＡズンバのレッスンをチェックしようとしたのだ。

　ネットには代行のお知らせがアップされていた。




【ピラティス　瀬尾コーチ　→　ＺＵＭＢＡ　堂本コーチ】




　──よかった！

　思わず声をあげそうになり、あわてて口をつぐむ。

　亜希子はポリープの手術のために会社を休み、それで代行になったのだろう。店長を説得することができたのだ。

　初回講習会ではじめて逢ったときの瀬尾コーチは、セクシーなハスキーボイスが印象的だった。

　だが、瀬尾コーチのレッスンに出るたび、声がかすれていて苦しそうになっていった。

　しっかり休んで喉を治して、また元気な姿を見せてほしい。

　──亜希子さん。これで元気になれるよ。

　瀬尾コーチにメールをしたくなったが自重する。

　彼女は今回きりだと念を押していた。メールや電話はやめておくべきだ。

　──今からだと堂本店長のレッスンに出れるな。瀬尾コーチのピラティスもいいけど、堂本店長のＺＵＭＢＡレッスンは最高なんだよな。

　堂本コーチは由梨と同じような年齢なのだが、きゅっとくびれたウエストをして、若々しくて美しい。

　さすがにベテランだけあって、新人コーチにありがちな、音を外したり、カウントを間違えたりする危なっかしさがない。

　エアロビクスのリードは熟練の域に達していて、参加者を楽しい気分にさせてくれる。

　さすが元チアリーダーだ。

　メールが来た。差出人は堂本佳か織おり。知らない名前だ。

「え？」

　──堂本って、堂本コーチ？　堂本店長かよ!?　まさか？　俺なんかヤバイことしたか!?

　慌てて開封すると、ビジネスメールが目に飛び込んできた。




【今川友也様

　当店のご利用、まことにありがとうございます。

　先日はお客様対応にお力をお貸しくださり、ありがとうございました。

　お礼にプロテインを差し上げたいと思っています（パッケージが汚れていたり、賞味期限が近かったりしますが、三つとも未開封です）。

　次の金曜日、午後十三時に当店のマシントレーニングルームにてお渡しします。返信お待ちしております。　エブリデイスポーツクラブ店長　堂本佳織】




　金曜は休館日だ。

　画像が添付されている。有名メーカーのプロテインヨーグルト味とココア味、リッチショコラ味。定価で買えば一万円はくだらない。

　簡潔に返信を書いてメールを打つ。




【堂本店長

　メールありがとうございます。プロテイン、ありがたく頂きます。今川友也】




　休館日のスポーツクラブに呼び出しなんてどきどきする。

　──次は堂本店長に誘われてセックスしたりして……。

　いや、それはない。由梨が筆下ろししてくれたのは、夫と死に別れて淋しかったのと、友也の恋に自分の過去を重ね合わせたからだし、瀬尾コーチの場合は、弱気になっていたからだ。

　都合の良い夢を見るのはほどほどにしよう。

　──それに、堂本店長って、何か怖いんだよな……。

　ＺＵＭＢＡレッスンのときの店長は、明るくて元気よく、朗ほがらかな雰囲気なのだが、黙っているときは威圧感がある。かかわらないほうがいい。







　友也はどきどきしながらマシントレーニングルームに向かった。

　いつもなら流れている有線の音楽も、会員たちのざわめきもない。休館日のスポーツクラブは静かで、ちょっと不気味だ。

　マシンのきしみ音と、マシントレーニングに特有の、シュッと音を立てて息を吐く音が聞こえてくる。

　堂本店長がレオタードでベンチプレスに取り組んでいた。

　ベンチプレスは仰向けになってバーベルを上げ下げするマシンだが、ウェイトの数が多い。そこいらの男では太刀打ちできないだろう。

「こんにちは」

「ちょっと待ってね。あとワンセットで終わるから」

　腕の筋肉と胸筋が動き、バーベルを上げ下げする。レオタードの胸が形良く盛り上がり、汗の雫が白い肌を光らせている。

　堂本店長がふぅーっとため息をつき、マシンの下から出てきた。

　スポーツクラブに二人だけだと思うせいか、レオタード姿がなまめかしい。

「わざわざ出てきてもらってごめんなさいね。今川友也くん。私の店はどうかしら？」

　タオルで汗を拭ふきながら言う。

「最高ですよ！　コーチたちは熱心だし、ダイエットの知識すごいし。エアロビクスもヨガもＺＵＭＢＡも楽しいです」

「だったら認可は下りるかしら？」

「は？　認可？　何のことですか？」

「いいのよ。とぼけなくても。厚労省に申請を出して、受理された二日後に友也くんが入会したわ」

　堂本コーチが歩み寄ってきた。

　甘い笑みを浮かべているが、どこか怖い。

　女の人の匂いが鮮明に漂ってきてドキドキする。

「あなた、覆面調査員なんでしょう？」

「何ですか。それ？」

「厚労省のよ」

「違いますよ！　俺はただの大学生ですっ」

「そう、そうなの。だったら、ただの大学生の友也くんに聞きたいの。うちの店をもっと魅力的にするためには、どうすればいいと思う？　私ね。特トク療リヨウの認可が欲しいの」

　トクリョウ？　何のことだろう？　ネットで検索したらわかるだろうか。

　亜希子に聞けば教えてくれるだろうが、メールしてもいいのだろうか。

「教えてくれたら、代わりに……」

　堂本店長は魅力的に笑いながら、レオタードの襟をぐいっと開き、乳房を引っ張り出した。

　ノーブラだった。

　Ｆカップはありそうなスライム乳がぽろりと零こぼれる。

　下乳を伸縮性のあるレオタードで押さえられているせいで、胸乳はまっすぐに突きだして、友也の前でたぷりと揺れる。

　爽やかな汗の匂い。女の人の甘い肌の香り。乳輪と乳首のピンクが、青みを帯びて見えるほどの雪白の巨乳に、淫靡な彩りを加えている。

「大丈夫よ。安心して。防犯のモニターは切ってあるから」

　店長は友也の手首を握り、自分の乳房に付けようとして引っ張った。

　友也はその手をふりほどく。

「やめてくださいっ！　店長は魅力的すぎるんですっ！　俺は、その、自制する自信、ありませんっ!!」

「まぁ、ふふっ。かわいいこと。どう？　私の身体は魅力的でしょう？　自分のものにしたいと思わない？　友也くんの好きにしていいのよ。何でもやってあげる。そのかわり、認可の審査基準を教えてほしいの」

　友也は後ずさった。

　ストレッチマットに足を取られ、尻餅をつく。

　──落ち着け。何が起こっているか考えるんだ。

　よく分からないが、友也はどうやら何かの調査員だと思われて、色仕掛けをされているらしい。

「特療の審査基準が厳しいことはわかってるわ。認可申請した店、軒並み不適格だって、みんなため息をついているもの。デップス野田店の店長も、センタナルスポーツクラブの社長も、なんで落とされたのかわからないって悩んでる。でも、私の店は最高よ。だからね、認可を出してほしいのよ」

　混乱がようやく収まってきた。

　これはチャンスだった。亜希子が仕事しやすくなるよう交渉しよう。

　友也はよろよろと立ち上がり、堂本コーチと向かい合った。胸を見てしまうと気持ちが萎なえてしまいそうだったので、彼女の目を見つめて冷静な口調で話す。

「インストラクターの罰金制度はやめたほうがいいと思います」

　店長は、一瞬慌てた表情を浮かべ、はぁっとため息をついた。

「やっぱりね。クレーマーを口先で丸めこんだときに、ただの大学生じゃないと思ったの」

「あの人はクレーマーじゃない。俺は別に特別なことをしたわけでは……」

　こうして向かい合うと、店長は友也よりも背が低い。

　頭の小ささや均整の取れた身体、堂々とした態度、エアロビクスのリードの巧さのせいで、大きく見えていただけのようだ。

「罰金制度は必要です。急な休みは代行を立てなくてはいけないから大変なのよ」

「でも、堂本店長だって、病気になりますよね」

「気合いで治すわよ。私はそうしてきたんだから。多少の熱があっても、運動すれば下がるわよ。みんなにそう言ってるわ。それでも休むなら、罰金を払ってもらう。自己管理ができないのが悪いのよ。それがうちのやり方なの」

　堂本店長は、脳味噌まで筋肉でできている体育会系だ。

　しっとりした色気を持つ彼女なのに、友也には怖く感じる理由がやっとわかった。考え方が違いすぎて、別の人種に見えてしまうからだ。堂本店長からは肉食獣のような迫力が伝わってくる。

「店長はインフルエンザのときもインストラクターをするんですか？　それは困るな。俺、健康になりたくてスポーツクラブに通ってるのに、病気になりたくないな」

「そうね……。検討する余地がありそうね。特療が取れれば、健康な人ではなく病人も相手にするようになるのだから……」

　レオタードの襟から乳房を丸出しにしているのに、ビジネスモードに入った堂本店長は、きりっとしている。

　トクリョウは、病人相手の仕事らしい。

「退会防止策も、やめたほうがいいと思います。事情があるときは、郵送でも退会できるようにするべきです。転勤でも病気でも店に来て書類を書かないと退会できないというのは、クレームの元です。怒られるコーチが気の毒です」

「そんなことできるわけないでしょう！　うちのような低価格路線のスポーツクラブは、幽霊会員の比率を十四・七パーセント以上にしないと採算が取れないの。それに、退会を困難にするのは、私の店だけじゃないわ。どのスポーツクラブでもやってることよ。噓うそだと思うなら、スポーツクラブのホームページを見なさいよ。九十九・九九九九パーセントの店が、『退会はカウンターで書類にサインすること』って決めてるわ。利用率と利益率は相反するの。定額制ビジネスの経営戦略よ」

　スポーツクラブは幽霊会員を当て込んで月会費を設定しているというのは驚きだったが、友也は黙るしかなかった。

　答えようがなかったのだ。経営戦略なんて言われると、大学生の友也には反論はできなくなる。

「だったら月会費を上げたらいいのに」

「客が減るわ。月会費を千円上げると、十二パーセント客が減るっていうデータがあるのよ」

「交通事故でいきなり入院しても、海外転勤しても、死んでしまっても、会費を払い続けなくてはいけないスポーツクラブってイヤだなぁ……」

　堂本店長がはっとした。

「そうね。不適格になるのは退会制度が原因かもしれない。認可されたら補助金が下りるんだから、幽霊会員が減ってもいいわね。他は？」

　──補助金？　トクリョウの認可が下りたら金が貰えるってことか。検索したら出てくるかな？

「水回りが汚くて不衛生です。掃除の回数を多くしてほしいです」

「掃除かぁ。バイトひとり増やそうかしら。……わかったわ。友也くんありがとう!!」

　きゅっと抱きしめられて、どきどきする。

　おっぱいの谷間に顔が沈み込んでしまった。

　由梨も巨乳だったが、堂本店長は由梨以上だ。

「君は童貞？」

「えっと」

「いいのよ。言わなくても」

　堂本店長は、友也の顔を胸の谷間に埋め、頭頂部に顎を載せて話しているので、振動が伝わってきてドキドキする。

　頰を押さえてくるぷるぷるおっぱいと、温かい腕の感触、それに甘酸っぱい汗の匂いに刺激され、股間に力が漲ってくる。

　汗を含んだレオタードは、しっとりすべすべした質感で、熱い湯を人の形に固めたようだった。

「堂本店長って、その……怖くて……」

　いいこいいこをするように背中を撫でられた。

「まぁ、ふふ。そりゃ、経営者ですもの。だからね。これはお礼。君のしたいこと、何でもやってあげるわよ」

「俺は調査員じゃないですから、プロテインを貰って帰ります……ううぅっ」

　股間をサワッと撫でられた。ジーンズの生地越しに、勃起をなぞるように指先でいじられて、背中にゾクッと戦せん慄りつが走った。

　──なんだこれ？　なんかすげぇ、気持ちいい。

　服越しなのに、男のツボを的確に責めてくるような超絶テクだ。亜希子よりも、由梨よりもすごい。

　友也は腰をもぞもぞさせるばかりだ。

「プロテインはチェックインカウンターに置いてあるから、持って帰ってね。……もうこんなになってるじゃないの。さすが若いわねぇ。ああ、そうそう、私のことは、佳織って呼びなさいね。こっちに来なさい」

　手を引かれ、ストレッチコーナーに連れていかれた。

　ストレッチマットの上で、ズボンのファスナーを引き下ろされ、ペニスを引っ張り出された。

「まぁ。大きいわねぇ。良い匂いだこと。先っぽなんてピンク色じゃないの」

　ぷにぷにと指先で揉まれて、たちまち漏らしそうになった。

　友也は、自分の節操のなさに臍ほぞを嚙んだ。

　唾液の乗った熱い舌が、尿道口のあたりをれろっと舐めた。

　こんな肉食獣みたいな女の人とセックスして、無事ですむわけがない。これは危険だ。今すぐ逃げろと冷静な自分が言っているにもかかわらず、気持ち良さのあまり動けない。

「ふふ。そうね。パイズリしてあげる。君はそのまま、立っているだけでいいのよ」

　佳織が膝をついた。

　レオタードの襟からはみ出している胸乳が、ふよふよと前後に揺れた。

　佳織のしなやかな指が、勃起した男根を指先でつまんできた。臍へそにつくほどに引っ張り上げられ、ぱっと離す。落ちてくる肉茎をスライム乳が捕らえた。

「ううっ」

　男根が乳房の谷間に挟まれる。柔らかいふくらみが、みちみちっと押し寄せてきた。さっきまで筋トレをしていた彼女は体温が高く、汗のせいでぴたりと張り付いてくる。

　佳織が自分の手で乳房を内に寄せると、お湯を入れて口を縛ったナイロン袋のようにぷるるんっと形を変えた。

　肉茎にまとわりつくプルプルおっぱいの感触は心地よく、後ろで組んでいた手をほどき、つい乳房に伸ばしてしまう。触ろうかどうしようかと手を泳がせていたら、佳織が言った。

「触っていいのよ」

　友也は手を伸ばしてパイズリ中の店長の乳房をいじった。

　──亜希子さんとぜんぜん違う！

　亜希子はゴムマリみたいにぷりぷりしてたが、店長の胸乳は芯がないほどに柔らかい。なのに、まとまりがあって綺麗な円形を保っている。由梨よりも柔らかくてふわふわだ。

　友也が上乳を揉み、店長が自分の手で乳房を押し揉んでいるのに、大きすぎる胸乳はペニスに振動を伝えず、興奮はふくらむようでふくらまない。お風呂に入っているように心地良くて、周囲をぼんやり見渡した。

　スポーツクラブのマシントレーニングルーム。ストレッチマットの上。目の前には大鏡。友也の背後には、無機質なトレーニングマシンが等間隔に並んでいる。

　ブラインドを下ろした窓枠で、何かがちかっと光った。

「ん？」

　カメラのレンズのように見えた。

　冷水を浴びせられた気分で、興奮が一気に冷めた。

　ペニスをズボンに収め、店長をふりほどいて窓際に走り寄る。

「友也くんっ」

　カメラだった。録画モードになっていて、赤い○とＲＥＣの文字が液晶画面の上のところに表示されている。スイッチを切って再生すると、後ろ姿の店長と、友也が正面を向いている動画が流れた。

　わざわざストレッチコーナーにまで誘導して、録画できるように持っていったのだ。

　かぁっと身体が熱くなる。怒りの感情がＭＡＸになった。

　震える手で動画を消去する。

「俺を脅そうとしたのか」

　店長は一瞬うろたえた表情を浮かべたが、にやっと笑った。

「違うわ。あとで再生して、楽しむためよ。私は若い男とのセックスが好きなのよ」

「そうか。わかった」

　友也はカメラを構え、店長を撮った。

　室内モードでフラッシュが焚たかれ、閃光に怯えたように、店長が腕で顔を隠した。

「きゃっ」

「あとで再生して楽しみたいんだろ？」

　シャッターを押しまくる。

「やめなさい！」

　カメラを取り上げようとする店長ともみ合いになった。

　手の甲を爪でがりっと引っかかれた。

「痛いてぇっ」

　彼女の手をなんとかしないと危険だ。

　ズボンのポケットからハンカチを出したとき、店長がストレッチマットの上に転んだ。

「きゃあっ」

「え？」

　気がつくと、友也が店長を押さえ込んでいた。

　信じられない。この人は友也の倍ほどの年齢で、あんなに重いベンチプレスでトレーニングしているのに。

　体重と身長差が味方した。もみ合うと、単純な力勝負になってしまう。そして力は、体重があるほうが強いのだ。

　驚きながらも、店長の手首を頭上で押さえつける。いけない興奮にクラクラしながら、ハンカチで彼女の手首を×の字に重ねて縛った。

「なんてことするのよっ！　外しなさいっ」

　──俺ってすごいんじゃないのか？

　征服感と達成感で頭の芯がぼうっとなる。

　だが。

　店長の表情を見て、興奮がひゅるひゅると凪いでいった。

　店長は眉根を寄せて睨んでいるが、その瞳の奥に、怯えがあったのだ。

　まるで店長をレイプしようとしているかのような自分の姿に、ひどく罪悪感を覚えてしまう。

　友也は、カメラの画像を消去した。

　そして、手首のハンカチをほどいた。

　店長の手を取って助けおこす。

「すみません。お互い、なかったことにしましょう。プロテイン頂いたら帰ります」

　おじぎをして謝罪する。

　店長はぽかんとしている。

「そうよね。あなたエリートなのよね。その若さで厚労省の役人だもの。紳士なんだわ……」

「いや俺は、普通の大学生ですったら」

　店長が抱きついてきた。

「抱いて！」

「えええ？」

「遺伝子をちょうだい。私、四十歳なの。ぎりぎりの年齢なの。子供が欲しいの。友也くんみたいに優秀な子供が欲しいのよ」

　いきなりの「抱いて」発言には驚いたが、店長はビジネス以外の部分でも計算高いのだ。誤解をとくのは無理らしい。

「いやいや、俺は普通ですったら」

「何を言っているの！　友也くんは最高の男性よっ」

　身体の奥にズンときた。

　それはせつないほどに甘く、痺れるほどに強烈に、友也の身体に染みていく。何もかも普通で平凡な自分が、こんなにも求められている。

　照明の光度が増した気がした。友也の未来は明るく輝いている。そんな気がした。うれしくてくすぐったくって心地良い。

　現金なもので、股間に力が漲った。

「俺は好きな人がいます。なので、これっきりです。俺は大学生で、責任は取れません。それでもよければ……」

「いいわよ。私の身体でセックスの予行練習すればいいじゃないの？　私を恋人だと思えばいいのよ」

「いいえ、佳織さんは佳織さんです。誰かの代わりではありません」

「まぁ、ふふっ。かわいいこと。パイズリの続きしましょう！　そこ座って」

　店長は甘く笑った。

　敏腕経営者ではない、かわいらしい笑み。

　言われるままにベンチに座ると、店長の手が股間に伸びてきた。

「佳織さん」




　佳織は半勃起状態の男根を胸乳に挟みながら、ほころぶ顔を押さえることができなかった。

　──名前で呼ばれるのって、新鮮ね。

　社長でもなく、店長でもなく、堂本コーチでもなく、佳織さんと呼ばれる。それがうれしい。

　胸がきゅんきゅんするのは、パイズリのせいだろうか。

　自分の手で乳房を揉むと、彼の肉茎の硬さと大きさがダイレクトに感じられて、思わず息が弾んでしまう。

「んんっ……はっ、はぁっ……。ど、どうかしら？　気持ちいい？」

「気持ちいいです。最高だ」

　友也は、お風呂に入ってため息をついたような声をあげた。

　それがかわいくて、いろいろやってあげたくなってしまう。

「ふふ、よくわかってるじゃない。私は最高よ……んっ……んんっ」

　体育大学を卒業後、Ｊ２のサッカーチームに就職し、チアリーダーとして働き、サッカー選手と結婚した。

　エアロビインストラクターをしながら結婚生活を送っていたが、三年で離婚した。

　夫の有責による離婚だったので慰謝料をたっぷり貰った。

　その後もスポーツクラブで働き、ノウハウを十分に学んでからエブリデイスポーツクラブを開店した。セックスは十二年ぶりだ。

　若い男が、それもエリートが、佳織の魅力で勃起するのは心地良い。

　──なんてかわいいのかしら。なんでもやってあげたくなってしまうわ。

　まあるい稜線を引く乳房の真ん中から、ピンク色の亀頭がぴょこんと飛び出し、モミモミする動きに合わせて左右に揺れている。

「あっ……あぁっ……んっ……」

　彼の熱さと逞たくましさを胸の谷間で感じながら、自分の手で乳房を揉むのは心地良くて、ついつい声が漏れてしまう。

　尿道口から、先走り液がとろとろと零れていた。

　若い男のエキスを舐めれば、若返りそうな気がした。ごくっと喉が鳴る。




　友也はぼうっとして、人肌の温かさと柔らかさを感じていた。おだやかで心地良くて、まるでゼリーのお風呂に入っているようだ。

　亜希子のパイズリとはぜんぜん違い、ぷるぷると肉茎にまとわりつく感じが心地良い。

　佳織がちらっと友也を見上げ、にこっと笑った。

　子供っぽいほどにかわいらしい表情だ。

「気持ちいい？」

「うん」

「もっと気持ちよくしてあげる」

　彼女は、顎をぐいっと引くと、舌を大きく出して、亀頭をれろっと舐めた。

「んちゅっ、れろっ、れろれろっ」

　舌先のツブツブが、尿道口を掃くように前後に動く。

　感覚の鋭い亀頭を重点的に舐められて、射精欲求が急速にふくらんだ。

「だめだっ、佳織さんっ！　そ、そんなに、されると……っ」

　佳織は上目遣いで、いいのよ、というふうに笑うと、パイズリをやめて肉茎の根元に指を絡め、亀頭をぱくっとくわえた。先端をちゅーちゅーっと吸っていく。

「ちゅっ、ちゅっちゅっ、れろっ、ちゅちゅちゅーっ」

　ペニスが引っ張り込まれる。強烈な吸引感に、腰が弾んだ。

「うっ、うううっ」

　陰いん嚢のうの奥で、熱い溶岩がぐらぐらと煮えたぎる。

「だ、だめだっ、出そうだっ」

　だが、射精しない。

　佳織が肉茎の根元に絡めた指に、力を入れているせいだ。

　輸精管が押さえられて、射だしたいのに射だせない。

「ううっ」

　腰が弾んだ。

　歯が当たってチリッと熱くなった。やっぱりこの人、ちょっと怖い。

「佳織さん、いじわる、し、しないで……っ」




　──え？

　佳織は驚いて友也を見上げた。

　いじわるをしているつもりはない。夫にさえあまりしなかったフェラを、一生懸命にしているだけだ。

「ゆ、指、きつい、だ、射だせない……っ」

「指？　あ、ああ、ごめんなさいっ」

　根元に巻き付けていた指をぱっと離した瞬間、精液がドバッと噴き出た。

　ドブッ！　ドクドクッ！

「きゃっ！」

　鼻先に当たって弾ける精液の勢いに見とれてしまう。

　──ああ、さすが、若いなぁ……。

　亀頭をくわえ、ちゅうちゅうと吸い上げていく。身体が細胞のレベルから若返りそうでうれしい。

「うっ、ううっ、くっ」

　うなり声につられて見上げたら、友也が顔を真っ赤にして恥ずかしそうにしていた。

　──かわいいわねぇ……。

　厚労省のエリートのくせに、中身は若い男の子なのだ。

　射精の勢いが弱くなってきたので、亀頭を舌先でれろっと舐めあげると、勢いがまた強くなりビュッと精液が吹き出した。

　ごくっと喉を鳴らして嚥えん下げする。

「ああ、おいしい……」

　鼻先の精液をタオルで拭き取る。友也はぼうっとしている。

「子種をちょうだい。孕はらみたいのよ。君は寝ているだけでいいから」

　友也の胸をぎゅうぎゅう押して、ストレッチマットに仰向けにさせる。男根は射精したばかりだというのに、やや右に曲がりながらも、天を衝つくように反り返っている。

　そして、レオタードのクロッチを指で片方に寄せて秘部を出し、彼を膝でまたいで、腰を下ろしていく。




「ううっ」

　友也は、佳織に目を奪われていた。

　レオタードを着ているにもかかわらず、襟から乳房を、クロッチから秘部を丸出しにして、友也にまたがってくる。

　下乳と太腿、それにＭの字に開いた下肢のあわいで秘部が見える。股布を指で片寄せているものだから、秘唇はひしゃげてぷっくりしていて淫いん靡びだった。蜜で汚れ、てらてらと光っている。

　スポーツクラブでのきりりとした様子を見慣れているだけに、落差の大きさにクラクラくる。

　亀頭に、ふにふにネトネトの秘唇が当たったが、すぐに離れた。

「ああ、やっぱ、着たままだと入れにくいわねぇ」

　佳織は、膝で立つと、人差し指でスリットをさらに片寄せた。クリトリスまでばっちり見えるようになる。伸縮性のあるレオタードは、指で引っ張るだけでぬるっと秘部が出てしまう。

　佳織の腰がそろそろと下りてきた。

　右手の人差し指でレオタードのクロッチを片寄せ、もう片方の手で肉茎をつかんで位置を固定させている。

　さっき射精したばかりなのに、興奮が極まった。

　スポーツクラブのマシントレーニングルーム。ストレッチコーナーのマットの上、目の前には鏡、周囲にはごつい筋トレマシン。

　そしてこの人は、このスポーツクラブの店長で、オーナー社長なのだ。

　亀頭が秘唇に触れた。

　クプッ。

　ペニスが沈むときに特有の、膣が鳴る音を先触れに、熱くてぬるぬる、ぷちぷちつぶつぶの粘膜に覆われていく。

「くっ、くぅっ……ああっ、大きいわねぇっ」

　──よく言われます。

　と言いそうになってあわてて口をつぐむ。

　秘部の感触は、由梨とも亜希子とも違っていた。とろとろと柔らかく、ぷちぷち感は少ないのに、彼女がすっかり腰を下ろした瞬間、膣がきゅううーっと締まったのだ。




　佳織は、ぶるるっと震えた。

　長い黒髪がばさりと揺れ、頰に当たった。チアリーダー時代から、髪はロングと決めている。

「あっ、あぁっ、奥が、あぁあっ、奥がぁっ」

　騎乗位は自分の体重がかかるぶん、結合が深くなり、子宮に亀頭がめり込みそうだ。子宮がきゅんきゅん甘痛く疼いた。

　腰を上げて、肉茎の中程までを呑んだ状態で、はぁっとため息をつく。

　だが、結合が浅くなると、頼りなくなってしまった。

　腰を下げ、ずずっとペニスを膣奥深く収める。

「あぁっ、あっ、あっ……ああっ、大きいっ、はぁっ、あああっ」

　佳織は、自分で腰を上げ下げして、若いペニスを楽しんだ。

　押し込むときは、子宮にめり込んで喉から先端が出そうになるし、腰を上げるときはお腹の中のものを引っ張り出されそうになる。

「あぁっ、いいわぁっ。子宮がキュンキュンしてる。……いい気持ち……」

　子宮口に、亀頭が当たる感触がたまらなかった。

　子宮が甘痛く疼く。腰をローリングしながら、よりいっそう感じるところを探して小刻みに腰を揺らすと、子宮の疼きが激しくなった。

　子宮が精液を欲しがって脈動している。

　乳房の内側までも、きゅんきゅんしてたまらない。

　ぐっちゅ、ねっちゅ、じゅくっ。

　腰を上げ下げするたびに、結合部が音を立てる。

　佳織は、自分の手で乳房を揉みしだき、十二年ぶりに味わったペニスの感触を堪たん能のうした。

「うっ」

　友也がうめいた。

　苦しげに眉根を寄せた表情がかわいい。




　友也は、佳織に見とれていた。

　騎乗位で腰を前後に動かしながら、自分の手で乳房を揉む彼女は、ひどくエロティックだった。

「んっ、んんっ……ああっ、あっ……はぁはぁっ、ああっ、いいっ、大きいっ」

　エアロビクスインストラクターは、ショートヘアかポニーテールにする場合が多い。佳織は例外的に、ウェーブのかかったロングヘアを背中に梳すき流している。

　レッスンのとき、長い髪を振りながらリードする様子がカッコイイのだが、ウェーブのかかった黒髪が汗ばんだうなじにまとわりつき、ぞくっとくるほどセクシーだ。

「ううっ」

　ぬるぬるとろとろの膣ヒダが、やわやわとまとわりついてくるかと思えば、亀頭が子宮口の硬いところに当たった瞬間、きゅううーっと締まる。その落差が心地良い。

　パックリ割れた秘唇に、自分の男根が出入りしている様子が見える。

「あぁっ、いいっ、感じるっ、感じちゃうっ」

　このまま何もしなくても、絞り取ってくれそうだった。風俗に行ったことはないが、こんな感じなのだろうか。心地良くてうっとりする。

　壁一面の大鏡に、騎乗位で腰を揺する彼女が映っている。下から見上げる彼女は快感に溺れているように見えたのに、鏡に映る顔は勝ち誇っているように思えた。瞳が強い光を帯びて輝いていた。

　それを見たとたん、この人を押さえつけ、自分主導で感じさせてやりたいという欲望が生じた。

「佳織さん」

「なぁに？」

「手を繫ぎたいんだ」

　彼女に向かって手を伸ばすと、手を握ってくれた。

　佳織の両手をぐいっと引き、彼女をきゅっと抱きしめる。

「俺が上になりたい」

　巻き込むようにして横に転がった。膣がぎゅるるっと締まったが、腰にぐっと力を入れてこらえた。

　佳織が下、友也が上の正常位になった。




「きゃあっ」

　佳織は悲鳴をあげた。

　つながったままでぐるんと身体を回転させられ、亀頭で膀胱やお尻のほうや横を押されて、息が止まりそうになった。

「ごめん。佳織さん。大丈夫？」

「ええ、大丈夫よ。君のオチ×チン、大きいから、角度が変わって苦しく感じただけよ」

　友也はほっとしたような表情を浮かべたあと、小刻みに腰を動かした。

　彼の下腹部と腰が鳴る音がパンパンッと響く。

　友也は得意げな表情を浮かべている。

　──かわいいわねぇ……。

「んっ……んんっ……はぁはぁ……あぁっ……」

　彼が動きを速くした。

　余裕は亀頭が子宮口を突いた瞬間に霧散した。身体全体が揺すり上げられ、目の裏でちかっと何かが光った。

「あぁっ、んっ、んんっ……はっ、はぁっ」

　子宮がきゅんきゅん疼いて痛いほどだ。

　騎乗位は自分で深度を調節することができたが、正常位のほうがもっと深いところまで亀頭が到達する。喉から先端が出そうだった。

　子宮頸管粘液がドブッと出た。

「うっ、なんか、ドロッて」

　子宮が精液を欲しがってる。

　もっと奥で、彼のペニスを感じたい。

　そう思うあまり、彼の腰に両足を巻き付け、腰をぐっと上げる。

　友也が太腿を肩の上に乗せると、上からペニスを押し込んできた。

「あっ、あぁあっ、奥がぁっ、子宮が感じるのぉっ!!」

　腰を高く上げ、秘部を起点に身体を折り曲げた屈曲位だ。顔の横に、下肢のつま先が付いている。

　無理な姿勢だったが、その苦しさが心地良い。子宮を亀頭が強く押し、子宮がきゅんきゅん疼いている。




「うっ、うっ、うぅっ」

　友也は上から押し込むようにして男根を前後させた。

　屈曲位は、首だの背中だのが曲がるため苦しい姿勢ではないかと思うのだが、スポーツ美女だけあって身体が柔らかい。

　レオタードの襟からさらけ出している雪白の乳房の頂点で、小さな乳首が尖っている。

「あぁああっ、子宮が疼いてるぅっ。友也くんの精液をちょうだいっ!!」

　膣ヒダがキュルルーッと締まった。

　ドブッと子宮頸管粘液が噴き出た。

「うっ」

　亀頭に熱い粘液を浴びかけられ、友也は声をつまらせた。まるで女の射精のようだった。

　ネトネトの熱い潤じゅん滑かつ剤ざいに助けられ、律動の勢いがさらに強くなった。

「イきそうっ、あぁあっ、イきそうよぉ」

「俺も、です」

　友也も、もう、爆発寸前だ。

　ゴリッ。

　亀頭が子宮口の硬いところを押し上げた。

「飛びそうっ、イクッ！」

　また子宮頸管粘液が出た。

　三度目の噴出に興奮が極まったが、射だしてしまうのが惜しい。

　スポーツクラブのマシントレーニングルームで、店長とセックスするなんて二度とない。

　最後にもう一回だけ律動しようとして、大きく腰を引いたとき、ドブッと精液が噴き出た。

「うーっ」

　彼女の腰の脇を持ち、勢いをつけて亀頭を押し込む。

　子宮口に押しつけるようにして精液を放つ。

　溜まったものを思い切り吐き出すときの特有の爽快感と、何も怖いものはないというような万能感に身をゆだねる。

　ドクッ！

　ドロドロ！　ドブッ。

　ドビュッ!!

「あぁああぁっ、染みるっ、精液が子宮に染みるのぉっ！」

　キュルルーッ！　キュッ、キュルキュルーッ!!

　膣ヒダがよじれるように締まった。

　射精途中の男根から精液を吸い出して、子宮に収めようとするかのような強烈さだ。

　彼女の身体が、ガクンガクンと痙けい攣れんをはじめた。

「うわっ」

　友也は彼女の太腿をしっかりと持ち、押さえつけるようにして射精を続けた。

　佳織の身体から痙攣が治まった。友也のほうも、噴出の勢いが弱まっていく。

　すっかり射精してからペニスを抜き、そっと彼女の身体を下ろす。

　レオタードの襟と股間から、乳房と秘部を丸出しにして、横向きに横たわっている彼女からは、放ほう恣しな色気が感じられた。

　彼女に背を向けて身だしなみを整える。

「ふぅっ」

　余韻に耽ってぼうっとしていた彼女が起き上がり、襟と股間を隠した。

　もう、きりりとした堂本店長に戻っている。

「ああ。もう、お腹がたぷたぷ。子宮で精子が泳いでいるわ」

　生々しい言い方に、顔がかっと赤くなる。

「ごめん。もう、二度としないから」

「私も二度としないわ。安心してね。好きな子がいるんでしょう？」

「うん。でも、片思いなんだ」

「応援するわ！　がんばりなさい」

　ぱんっと背中を叩かれて前のめりによろける。

「うわっ」

「あら、きつすぎた？　昔の夫は、勢いがつくからうれしいって言っていたのだけど」

「前の夫って？」

　佳織は有名サッカー選手の名前を挙げた。

「すごい」

「私はヤマトピープルワッツのチアリーダーチームの一員だったのよ。十五年ほど前のことだけどね。若いときの私は、誰よりも綺麗でモテモテだったのよ」

「佳織さんは今も綺麗だよ。元気いっぱいだし、ＺＵＭＢＡのリード、すげぇ上手いもんな」

「フレーッ、フレーッ、友也っ！」

　佳織は、その場で足を上げて、チアダンスを踊りだした。

　シューズを履いてない裸足のつま先が、頭上高く上がる。クロッチに精液のシミがついているところが生々しかった。

　若い彼女が二重写しになった。

　昔の彼女も今の彼女も魅力的だ。

「ありがとう。その、握手してもらってもいいですか？」

「握手なの？　はいどうぞ」

　差し出された小さな手を握る。

「君に言われたこと、さっそく実行するね。スポーツクラブ、辞めないでね。これっきりだからね」

「うん。これっきり。スポクラはがんばって続けるよ」








第四章　縛られアスリート美女









　友也は、スポーツクラブの休憩コーナーで、プロテインを溶かしたミネラルウォーターを飲んでいた。

　──おいしいけど、甘いな。

　リッチショコラ味だから当然なのだが、チョコレートの濃厚な味がする。アイスココアを飲んでいる気分だった。

　友也は、甘すぎるものは苦手なのだが、この味がかっこよくなるための魔法の薬のように思えて、がんばって飲み干した。

　口に残る甘さを消したくて、給水器で水を飲もうとして腰をあげたとき、ゴミ箱をのぞき込んでいる女性の存在に気がついた。

　ウェーブのかかった栗色の髪。セレブ妻のようにも見える彼女は、藤田由梨ではないのか。

「由梨さん？」

　彼女は、慌てたように、ゴミ箱に突っ込んでいた手を引き抜いた。

「えっ。あらっ！　友也くん？　見違えたわ。ずいぶん締まった身体つきになったわね。かっこよくなっちゃって。体重減ったんじゃないの？」

「体重は二キロ減っただけですが、筋肉量が増えてるらしいです。コーチが体脂肪率分析をしてくれたんです」

「ここに通いはじめたのは二週間前だっけ？　すごいじゃないの。ところで片思いの彼女は？　何か進展があった？」

「それがぜんぜん。挨拶する程度のつきあいが続いています。嫌われてないとは思うんですが。……由梨さん、久しぶりですね。昼間来られてなかったようですが、お元気でいらっしゃいましたか？」

「元気よー。夜とか朝に来ていたの」

「デイタイム会員だと思っていました」

　平日昼間だけ利用できるコースを、デイタイム会員という。利用制限があるぶん、月会費が安い。コースはカードの色で見分けることができる。由梨の会員カードは緑色で、デイタイム会員のはずだった。

「ちょっといろいろあってね。レギュラー会員に変更したの」

「へえ」

「ここのスポーツクラブ、コース変更のときに手数料として千八十円取られるのね。でも、退会はしやすいのね。『カウンターに来て書類にサインするのが原則だが、やむを得ないときは郵送で対応する』ってネットにあったわ」

　──堂本店長、さっそく規約を変えたんだな。でも、ネットの規約をこっそり変えるあたり、ほんとうは退会防止策を続けたいんだろうな。

　オーナー社長である堂本店長は、採算率に厳しい。コース変更のさいに手数料を取るあたり、いかにもという感じがした。

「じゃあね。私、今からなの。堂本コーチのＺＵＭＢＡレッスン受けるの。楽しみだわ」

「お疲れ様です。俺はチェックアウトです」

　由梨は、手を振ると、更衣室に向かった。

　友也は冷水器で水を飲んでから、汗にまみれたトレーニングウェアが入った大きな荷物を揺すり上げ、カウンターへと向かった。







　──やっぱり無理か。

　友也は電車に揺られながら、スマートフォンの液晶画面に指を滑らせていた。トクリョウ、認可、厚労省等のキーワードで検索するのだが、何度試しても結果は同じだ。

　休館日に呼び出され堂本店長とセックスしてから、思いついたときにスマホで検索するのだが、ヒットしない。トクリョウとは何なのだろう？　店長はなぜトクリョウを受けたがっていたのだろう。ネット検索しても出てこないなんておかしい。

　──堂本店長、態度ぜんぜん変わらないしな。

　面はゆいというか、気まずい思いをしているのは友也だけで、堂本店長はいつもと同じだ。店長と会員以上でも以下でもない態度で接している。

　とん、と肩を叩かれた。

　ストレートロングの長い髪。スタイルの良い女性がにこにこしながら立っている。モデルか女優のように垢抜けた彼女は、ＯＬでも主婦でもない独特の雰囲気を纏まとっていた。

「瀬尾コーチ」

　亜希子は喉を指差し、スマホを取り出した。すぐにメールが来た。




【こんにちは。ポリープの手術したから、しゃべれないの】




「あ、そっか。それで具合は？」




【簡単な手術なの。とうに退院したよ。今日は手術後検診だったんだけど、完治してるって。あと二日経てば話せるそうよ。不便だわ】




「そうだ。俺、亜希子さんに教えてほしいことがあったんだ。トクリョウってわかる？　俺、堂本コーチに、厚労省の覆面調査員に間違えられた」




【運動型健康増進施設で検索してみて】




「あった！」

　厚生労働省が決めた基準をクリアする施設を、運動型健康増進施設とする。その中でも、より厳しい条件を満たした施設が指定運動療法施設になる。

「特別がついてないけど、これかな？」




【それの特別版。スポーツクラブには補助金が出て、利用者は利用料金を医療費控除の対象にできるの。この補助金が大きくて、店長は認可を取りたくて必死になってる】




「それがトクリョウなんだ……」

　厚労省の側も、補助金を出すからには、調査員を派遣してスポーツクラブを厳しくチェックする。この前は、その覆面調査員と間違えられたのだろう。




【店長と何かあったの？】




　亜希子は眉根を寄せて友也を見つめている。堂本店長に誘われてセックスしたことを見透かされたようで、顔がかっと熱くなった。

「何もないよっ！」




【アヤシイなぁ】




「ほんとうに何もないってば」




【顔真っ赤だよ】




　思わず頰を触ってしまった。

　亜希子がじっと友也を見た。寄せた眉に怒りと疑いの色がある。

　なまじ顔立ちが整っているから、そういう表情を浮かべると迫力がある。

　友也はうろたえながら答えた。

「堂本コーチからプロテイン貰った。クレーマーをなだめてくれたお礼に、売り物にならないやつをあげるって。でも、それだけだ」

　友也は、堂本店長から来たメールを表示し、亜希子に見せた。

　亜希子はぷくっと頰をふくらませた。大人っぽい女性なのに、妙にかわいく見えてしまう。




【怒ってる？】




　メールで聞く。

　亜希子がこくんと頷く。




【大学に好きな子、いるんでしょ？　好きな子とならわかるけど店長なんて】




　夏樹詩織は、大学で挨拶する程度のつきあいだ。一緒に学食でラーメンを食べたり、休んでいたときの講義のノートを借りたり、貸したりする。

　嫌われてはいない。だが、大学の友達以上でも以下でもない。あと一歩を踏み出すことができず、距離を縮めることができない。

　プシュッと音がして自動ドアが開いた。いつの間にか、駅についていた。

　ホームに下りると、亜希子が手を握ってきた。温かい小さな手だ。ぐいぐいと手を引かれる。友也は引っ張られるままに歩いた。亜希子は改札に向かってずんずんと歩いて行く。

「亜希子さん？　え？　ちょ、ちょっと」

　黙りなさい、とばかりに、手をぎゅっと握りしめられた。

「痛っ……」

　さすが体育大学卒業のマシントレーナーだけある。彼女が本気で握るとかなり痛い。

　友也は黙って歩くしかなかった。







　夏樹詩織は、ホームに立ち尽くしていた。

　友也が、大人っぽい綺麗な女性と手を繫いで歩いていく。

　後ろ姿が小さくなっていく。

　──あの綺麗な人は誰？

　均整の取れた体つきと、しゃんと伸びた背中、それにさらさらの黒髪が美しい。

　たまたま電車で友也を見かけ、うれしくなって声を掛けようとしたとき、連れがいることに気がついた。

　二人は電車の中で親しげに会話をしていた。二人の関係を知りたくて、耳をそばだてる。

　彼女のほうは、スマホでメールを送っているようで、何を話しているかまではわからなかったが、コーチとかプロテインとかスポーツクラブとか聞こえてきた。

　──友也くんのスポーツクラブ仲間なの？

　動揺のあまり、二人を追って途中下車してしまった。

　姿勢の良さや、筋肉の浮いたふくらはぎや、砂時計のようにくびれたお腹は、スポーツウーマン特有のものだ。悔しくなるほどスタイルがいい。

　二人は手を繫いだまま、改札を出ていった。

　どこに行くのだろう。

　立ち尽くすだけではだめだ。行動しないと。

　──友也くんの通ってるスポーツクラブって、エブリデイスポーツクラブだったよね。

　スマホを取り出し、ホームページを検索する。

　ご利用のお知らせをざっと読む。月会費もそれほど高くない。

　ＷＥＢ入会のボタンを指で押す。

　これで大好きな友也に近づける。










　──信じられない。店長となんて！　あんな守銭奴のヒステリーおばさんより、私のほうが若くて綺麗なのにっ！

　亜希子は、むすっとしながら、友也の手を引いて歩いた。

　友也と関係を持つのはあれっきりのつもりだった。

　まして今は、ポリープの手術後で、完治しているとはいえ声を出せないときだ。

　だけど店長を抱いたなんて許せない。

　店長のＺＵＭＢＡは、悔しいが上手い。リードが巧みで、参加者を楽しい気分にさせる。

　ステップのキレも、音感も抜群だ。長い黒髪を揺らしながらＺＵＭＢＡをする彼女は、四十代になってなお美しくスタイルがいい。

　だが、若さと性格の良さでは亜希子のほうが上だ。

　亜希子は自分のアパートに入り、内側から鍵を掛けた。

　スカーフをほどいて床に向かって叩きつける。

　カットソーをくるくると脱ぎ捨てる。

　たちまち上半身はブラジャーだけ、下はスカートだけの下着姿になった。

　亜希子はソックスを脱ぎ捨てた。

「うわっ、ど、どうしたんだよっ。亜希子さんっ！」

　友也は顔を真っ赤にして慌てている。

　スマホでメールを送る。




【店長より私のほうが綺麗でしょ？】




　亜希子を、友也がきゅっと抱きしめてきた。

「もちろんだよ。亜希子さんは綺麗でスタイル良くて最高だよ。何を怒ってるのかしらないけど、やけになるなよ」

　背中をナデナデされて、良い気分になってくる。

『友也くんとしたい。これで最後にするから』

　声に出さずに囁くと、友也が息を呑んだ。

「亜希子さん、困るよ。魅力的すぎるんだよ」

　なんてかわいいんだろう。友也は素敵な青年だ。顔は普通だが、感じのいい子で、優しいし、頭も切れる。

『私が若かったら、友也くんの彼女に立候補するところよ。早く彼女さんとラブラブになりなさいよ』

「なりたいけど、うまくいかない。なんていうか、勇気がない」

『君に私が勇気をあげるわよ。私を縛りなさい』

　──縛る？　私は何てことを言っているの!?

　自分で言っておきながらびっくりした。

　──でも、これっていい方法かもしれないわ。声を出せないんだもん。猿ぐつわをしてもらうしかないもの。

　友也が相手なら怖くない。

　それに、あの偉そうな店長には絶対できないことだ。




「亜希子さん、何を言ってるんだよ？」

　友也は慌てた。女の人を縛ってセックス？　そんなかわいそうなこと、できるわけがない。

　堂本店長でさえ、一度は縛った手首のヒモをほどいたほどだ。

『私、声出せない。猿ぐつわして』

「ああ、そうか」

　ズボンのポケットからハンカチを取り出して、彼女の口に当て後頭部で結わえる。

「うっ」

　ビジュアルの淫靡さにぐっときた。

　亜希子の綺麗な顔を、ヒモのようによじれたハンカチが横断している。

　たったのそれだけなのに、会員の憧れの的である瀬尾コーチが、友也が何をしてもいい、小さくて弱々しい女の人に思えてきた。

　彼女は自分からベッドに乗ると、仰向けになった。

　好きなようにしてくれていいのよ、と言わんばかりに。

　ブラジャーとスカートだけの半裸で、ベッドに投げ出された生足がセクシーだった。亜希子は裸足でヨガレッスンをすることが多く、なんて綺麗な足だろうと思っていた。この足で挟んでもらったら、きっと気持ちがいいだろう。

「亜希子さん。足コキしてくれないか？」

　彼女は、何それ？　とばかりに小首を傾げた。

「足の裏でチ×ポを挟んで揉むんだ」

　彼女は不思議そうな表情を浮かべながらも、頷いた。

　友也は、彼女の前にあぐらを組んで座り、ジーンズのファスナーを開けてペニスを取り出した。男根はまだだらんとしている。




　亜希子は、言われるままに上半身を起こすと、下肢を菱形にして、彼のペニスを両足の裏で挟んだ。

　彼の太腿の厚さ分、下肢を上げなくてはならないため、両手をお尻の脇についてバランスを取る。

　土踏まずのへこみに肉茎を入れ、両足に力を入れてきゅっと押す。

「うっ」

　友也がうめいた。

　こんなこと何が気持ちいいのかと不思議だが、彼が喜んでいるのならいいだろう。

　きゅっ。むぎゅっ。きゅっ。

　ペニスがむくむくと大きくなってきた。

　──わわっ。硬くなってきたわ。

　彼の興奮がはっきりわかって楽しい。

　足を動かすうち、スカートがめくれて太腿が覗いた。

　手で裾を直したくなったが、後ろに倒れてしまいそうでためらう。

　足コキは、上半身を起こして両手をベッドに置いてバランスを取っているので、手を離すことができない。

　──いやだわ。このポーズ、恥ずかしい。

「う……あ……はぁんっ」

　亜希子は、猿ぐつわの下でうめいた。足裏のペニスから伝わる熱が、亜希子の身体を火照らせる。

　トロッと蜜液が落ちて、ショーツの裏地を濡らす。

　彼からはシミが浮いた股間がはっきり見えているのだろう。

　いっそ全裸になったほうが恥ずかしくないのではないかと思うほどだ。




「うぅっ」

　友也はうめいた。

　足コキの心地良さもさることながら、目の前の彼女のあられもない様子に興奮する。

　下肢を菱形に開いたポーズは、ヨガの基本ポーズ・アーサナーそのもので、スタジオでヨガの指導をする瀬尾コーチを連想する。

　亜希子はひどく汗を搔かいていて、鎖骨のヘコミに汗が溜まっている。上半身は水色のブラジャーだけ。ケミカルレースのカップの内側で、ビンビンに屹立した乳首がカップを押し上げている様子が見える。

　腹筋が浮いたお腹は、おへそのあたりから下をスカートで隠している。

　裾がめくれあがって、あぐら座りになった股間が丸見えだ。

　ショーツは履いているが、二重布の真ん中に楕円のシミが浮かんでいて、スリットの形状が透けて見える。楕円のシミは、亜希子が猿ぐつわの下から甘い吐息をあげるたびに大きくなっていて、脇から溢あふれてしまいそうだった。

　──亜希子さん。足コキで興奮してるんだ……。

　友也は足を動かして、彼女の秘唇を右足の親指で押した。

　ジュッと音がして、クロッチの脇から蜜液が溢れた。

　レアチーズケーキの香りがほのかに漂い、鼻孔を刺激する。

　足の親指に当たる熱くてフニフニの秘部の感触に、興奮がギアに入った。腰の奥で、熱い溶岩がぐらぐらと煮えたぎる。

「ウウッ！」

　猿ぐつわの下からうめき声が漏れて、彼女の身体が緊張し、伸び上がるような仕草をした。

「うわっ！」

　足裏の土踏まずに挟まれていた男根がキュウッと圧迫された。

　ドブッ！

「うわっ、で、出た、うっ」




　亜希子は、自分の足が挟むペニスが、精液を吹き出している様子を見てぼうっとしていた。

　あぐら座りで足コキをしていたから、白濁液は噴水みたいに吹き出している。

　ドブドブッ！

　──すごぉい。こんなに勢いが強いの。

　子宮がキュンと疼いた。

　身体が、精液が子宮に染みる感触を先取りしたのだ。

「うっ、ううっ……うっ」

　彼がうめいている。

　精液が足にかかった瞬間、はっとした。

　──嫌だ。シーツが汚れちゃう。

　ティッシュを数枚引き抜くと、亀頭を覆うように当てて射精を押さえた。

　ほんとうは呑みたいのだが、猿ぐつわで無理だ。

　──友也くん。気持ち良さそう。

　足裏なんて、セクシーでもなんでもない部位でも、男性を射精させることができるなんて思わなかった。

　自分には性的な魅力はないと思っていたから、彼に喜んでもらうことができてうれしい。

「ふう」

　彼がため息をついた。

　射精が終わったようだ。

　亜希子は、ティッシュを何枚も使って、彼のペニスを綺麗に拭いてあげた。射精したばかりだというのに、またムクムクと大きくなる。

　──かわいいなぁ。かわいいなぁ。




「スカーフ借りるよ」

　友也は床に落ちていたスカーフを拾い上げた。すべすべの柔らかい布だ。これなら縛っても痛くないだろう。彼女の両手首を頭上で×の字に重ね、スカーフで拘束する。細い手首だった。きゅっと結ぶと、蝶々結びの羽根の部分がひらひらして、亜希子を愛らしく彩った。そして彼女の肩を押してベッドに仰向けにさせる。

　自由を奪われて仰臥している彼女を見ていると、ひどく興奮した。

　ブラジャーとめくれあがったスカートと、猿ぐつわと、手首縛りのスカーフだけを身につけている亜希子は、全裸よりもセクシーだった。

　腹筋の浮いたお腹が、息づかいにあわせて上下している。

　イジリ回して、彼女をいい気持ちにさせてやりたい。

　そんな欲求がふくらんで、身体の奥がムズムズする。

　友也は化粧台に置かれていたフェイスブラシを手に取った。

　透明袋に入ったままの新品で、百円ショップのシールが貼られている。高校の美術の授業で使った面相筆にそっくりだが、毛先はずっと柔らかい。これなら愛撫にぴったりだろう。

「亜希子さん。これ使ってもいい？」




　亜希子は目を大きく見開きながら頷いた。フェイスブラシなんて、いったいどうするというのだろう。

「取るよ」

　友也が亜希子の背中に両手を回し、ブラジャーのホックを外した。ブラで温められていた乳房が露あらわになった。空気に触れた乳首が、たちまち勃起する。

　友也はブラを胸の上にずらした。

　彼の視線が物理的な刺激となって感じられた。乳房がちくちくむずむずする。恥ずかしいので目を閉じていたら、乳首に熱くて冷たい刺激を感じた。

「ウウッ、グウゥッ」

　猿ぐつわを填められた口から、くぐもったうめき声が出た。彼がフェイスブラシで乳首をくすぐったのだ。

　スススッとブラシで撫でられるとヒリッと来て、熱いのだか冷たいのだかわからない感触に悶えてしまう。

「鳥肌が立ってる」

　友也が驚いたような口調で言った。

　フェイスブラシの筆の先が生み出す刺激はかすかなのに、強烈だった。

　右の乳輪をぐるっとなぞるように動かしたあと、左の乳首を撫でられる。

「ウッ、ウウッ！」

　──どうして？　私、おかしい。こんなの、くすぐったいだけのはずなのに。

　筆が乳首をなぞるとき、冷たいのに熱くなる。

　焼け付きそうなのに、氷を押し当てられているようだ。

「クゥッ！　ウウッ」

　触れるか触れないかという優しい刺激は、強い愛撫よりも亜希子を酔わせた。

　肌がしっとりと汗ばんできた。

　筆を払おうとしても、前手縛りのスカーフが動きを封じる。

　せめてとばかりに肘で乳房を隠そうとしたとき、脇の下をスルッと撫でられた。

　──やめてぇっ。変になるぅっ！

　亜希子はうつ伏せになって、脇の下と乳首をガードした。




　友也は、彼女のうなじをフェイスブラシでくすぐった。脇の下を隠されてしまったからだ。

「ンッ！　ウゥッ！」

　亜希子が興奮していることは、汗でしっとり濡れた白い肌や、ヒクヒク震える背筋でわかる。

　さわやかな汗の匂いに混じって、レアチーズケーキの香りが漂う。発情の匂いだ。秘部はもう、ドロドロに濡れているのだろう。

　耳たぶが真っ赤に染まっている。耳をフェイスブラシでくすぐると、イヤイヤをするように顔を振る。綺麗な黒髪がさらさら揺れて、砂のような音を立てる。

　──瀬尾コーチ、すげぇエロい……。

　脇腹をスッと撫でると、ごろんと寝返りを打たれた。

「ンッ、ウウ、ンッ！」

　お臍の周囲をフェイスブラシでぐるっとなぞると、平らなお腹がへこみ、シックスパックに分かれた筋肉が浮かび上がる。

　友也はひどく興奮していた。

　自分より年齢が上で、おそらく力も強く、運動もできて、会員のあこがれを集める彼女が、猿ぐつわと前手縛りで、友也の前戯になすすべもなく興奮している。

　白い肌がピンクに上気し、汗ばんでツヤツヤしているところが色っぽい。

　綺麗なお姉さんに奉仕してもらえるのは気持ちいいが、自分が女の人を興奮させるのも楽しい。

　うつ伏せになった彼女の背筋をツーッと筆で掃くと、ビクンビクンと震え出した。

　まるで感電したかのようだ。

「ンンンッ！」

　友也は亜希子が絶頂を迎える寸前で、フェイスブラシを動かすのをやめた。

　もうちょっと彼女を焦じらしたい。

　友也はぐったりしている彼女の腰に手を当て、お尻のほうからショーツを引き下ろした。

　ペニスはもう、ギンギンに勃起しているが、挿入するのはもっと彼女をイジリ回して、興奮させてからだ。




「ウウッ」

　亜希子はあわてた。

　ショーツが取られると、秘部がどろどろになっていることがわかってしまう。

　手で払いのけることできないため、足をばたつかせて抵抗するが、いったん絶頂間ま際ぎわまで追い込まれた身体には力が入らない。

　──ああ、やめて。見ないで。恥ずかしい……っ。

「濡れてる」

「ンッ！」

　恥ずかしさのあまり仰向けになったところ、友也が両足首をつかみ、膝を立てさせて、ばっと開いた。

　秘部が丸出しになった。蛙を裏返しにしたような恥ずかしい姿勢だ。

「ウウウゥッ」

　──いやっ、いやああぁっ。

「そのままにしてほしいんだ」

　友也にそう言われると、恥ずかしいのに下肢を閉じることができなくなった。

　──私はいったい、どうしたというの？

　友也が得意そうな表情で亜希子を見下ろしている。胸の奥がキュウと疼いた。

　──友也くんてかわいいなぁ。うれしそうな顔してる。

　それは、運動指導で感じる満足感と同じだ。

　──そうだわ。私はこの子に、勇気をあげたかったんだわ。

　──いいわ。好きなようになさい。

　男にしては細い指が、秘部をめくり返していく。

　刺激に反応して、蜜液がとろりとあふれる。

　クリトリスの包皮が剝かれ、指で押された。

「ウウーッ！」

　そこは痛いから嫌だ。ポリープと猿ぐつわで声が出せないから、首を振ってイヤイヤをする。そのとき、秘部にひんやりした刺激が生じた。

「クッ」

　友也が、フェイスブラシでクリトリスをなぞっていた。




　友也は、左手で亜希子の太腿を押さえながら、右手でフェイスブラシを持ち、陰核を擦こすっていた。

　柔らかい素材のブラシだが、クリトリスには強烈すぎる刺激だったようで、亜希子がぶるぶる震えだした。

「ンッ、ンンーッ、ウウウウウウウー！」

　彼女の腰がぐぐっと上がった。

　前手縛りの仰向けだから、頭と足裏で身体を支えたブリッジの姿勢になる。

　腰がせり上がって、もっといじってとばかりに秘部が突き出される。

　──うわっ。亜希子さん、大丈夫なのか……？

　友也は曲芸的なポーズに狼ろう狽ばいした。

　さすがヨガインストラクターだけあって身体が柔らかい。

「ンンッ、ンッ！」

　もっとこすって、とばかりに、腰をくなくな揺すられて、興奮が募った。

　ピンクパールの輝きを放つクリトリスをフェイスブラシで撫でる。

　蜜液と汗で先端は濡れそぼち、書道筆みたいになったが、むしろそのぬるぬるした刺激が心地良いらしい。

「ンンンッ！」

　亜希子はぶるぶると震えだした。

　クリトリスがさらに勃起し、みっしりとあわさった膣口から蜜液を垂たらす。亜希子が絶頂寸前であることは、友也にもわかる。

　──イかせてやるよ。亜希子さん。

　フェイスブラシの先で、興奮して包皮が剝けてしまったクリトリスを前後左右に掃くと、秘唇が物欲しそうにくぱぁっと開く。亜希子がガクンガクンと震えだした。

「ウウウゥウウゥッ！」

　プシュッと蜜液が噴き出して、ブリッジの状態で浮いていたお尻がパスンと落ちた。

　瀬尾コーチの淫乱な様子に、漏らしてしまいそうになった。

　もう限界だった。

　彼女の柔らかい身体を組み敷いて、この膣穴にペニスを入れたい。精液を彼女の子宮に注ぎたいという欲望がふくらむ。

　フェイスブラシをベッドサイドに置くと、そそくさと服を脱ぎ、彼女に覆い被さった。

　立てた膝を腰で割り、亀頭をスリットに押し当てる。彼女は下付きだから、腰をぐっと上げさせる。




　浅い失神に落ちていた亜希子は、秘唇に感じた熱いものの感触に目を覚ました。彼と目があった。友也が亜希子を見下ろしている。

　──やっと入れてくれるのね。

　ペッティングは気持ちいいが、お腹に溜まらない甘いお菓子を食べているみたいで頼りない。前戯で感じれば感じるほど、ペニスが欲しい気持ちが募ってしまう。

　亜希子は、自ら腰を揺すって位置を合わせた。

　友也は下のほうから亀頭を押し込んできた。

　ヌッチュウウッ！

　偶然にも、堂本店長とマシントレーニングルームでセックスしたときと同じ体位になったが、亜希子はもちろん行為に夢中の友也も気付かない。

「ンンン！」

　亜希子はうめいた。

　太くて大きな男根が、みしみしと音を立てながら進入してくる。

　信じられないほど気持ちいい。

　──セックスって、こんなに気持ちいいものだったのね。

　ペニスは熱くて硬くて、太くて大きい。ずぶずぶと沈みこんでくる。

「ウウッ」

　猿ぐつわのせいで、うなり声がくぐもっている。

　身体の内側を満たされると、満足感でお腹がいっぱいになった。

　やがて亀頭が最奥に行き着いた。子宮を押し上げて侵入が止まった。

　身体の内側がペニスで充填され、息苦しさのあまり、喉が痒くなってきた。

　──ああ、どうしよう。気持ち良くて、夢中になってしまいそう……。

　──早く彼女さんと仲良くなってくれたらいいのに。応援するのに。

　彼はじっとして、動く気配がない。

　ペニスを入れられているというのに、精液に対する渇望がわき起こった。子宮に精液を注がれるときの快感を知ってしまったせいだ。

「ンン！」

　──お願い、早く動いて！

　そんな思いを込めて下腹に力を入れると、友也がうなった。

「くっ。すっげぇ。よじれる！　……亜希子さんのマ×コ、すげぇえっ」

　秘部を褒められるとうれしくなった。

　大学生の頃、恋人と初体験したものの、痛いばかりで楽しくなく、気まずくなって別れてしまった。それ以来、自分は不感症だと思っていたからだ。

　──そうよ。私はすごいの。最高の女性よ！

　下腹に力を入れると、膣の中のペニスが大きさと硬さを増す。自分の膣ヒダが締まることで、肉茎が大きく感じられてしまうらしい。




「うっ」

　友也は亜希子を押さえつけながら、亜希子の膣ヒダのぷちぷちした感触に目を見張っていた。

　由梨とも堂本店長とも違う味わいだ。女の人の身体は、全員が違う。由梨はふわふわで、堂本店長はむちむちだった。亜希子はぴちぴちした感触だ。

　膣ヒダが、きゅるるっとよじれてはフッと緩み、肉茎にやわやわとまとわりついてくるかと思えば、またキューッと締まる。

　もうこのまま何もしなくても、絞り取って貰えそうだった。

「ウウッ！」

　亜希子が催促するかのように腰をカクカクと動かした。下から突き上げるように促うながされ、はっとして腰をスライドさせる。

　下から押し上げるようにしないと、ペニスが引っかかってなめらかに動かない。

　彼女の腰を浮かせ、上から押しつぶすようにして挿入する。

　──この姿勢、店長とした時と同じじゃないか！

　似た体勢を取らせたことで、二人の違いがよりいっそう明確になった。

　亜希子は堂本コーチよりも若いだけあって、脂肪が薄く筋肉が浮いている。

　なにより違っていたことは、前手縛りと猿ぐつわだ。

　友也のハンカチで猿ぐつわされ、美貌を台無しにされている彼女は、陶然とした表情を浮かべていた。

「ンッ……ウゥ……ウッ」

　上から押し込むようにして律動すると、膣ヒダがぬるぬると応えてくる。

　引くときは、ヒダに生えているイクラ状のぷちぷちが抜かせまいとばかりに絡みついてくる。

「亜希子さんのマ×コは最高だっ」

　ツブ立ちの見事さは、由梨にも堂本店長にもなかったもので、亜希子の年若さの証明のようだった。




「ウッ、ウウゥッ、……クッ」

　亜希子はうめいた。膣の真ん中を、亀頭のエラが引っかけながら上下する感触が心地良い。奥を突き上げることはめったになく、真ん中がおもに刺激される。

　彼が亜希子の身体を褒めてくれることもうれしい。

「亜希子さんの身体、すげぇんだよっ。ぷちぷちのぬるぬるだっ」

　──だめよ。そんなこと言っちゃ。普通の女はね。アソコがいいなんて言われると嫌がるの。うれしがるのは、スポクラのコーチぐらいなものね。

　亜希子の仕事は、スタイルの良さ、身体能力、笑顔や華やかさが評価される。会員さんの憧れの存在であることを要求される。

　そんな亜希子にとって、身体を褒められるのは気分がいい。

　だが、普通の女、とくに年若い女は失礼だと怒り出すことだろう。

　──あとでメールで教えてあげたほうがいいかしら。でも、大丈夫。友也くんは頭が切れるもの。恋人さんの喜ぶことを言うわ。

　──ああ、そうか。友也くんは、私を喜ばせるために身体を褒めてくれているんだわ。いい子ねぇ。幸せになって欲しいものだわ。

　余裕があったのはそこまでだった。

　彼がゆっくりゆっくり腰を動かしていたとき、どうした拍子か深く入り、亀頭が子宮口を押した。

　そのとき、身体の芯にブルッと戦慄が走った。

「ウウッ！」

　──何これ？　これ、何なの？

　深くて濃い何かが忍び上がり、子宮がキュンと甘痛く疼いた。

　ドブッ！

　子宮頸管粘液が噴き出した。

「うわ。ドロって液が出た」

　──私の身体に、いったい何が起こっているの？　いやだ。怖い！

　亜希子は、下腹に力を入れて膣からペニスを吐き出すと、背筋を使って横に転がって彼から逃れた。上半身を起こしてベッドから下りようとする。




「ど、どうしたんだ。亜希子さん？」

　友也はおろおろと訊いた。

　感じてくれていると思っていた亜希子が、急に暴れ出して、結合をほどいてベッドから下りたのだ。

　そろそろ射精かなという寸前に逃げられて、友也は慌てるばかりだ。

「どっか痛かったりした？　嫌だったら、やめようか？」

　友也は、嫌がってる女の人をムリヤリに押さえつけて思いを遂とげるような、そんなつもりはまったくない。二人で一緒に楽しみたいだけだ。

　ベッドから下りた亜希子が、こちらを向いた。

「スカーフほどくよ。ごめんね。ひどいことして」

　亜希子の手首の拘束をほどこうとして手を伸ばすと、違う、という風に首を振られた。

「ウウッ」

「続けていいの？」

　亜希子はこくんと頷いた。

「え？　いいのか？」

　よくわからない。どうしたらいいのだろう。

　迷っていたら、亜希子が自分からベッドに乗り、うつ伏せになった。

　入れてちょうだい、とばかりに腰を浮かせる。

　両肘と両膝で身体を支える変則的な四つん這いになった。

　早く入れてとばかりに腰をフリフリしている。

　彼女は下付きだから、後背位で挿入するほうが無理がないのだろう。

　ヨガのポーズに似ている。マールジャーラ・アーサナ、猫の伸びのポーズだ。鏡張りのスタジオでポーズを取る瀬尾コーチを思い出してドキドキした。

　スポーツクラブでの彼女は健康美にあふれていて、淫靡さはまるでなかった。だが、今の彼女は、どうとでもしてくださいとばかりの、セクシーさがあった。

　まして今は、猿ぐつわと手首を縛めるスカーフ、それに胸の上に浮いたブラジャーと、ウエストでまつわるスカートを身につけただけだ。

「じゃあ、そ、その、……続けるよ」

　友也は再びペニスを彼女のスリットに押し当てた。やっぱり後背位のほうが挿入しやすい。




「ンンッ！」

　亜希子はシーツをつかんで耐えた。

　今まで感じたことのない快感に怖くなって逃げたくなってしまったが、友也が相手なら大丈夫だ。

　亜希子が嫌がるならやめる、と彼が言ったときの心配そうなまなざしにグッときた。

　優しくて素敵ないい子だ。

　こんなに素直な青年をフリーにさせておくなんてもったいない。友也が好きな彼女さんと、早く仲良くなってほしい。

　ペニスが膣ヒダに沈み込み、子宮口にめり込むほど深く入り込んでから動きを止めた。

　やはり後背位のほうが安定するし、奥まで入る。

　子宮がキュンキュン疼いている。

「ウゥッ！」

　──動いて。早く。精液をちょうだい。

　猿ぐつわの隙間から、くぐもったうめき声が漏れる。

　友也が律動をはじめた。ズッズッズッと肉茎が出入りしている。子宮口が押されるとき、息が止まりそうな衝撃がやってくる。

　身体が前後に揺さぶられ、亜希子のお尻と友也の下腹部がぶつかってパンパンと鳴る。

　ベッドがギシッと悲鳴をあげ、結合部からねちゃついた音がする。

　身体が前後に揺すられて、子宮口がゴツッと押される。

　まるで嵐だ。

　頭蓋がシェイクされて、目のうらで金色のきらめきが走った。

　ドブッ！

　子宮頸管粘液が出た。まるで女の射精のようにビュルッと出る。子宮がキュンキュン脈動している。

「ううっ。なんかまた汁が出たっ！　お、俺も、出そうだっ」

　出してほしい。いっぱい精液を出して、自信をつけてほしい。

「クウウッ！」

　──私も、もう、イきそうよっ。




　友也は彼女のお尻の脇をしっかりと持ち、腰をぶつけるようにして律動した。

　後背位は背中と後頭部しか見えないが、ペニスを押し込むたびに手首を拘束するスカーフと、猿ぐつわの蝶々結びがフルフル揺れる様子が見えておもしろい。

「ウウウッ」

　膣ヒダがきゅるきゅると締まっている。

　締まりの良さは、由梨よりも堂本店長よりも強い。しかも、つぶつぶが鮮明で、イクラのようだった。

「うっ、ううっ」

　友也はうなり声をあげた。

　あともう少しだけ、あともう少しだけ、と思いながら、ペニスの抜き挿さしを繰り返す。

　背筋のヘコミに沿そって、汗の雫が走っていく様子に見とれていたら、亜希子が背筋をのけぞらしてガクンガクンと震えだした。

「ウウッ！」

　絶頂だ。

　絞り取られそうなほどの勢いで、膣ヒダが収縮した。

　子宮頸管粘液がドブッと出る。

「お、俺も、……で、出るっ！」

　友也は欲望を解放した。

　ドビュッ、ドクドクッ！

　ドロッ！

「うっ、うぅーっ」

　射精の瞬間の心地良さは格別だった。

　身体の奥がかぁっと熱くなり、地の底に落ち込むような、それでいて空中に浮かび上がるような感覚に襲われる。

「うっ、ううっ」

　精子の一匹たりとも逃すまいとばかりに、膣ヒダのぷちぷちが蠕ぜん動どうする。

　まるで何百もの小さな舌が、肉茎を舐め回している気分だった。これは、由梨にも堂本店長にもなかったものだ。

　年若いほどイクラ状のつぶつぶが鮮明なら、もしも詩織と恋人同士になれたら、どれほど気持ち良いことだろう。

　彼女が痙攣を起こしたように震えるたびに、膣ヒダがきゅっきゅっと締まる。

　弱くなった射精の勢いが、またも強くなった。

「ウウウッ」

　亜希子の喉から聞こえる声は、猿ぐつわのせいでくぐもったうなり声になっているが、イクイクと絶頂を訴えているように思えた。

　やがて射精が終わり、友也はゆっくりと男根を引いた。

　彼女の蜜液と子宮頸管粘液に汚れた肉茎を引き出すたびに、膣ヒダが未練がましくまとわりついてきて、粘膜がめくり返える。

　まるでピンク色のドーナツが男根の周囲にくっついているようだ。

　ちゅぼっ。

　栓が抜かれた膣口から、愛液と子宮頸管粘液の混じった液体が漏れる。

　精液は子宮が飲んでしまったのか、秘部から落ちるお汁は透明だ。

　友也が服を着終わっても、亜希子はお尻を突き出したポーズのままでぼうっとしている。

「亜希子さん、大丈夫？」

　心配になって聞くと、亜希子がようやく上半身を起こした。

　猿ぐつわと前手縛りのまま、横座りになってぼうっとしている。

　その様子がしどけなくて、きりっとしたスポーツトレーナーの瀬尾コーチとの落差がすごい。

「ほどくよ」

　亜希子は、ムスッとした表情で部屋着を纏う。

　グレイのスウェットの上下なのに、スタイルのいい亜希子が着ると、まるであつらえたみたいに似合っている。

　亜希子はスマホを取り出すと、メールを送ってきた。




【大丈夫じゃない！】




「ごめん」




【困るわ。好きになってしまいそうよ。友也くん、早く恋人に告白して仲良くなりなさい。もしもフラれたりしたら、私が君を引き受けてあげる】




　同じようなことを由梨にも堂本店長にも言われた。

「彼女の気を引くためには、どうすればいいんだろう？」




【映画にでも誘いなさい!!　チケット二枚あるからって差し出すのよ】




「映画かぁ。女の人が好きな映画って何だろう？」




【そんなの知らない。自分で考えなさい】




「わかった。がんばる」




【そうね。がんばりなさい】




　瀬尾コーチは甘い笑みを浮かべている。

　それは、生徒のがんばりを見守るコーチの表情だった。








第五章　恥じらう処女の蕾









　友也はスポーツクラブのサウナで、頭にタオルを乗せてため息をついていた。

　──夏樹さんを映画に誘うこと、今日もできなかったなー。

　映画のペアチケットは日付指定ではない。また明日誘えばいい。

　そう思いながらも、こんな調子ではずるずると時間が過ぎて、上映が終わってしまいそうだ。

　詩織と逢うと話が弾むし楽しいのだが、『一緒に映画に行きませんか？』の一言がなかなか言えない。

　明日こそ勇気を出して誘わないと。応援してくれる由梨や亜希子、堂本コーチに申し訳ない。

　冷水浴とサウナ室を二往復してからシャワーを浴びて風呂を出て、トランクス一枚でヘルスメーターに乗る。体重はあまり変わらないが、身体ははっきり締まってきた。

　大きな風呂と広いサウナと冷水浴だけでも、月会費分の価値はある。

　身だしなみを整えて男子更衣室を出て廊下を歩いていたとき、堂本コーチと目があった。

　堂本コーチは、笑顔で挨拶してきた。

「お疲れ様です」

「お、お疲れ様です……」

　堂本コーチとセックスしたのが夢のようだった。

　──トクリョウだっけ？　特別運動増進指導なんとかっていうやつ、認可が出たのかな。覆面調査員って本当に来てたんだろうか？

　チェックアウトしようとして、カウンターに向かったときのことだった。

　カウンターの内側に瀬尾コーチがいる。元気な姿を見てほっとする。亜希子が接客している相手を見て息を呑む。

　ワンピースの似合うほっそりした女性だ。

　見慣れた後ろ姿は、夏樹詩織ではないのか。

「え？　あれ？　夏樹さん」

「今川くん！」

　彼女は友也に向かって笑いかけてきた。花がこぼれるような、華やかな笑みだ。

　小花模様のワンピースにまっすぐな黒髪、教科書を入れた大きなトートバッグを肩から提げた、清楚な女子大生。夏樹詩織だった。

「私、入会したの」

「言ってくれたらよかったのに。友達の紹介だと割引があって、入会金が無料になるんだ。……瀬尾コーチ。割引利きますか？」

　カウンターの内側にいる瀬尾コーチが笑みを浮かべた。

「大丈夫ですよ。手続き前ですから。割引利きます！」

　鈴を振るような綺麗な声だった。

　喉は完全に治ったようだ。

「わぁっ。うれしい！　ありがとうございます。……今川くんは帰りなの？」

「うん」

「そうなんだぁ。私、今から、初回講習会なんだ。……えっと……」

　詩織は何か言いたそうな顔をした。

「何？」

「あの、明日、二限目の講義、一緒だよね？　お昼、一緒に食べよう」

「そうだな。学食に行こうか。カフェのほうがいいかな」

「カフェじゃないの。私、お弁当作ってくる!!　入会金無料のお礼よ」

「マジでか。すっげぇうれしいっ。じゃあ！　また明日」

「うん。明日ねっ」

　瀬尾コーチがほほえましそうに友也を見た。やったじゃない、とでも言いたそうな表情だ。

　友也はチェックアウトしてからクラブを出た。







　友也は、大学の中庭のベンチで詩織の作った弁当を食べながら、感動に浸っていた。

　卵焼きにウインナー炒め、ニンジンのバターソテー、ポテトサラダ、鶏の唐揚げ。ご飯には塩昆布とふりかけがかかっている。

　まるで宝石箱のように彩りが美しく、丁寧に作られた優しい味だ。

「どうかな？　その……、おいしいかな？　唐揚げは冷凍をチンしただけだけど……」

　詩織が、不安そうに聞いた。

「おいしいよ！」

　キャンパスのアイドルの手作り弁当を食べているという感動がスパイスになって、おいしさをさらに増している。

「よかった……」

「唐揚げが最高に美味うまい！」

「もうっ、今川くんったらっ」

　詩織が笑いながら、叩くフリをした。

　そのとき、スマホが振動した。

　友也は画面を見て、頭を抱えたい思いになる。

　瀬尾コーチからメールが来ていた。




【夏樹さん、かわいい子だね。がんばれ。今頃、手作り弁当を食べてるのかな？　いつでもやれるように、部屋は綺麗にしておきなさいよ】




　──やれるようにってなんだよ……。やれるようにって……。オッサンかよ。

　返信せずにいると、さらにメールが来た。




【有給は減ったけど罰金なかった。システムを変えたんだって。友也くんのおかげかもね。ありがとう。彼女さんから「今川くんと仲がいいんですか？」って聞かれた。「さわやかな青年ですね」って答えておいたよ～】




　堂本店長が、友也の進言を受け入れて、罰金制度をやめてくれたのはよかったが、わざと昼にメールしてくるあたり、おもしろがっている。

　──夏樹さんにばれなきゃいいんだけど……。

　本命は詩織だ。瀬尾コーチや堂本店長、藤田由梨は、対抗馬というよりは、セックスのトレーナーだ。

「どうしたの？」

「何でもないよ」

　──映画にでも誘いなさい。チケット二枚あるからって差し出すのよ。

　前に瀬尾コーチに言われたことを思い出す。

「そうだ。これ。二枚あるんだ。一緒にどうかなって思って」

　友也はリュックの内ポケットから映画のチケットを取り出した。いろいろ考えて、女性が好みそうなディズニー映画にした。

「わっ。うれしい！　これ観たかったのよね」

「日曜どうかな？」

「うん。行くよ。すごくうれしい。十時に駅前のからくり時計の前でいい？　携帯ナンバー、教えてくれる？　登録しとく」

「俺の携帯は〇七〇の……。夏樹さんの携帯も聞いていいかな？」

「待って。今、電話するから」

　すぐに友也のスマホが振動する。これで番号はわかったが、友也はあえてその着信に出た。

「はい。もしもし。どなたでしょうか？」

　友也がおどけて、芝居がかった口調で答えると、詩織はおかしそうに笑う。

「夏樹詩織です。……ふふっ。なんだか子供電話相談室みたいね」

「そうだね。夏樹さんは、どんな悩みがあるのかな？　先生に言ってごらん」

「もうっ。友也くんってば、冗談ばっかり言うんだものっ。でも、そうね、私の悩みはね。えっと、えっと……好きな人がいるんだけど、友達から先に進まないんです」

　心臓が飛び跳ねた。

　──おおっ、こ、これって、まさかっ！

「そ、そうか……。最近は、その相手と夏樹さんは、どんなことがあったの？」

　友也が胸を高鳴らせて最後のさぐりを入れると、詩織は目を合わせて言った。

「そうですね、映画デートに誘ってくれましたけど、私は名前も、詩織って呼んでほしいと思ってます」

　──やった！

　友也はもはや、電話相談室のフリをするのも忘れてまくしたてた。

「じ、じゃあさ、詩織さん。友達から先に進んでもいいのかな？」

「もちろんよ！」

　力強い返事が返ってきた。

　あまりの声に大きさに、スマホを一瞬、耳から遠ざけたほどだ。

「すげぇうれしい。光栄だ」

　この流れなら言える。

　友也は深呼吸をして、心を落ち着けてから言った。

「俺、詩織さんが好きです」

「私も友也くんが好きです」

「付き合ってください」

「喜んで！」







　友也は詩織と手を繫いで、繁華街を歩いていた。詩織は白いワンピースで、サーモンピンクのカーディガンを羽織り、ごく薄く化粧をしている。アイドル歌手でもちょっといないほどにかわいい。

　デートだと思うせいか、見慣れた街が明るく輝いている。

「映画おもしろかったねー」

　詩織が言った。

　すれ違う人が、詩織を見て目を見張っている。詩織は清楚でありながら、人の注目を集めずにはおかない華やかさがあった。

　友也はどこか晴れがましい気分で、詩織の手をきゅっと握った。

「詩織さん、すっげぇ泣いてたな」

「えへへ。そうだね。感動的だった。やだ。思い出すと涙が出そう。ちょっと恥ずかしい。美術館も綺麗だった。……あれ食べたい。友也くんもいる？」

「お腹いっぱいだからいいよ。さっきパンケーキを食べたばかりだし」

「デザートは別腹よ。買ってくるね」

「おごろうか？」

「ううん。自分で買うね」

　詩織が屋台のクレープ屋に向かって走っていった。

　映画のあとパンケーキランチを食べ、詩織の希望で美術館に行き、西洋絵画を見た。美術館のチケットは詩織が用意してくれていた。映画代を出してくれたお礼だという。

　ランチの会計も、お互いに自分の分は自分で払ったし、お金にきっちりした子だということがわかる。

　友也は足を止めて詩織が戻ってくるのを待った。

　──んっ？

　ワーキングスーツの女性が、パンプスの踵かかとを鳴らしながら足早に歩いてきた。

　栗色の髪をお団子シニヨンに結い、耳にスマートフォンを当てながら歩く様子は、重職に就ついている女性管理職という雰囲気だ。

　彼女は、友也を見て、目だけで合図をした。

「由梨さん!?」

　スポーツクラブで逢う彼女は、裕福な人妻という雰囲気だったが、今の彼女は仕事のできるワーキングウーマンだ。

　彼女はスマホの通話を切りカバンに入れると、友也に向かって手を振った。

「友也くん。どうしたの？　おしゃれしちゃって」

「どうしたのはこっちのセリフですよ。見違えました。日曜にお仕事ですか？」

「ええ、そうなの。公務員だから、仕方がないのよね」

「大変ですね。がんばってください」

「友也くんは買い物？」

「僕はそのう、彼女がそこに……クレープを買ってるんです」

「デートなの？　例の、好きだっていう彼女？　あの子？　わぁ、かわいい子じゃないの！　やったじゃない！　がんばれっ」

　背中をパンッと叩かれて咳き込んでしまう。

　着信音がして、由梨がまたスマホを取り出した。メールが来たのだろう。画面を見た彼女は、仮面を付け替えたように表情が変わった。仕事モードの彼女は、近づきがたいほどのクールさを纏っている。

「じゃあね」

「また、スポーツクラブで」

「ええそうね」

　クレープを持った詩織が戻ってきた。由梨に会釈する。

　由梨も会釈をすると、背筋を伸ばして歩き去って行った。

「あの人もスポーツクラブの人なの？」

「うん」

「仲良さそうだね」

「顔見知りっていうだけだよ」

「私、友也くんのアパートに行きたい！」

「えっ？　ちょっ、そ、その……ま……」

　交際を続けると、いつかはそんな日が来るだろうと思っていた。

　だが、まさか初デートでこうなるとは思ってもいなかった。

「まだ早くないよっ！　私は友也くんのこと、階段のときから好きだったんだからねっ」

「そんなグイグイ来られてもなー」

　黙って！　とばかりにクレープを口の前に差し出された。

　仕方なくクレープをかじると、生クリームとブルーベリーソースの甘酸っぱい味が口の中に広がった。

「グイグイ行くよ。だって友也くんの周囲、綺麗な女の人ばっかりだもん」

　嫉妬している彼女はかわいかった。

「好きだよ」

　小声で囁く。恥ずかしくて照れくさくて、顔がかぁっと熱くなる。

「友也くん、顔真っ赤」

「詩織さんもだよ」

「ふふっ」

　詩織が手を握ってきた。

「その……行こうか」

「そうね」







「お邪魔します」

「どうぞ。入って。その、散らかってるけど」

　友也は自分のアパートに、詩織を迎え入れていた。

　彼女が入ると、部屋の空気が変わった。男のひとり暮らしの淀んだ空気が、甘酸っぱいものに変化した。

　友也は気付かれないように深呼吸した。

　自分の部屋に、憧れ続けてきたキャンパスのアイドルがいるのは、不思議な光景だった。

「綺麗にしてるのね」

　椅子を勧めたくても、勉強机の椅子しかない。

　どうしようかと迷っていたら、詩織はベッドに腰掛けた。

　生足をぶらぶらさせているところが扇情的だ。

「うん、まあ」

「掃除したばかりなの？」

「えっと、うん」

　友也はあいまいに答えた。

　瀬尾コーチのメールを見てあわてて掃除したのだが、そんなこと言えない。

「どうしたの？」

「その、き、緊張してるんだ。こんなこと、は、はじめてだし……」

「あらそう？」

　笑みを含んで下がる瞳が、友也を見つめている。

「瀬尾コーチだっけ。あの、綺麗な人、友也くんのこと褒めてたわ。『爽やかな青年ですね』って。電車の中で、仲良さそうに話していたわね」

　どきっとした。電車の中で瀬尾コーチと出会ったのは一回だけ。あのときに詩織に見られていたのだ。

　あせった友也は、自分でも思いがけない行動に出た。

　横に座ると、彼女の頭を抱き寄せ、唇を重ねたのだ。

　唇の先だけを合わせる軽いキス。

　ひんやりぷるぷるの唇の感触にドキドキする。

「君が好きだよ」

「わかったわ。もう言わない。でも、私と付き合ってるときは、私だけを見てほしいな」

「もちろん！」

　彼女がきゅっと抱きついてきた。

「ふふっ。改めて言うけど、階段で落ちかけたとき、助けてくれたでしょ。そのときからずっと好きだったの」

　それは吊り橋効果だ。吊り橋の上のような恐怖心の募るところで出会った人には、恋愛感情を抱きやすくなるという。吊り橋のドキドキを恋愛による胸のときめきと勘違いするらしい。

　だが、それでも、憧れの女性に好きだと言われるのはうれしくて、二枚目のモテ男になった気分だった。

「俺も好きだよ」

　さらさらの髪を撫でながら、再びキスを交わす。年上女性とは違って、詩織は舌を絡めてこない。緊張して身体を硬くしている。

　きゅっと閉じたままの歯列を舌先でなぞると、おずおずと口唇が開いた。舌先を舐めると、詩織が顔を後ろに引き、びっくりしたように目を見開いた。

「ごめんね。私、はじめてで、どうしていいかわからないの」

　処女だと聞いてうれしさと興奮と不安が募った。

　才色兼備のミスキャンパス。女の羨望と男の視線を集める彼女の、はじめての男になれる。

　緊張よりも、興奮が勝った。

「俺にまかせて」

　──すげぇな。俺。なんかかっこいいよな。

　詩織はベッドの下に座り込むと、友也に向かって三つ指をつき、頭を下げた。

「お任せします。そのう。よろしくお願いします」

　感動と興奮でドキドキが収まらない。なんてかわいくて、古風なのだろう。

「こちらこそよろしくお願いします」

　友也もあわてて土下座すると、詩織がくすくす笑い出した。友也もつられて笑う。




　詩織は笑いながら、自分でベッドに乗り、仰向けになった。

　服を着たままだが、彼の前で脱ぐ勇気なんてない。ワンピースは皺になりにくい素材なので大丈夫だろう。

　友也が覆い被さってきた。緊張が募る。

　体重を掛けないように注意してくれているのがわかる。

　彼の顔が近づいてきて、唇が合わさった。

　彼の舌が入り込んできて、詩織の舌を絡め取る。

「んっ、くちゅっ……れろっ……ちゅっ……」

　ディープキス、恋人のキス、フレンチキス。

　──どうしよう。すごく気持ちがいい。

　舌先をちゅっと吸われると、身体の芯がとろとろに溶けてしまいそうだ。

　されるがままになっていたが、彼にばかり気持ちよくしてもらっていることが悪いような気がして、詩織はおずおずとキスに応えた。

「ちゅっ、ちゅぱっ……んっ、れろっ……ん、んっ」

　舌先のつぶつぶが触れあうとき、身体の芯にぞくっと甘い戦せん慄りつが走る。

　キスは甘くて、せつなくて、息苦しいほどだ。

　舌が痺れそうだ。強い刺激から逃れたくて横を向くが、彼の唇が追ってくる。口腔に溜まった唾液をごくっと飲み干す。

　友也の手が胸に載せられ、服越しにそっと揉んできた。

　遠慮がちな触り方だ。

　長いキスが終わり、唇が離れる。強いお酒のようにぼうっとする。

「やだもう、舌が痺れちゃった……」

「もっと痺れさせてやるよ」

　──ああ、かっこいいなぁ。

　初めてのことはいつも怖いが、彼になら任せられる。友也のすることなら怖くない。

　友也がワンピースの襟ボタンを外していく。




　友也は、自分で自分にあきれていた。

　──痺れさせてやるよ、なんて、俺、すげぇこと言ってるなぁ……。由梨さんや瀬尾コーチ、堂本店長のおかげだな。

「友也くん。あのね、私ね、そのう、えっと……がそのう、ちょっと変なの。びっくりしないでね」

　ワンピースの襟ボタンを外して、大きくくつろげた。

　ケミカルレースの繊細な飾りがついた真っ白なブラジャーが、お椀わん型がたに盛り上がった胸乳を覆っている。サイズ的には瀬尾コーチと同じぐらいか。

　彼女の背中に両手を回して服越しにブラジャーのホックを外す。

　浮いたカップを引っ張り上げて、胸乳の上に移動させる。

「い、いや、見ないで。やっぱりその、恥ずかしいの」

　詩織が両手の平で乳房を覆った。そのとき、ほんの一瞬だが乳首が見えた。乳輪の中にめり込んでいて、乳首の先端だけが覗いている。

　──陥没乳頭だ。

　エロコミックで読んだことがあるので、知識としては知っていたが、実際に見るのははじめてだ。

　ネットで見るエロ媒体の女性たちは、大きな乳房と、美しく屹立した乳首を誇るかのように胸を張っていた。

　──詩織さんは、由梨さんとも瀬尾コーチとも、堂本店長とも違うんだ。

　乳輪の中にめりこんで先端だけを覗かせている乳首は、詩織という女性の、無む垢くの象徴のようだった。

「かわいいよ」

　彼女の手首をつかみ、手をそっとどけさせて、胸乳にタッチした。硬いほどに弾力があり、揉もうとしても指を弾き返してくる。まるでバレーボールみたいだ。熟す前の硬い胸乳という感じがした。

　乳房そのものは瀬尾コーチよりもずっと硬いのに、乳輪だけはフニフニで、その中心に、わずかに硬い乳首の感触がある。

　友也は乳輪をぺろりとねぶった。汗の味しかしないが、乳輪の中で乳首が動いたことが舌先に感じられた。

　包茎の亀頭のようなものだとすると、刺激を与えると乳首が出そうだ。

　友也は乳輪に唇を当てると、乳首を吸いあげた。

「きゃっ。んっ、なっ、なっ？」

　片方を揉みながら、もう片方の乳首を吸い、先端だけ出た乳首にれろれろと舌を這わせる。

　ふにふにの乳輪の中で、乳首が確かに硬くなっている。吸えば乳首が出るはずだ。乳輪を唇で挟んではむはむしたり、ちゅうちゅうと吸い上げたり、れろっと舐めたりを繰り返す。




「あっ、あぁあっ、あーっ」

　詩織は悲鳴をあげてのけぞった。

　乳首をきつく吸われると、痛痒いような戦慄が身体の芯を走り抜ける。

「ちゅっ、ちゅぱっ、ちゅっ、ちゅるるっ」

　彼は舌を鳴らして乳首を吸っている。

　乳首が引き抜かれそうな強い刺激だ。痛いのに、気持ちがいい。治りかけのかさぶたを剝はがすような、甘苦しい、不思議な刺激だ。

　乳房の内側に快感がじゅくじゅくと染みて、なぜか下腹の奥がきゅんきゅん疼く。

　痛さのほうが上回り、詩織は悲鳴をあげて懇願した。

「だ、だめっ、いやっ、きつい。友也くん、やめて！」

　彼が唇を離した。

「もうちょっとで出そうなんだ」

「何が？」

「乳首」

「ほんとに？　出たらうれしい。修学旅行に行ったときとか、恥ずかしいなって思っていたの。コンプレックスなのよね」

「詩織さんって、そんなもの無縁だと思ってた。ミスキャンパスだし。容よう姿し端たん麗れいで頭もいいし」

「え、やだぁ。私コンプレックスの塊よー。足太いし。胸小さいし。運動苦手だし。あ、そうだ。私、泳ぐのは好きなの。スポーツクラブのプール、一緒に行こうね」

　緊張と恐怖がほどけて多弁になった唇を、友也の人差し指が押さえた。

「黙って」

「ん……」

　言われた通り、口をつぐんでうなずく。友也はこういうところがスマートだ。

　男にしては細い指が乳首をつまんできた。痛いというよりムズ痒い。

「んっ」

　彼の顔が近づいてきて、乳首が吸われるのかなと目を閉じたら、顔を胸の谷間にはめて、顎を擦りつけるようにした。ひげそりあとのざりざりがくすぐったい。

「ふふっ。くすぐったいよ」




　友也は詩織がくすくす笑い出したその瞬間を狙い、右側の乳輪に唇をつけてきつく吸った。

「ちゅっ、ちゅちゅっ、ちゅーっ」

「あああぁあああっ」

　詩織の腕が、友也の後頭部を抱きしめる。

　彼女の興奮が震えとなって伝わってくる。

「痛かったらやめるけど」

「ちょっと痛い、けど、気持ちいい。ちゅって吸われるとむずってきて、ひくってなっちゃう」

「続けていい？」

「ええ」

　友也はきつく吸っては舌先で乳首を舐め、どれぐらい出ているかを確認し、また乳首を吸うことを繰り返した。

「あっ、んっ、んん……痛い……はっ、はぁ……あぁっ……気持ちいい……」

　詩織は苦痛と快感の狭はざ間まで悶えている様子だった。吸われると痛く、舌先で舐めるとき快感を覚えるようだ。

　出ない乳を搾しぼるようにして吸っていくと、乳輪の中で乳首がムズムズと動いているのがわかる。

　もうちょっとで出そうだと思ったとき、ぷりんと先端が飛び出した。友也はさらにきつく吸う。

「きゃあぁああっ、やだぁっ、出ちゃうっ！」

　詩織がガクンガクンと震えている。

　まるで絶頂時の反応のようだ。

　乳首が出ていた。桜のような可憐なピンクで、生まれたての小鳥のように震えている。

「出たよ」




「え？」

　詩織は自分の胸を見た。乳輪の上に、小さな乳首が尖っていた。

　信じられない表情で乳首をさする。確かに外に出ている。

　十九年間、乳輪の中に入っていた敏感な突起は、触るとヒリヒリして変な感じだ。

「ふふっ。ほんとに出てる」

「左側もしようか？」

「いい。なんかキツイ。……それより……その……早く……。覚悟決めて来たんだから……」

　まるで誘うようなことを言ってしまい、恥ずかしくなって両手で顔を覆う。

「あ、そうだね。その、と、取っていいか？」

「何？」

「その、ショーツ」

　詩織は恥ずかしくなって両手で顔を覆った。

「いいよ」

　膝小僧にタッチした彼の手がスカートをめくりあげながら太腿を伝い上がっていき、やがて腰の脇へと移動した。

　友也の手が、ショーツをずるっと引き下ろしていく。

　ショーツの裏地で温められていた秘部に空気が当たってスウスウする。なのに、彼の視線が当たって熱い。

「詩織さん。お尻、浮かして」

「あ、そうね」

　お尻のほうからもショーツが下ろされ、太腿、膝小僧、ふくらはぎと通って足先から引き抜かれた。

「やだっ、恥ずかしい……恥ずかしい……」

　詩織は、下肢をすり合わせるようにして、視線から逃れようとした。




　友也は、スカートをお腹のあたりまでめくりあげてから、彼女の膝を立てさせた。

　女陰を凝視した。由梨とも亜希子とも、堂本店長とも違っていた。

　ヘアは薄く、秘裂を隠すほどではない。ぷっくりした秘唇はぴったり閉じて、どこか清潔なたたずまいだ。秘芽はフードに包まれてほとんどが隠れている。

　女の人は、全員が違う。詩織の秘部の感触は、どんな感じなのだろう。

「いや、見ないで、恥ずかしい……」

　詩織は両手で自分の顔を覆って恥じらっている。

　スリットを指で開くと、二枚のラビアが現れた。その花弁もさらに開くと、桃色の粘膜で形作られたピンク色の杯の奥から、透明な蜜液がとろりと零れた。

「んっ……あぁ……はぁっ……」

　膣口に指を入れると、浅いところに存在する硬い粘膜の輪に触れた。

　──処女膜だ……！

　そっと指を入れてみる。

　処女膜の奥はやや広くなっていて、小さな舌のような突起が一面に生えている。

　ツブ立ちは、三人の年上女性よりもはっきりしている。

　狭い粘膜の輪は、指一本はなんなく通す。二本にすると少し厳しい。三本だと第一関節しか入らない。

　詩織が身体を緊張させ、膣口が、きゅっと指を締めてきた。

　──俺にできるのか？　こんな狭いところに入れられるのか？　破は瓜かって痛いんだよな。

　不安が兆した。緊張したが、由梨、瀬尾コーチ、堂本店長の顔を順繰りに思い浮かべる。

　──がんばりなさい。

　年上女性たちが応援してくれた。大丈夫だ。きっと。

「ああ、いや、恥ずかしい……」

　友也は彼女の秘部にキスをした。もっと濡らしておいたほうがいいと思ったのだ。

　舌先で秘裂をなぞり、クリトリスを舐め上げると、包皮がつるりと剝けて、ピンクパールの芯を晒さらした。




「あぁっ、や、やめ……んんっ……あ、あぁっ」

　詩織は恥ずかしさと気持ち良さで混乱していた。

　彼の頭に両手を置き、腰をくなくな揺すったが、舌が秘部を追ってくる。

　熱くて柔らかく、それでいて硬い舌が、繊細なところを舐め回す感触は、間違いなく快感だった。舌先のツブツブさえも感じ取れる。

「んっ……やだ、あぁっ……んっ、……んっ、友也くん、だめぇ、悪いよ……」

　思わず下肢を締めてしまったところ、彼の頭を内腿で挟んでしまった結果になり、悪くなって太腿を大きく開く。あげく、まるでもっと舐めてと催促しているみたいになり、恥ずかしくてならない。

　なのに、溶けそうなほど気持ちがよかった。

「甘いよ。詩織さんのココ」

　ふっと彼が息を吐くその感触さえも興奮する。

　彼は詩織の太腿を持ち、下肢を大きく開けさせて、べちゃべちゃと舌を鳴らしながらクンニリングスを続けた。その音が恥ずかしい。

「あっ、あっ、やだっ、溶けそう……気持ちいいよぉ……友也くん……」

　意識がふわふわ宙に浮く。

　夏の日のアイスクリームのように、溶けて崩れて流れてしまいそうだ。

「ああ……もっと……、んっ……んんっ」

　はしたないおねだりを繰り返す。

　自分で自分であきれながらも、さらに気持ち良くなることを望んでいる。

　友也がクリトリスに唇を付けた。

「やだっ。友也くんっ！　それはやめてっ！」

　友也がしようとしていることに気付き、腰をひねって逃れようとするが、鋭い刺激が秘芽を襲うと、もう、何も考えられなくなった。

　クリトリスをきつく吸われている。ちゅぱちゅぱと音が立った。

「あぁああああっ！」

　陰核からうまれた快感が、背筋を走り抜けて脳髄で破裂する。目の裏で星が光った。

　詩織はぎくんぎくんと震えた。

　甘すぎるお菓子が苦く感じるのにも似て、気持ちいいのに苦しいような、子宮で小さな爆発が起こっているような、過ぎた快感に意識が薄れていく。




　友也は口の周りについた蜜液を、手の甲でぐいっと拭くと、快感のあまりにぼんやりしている彼女に覆い被さった。

　詩織の膝を腰で割り、亀頭を秘裂に押し当てる。

　──大丈夫かな。処女喪失って痛いっていうよな。

　年上女性とのセックスでは、彼女らがリードしてくれたが、詩織は友也がリードしなくてはならないのだ。

　肉のヘコミに亀頭を押しつけたとき、詩織がはっとした表情で友也を見た。

「入れるよ」

「うん。入れて。私、友也くんとひとつになりたいの」

「痛いかもしれないよ」

「我慢するね」

　肉茎に手を添えて、ぐぐっと力を込めて押し込む。

　処女膜が亀頭を押し返してきた。

　詩織が顔をしかめ、息を止めている。

「笑って」

　友也は詩織の脇の下をコチョコチョとくすぐった。

「きゃあっ、やだぁっ、ふふっ。こんなときにもう、友也くんってば」

「笑ってるほうがかわいい」

　友也は彼女の緊張がほどけたタイミングを見計らい、グッと腰を進めた。

　ぬるっ。

　亀頭が処女膜にはまり込む。

「うっ、くっ……」

　狭いというより硬い。亀頭のエラがようやくのことで入ったが、処女膜がきつく締め付けてきて、友也は思わず動きを止めた。

「痛いっ！」

「ごめん、す、すぐだからっ」

　ぐぐっとペニスを押し込む。ぷち、と処女膜がちぎれる音がして、抵抗がほどけた。

「きゃあっ！」

　ぬるぬるっと肉茎が沈み、子宮口を押し上げて侵入が止まった。




　詩織は、引き裂かれる苦痛に顔をしかめた。

「痛い？」

「今はそんなに」

　破瓜の瞬間は痛かったが、今は痺れたようになっていて感覚がなかった。

　だが、お腹の底まで彼の男根でいっぱいにされている感じがして、揺らすとあふれてしまいそうだった。

　友也が痛そうな顔をしている。詩織の苦痛を自分のことのように感じてくれているらしい。

「痛くないから平気よ」

「動いていいか？」

「？　いいけど」

　何のことかわからないが、あいまいに頷くと、ペニスがずるずると後退した。

　──よかった。これで終わりね。

　詩織はふぅっと息を吐いた。

　ところが終わりではなかった。

　抜け出ると思っていた亀頭が、再び奥を突き上げたのである。

「きゃあっ。やめてっ。痛いっ」

　破瓜されたばかりでまだ血を流している処女膜を、肉茎でこすられるのだ。傷口をヤスリでこすられる気分だった。破瓜の瞬間よりも痛い。

　セックスはペニスが奥まで入ったら、精液がすぐに出て、それで終わり。詩織は、そう思い込んでいた。終わったのにさらに苦痛を強しいる彼に怒りを感じて、じたばたと暴れた。だが身体を動かすと、よけいに結合部が痛み、動きを止める。

「やめて！　いやっ、いやなのっ」




「え？　ま、まだ……そ、その……ご、ごめん、俺は、まだ、そ、その……射だしてないんだ」

　友也は慌てた。

　年上女性ばかりを相手にしたせいで、詩織が何を怒っているのかわからない。

「もう終わったんだからっ、どいてよっ」

　顎に手の平が当たった、ぐいっと押し上げられる。

　──終わった？　ああ、そうか、詩織さんは、ロストバージンって、処女膜が破けたら終わりだと思ってたんだ。

　──そうか。詩織さんは、ほんとうにはじめてなんだ。

「わかった。やめるよ」

　そう言って友也は体を離す。未み練れんはたっぷりあったが、友也の体の圧力が消えて、詩織はようやく落ち着いたようだ。

　二人はベッドで気まずく身を背そむけていたが、やがて沈黙を破って、詩織が気き遣づかわしげに呟つぶやいた。

「あの、さっき射してないって言ってたけど、あれって……」

「うん……男は射精しないと終わらないんだ。でも、詩織さんが嫌ならやめるから」

　そう言われて詩織は、逡巡するような表情を浮かべた。

「そ、そうなんだ……ど、どうしよう……」

　目を伏せて、きゅっと唇を嚙む。

　やがて詩織の腕が友也に向かって伸びてきて、後頭部を抱きしめた。受け入れる気になったらしい。

「やめないで。ごめんね、そんな顔しないで。私、知らなくて。教えて、お願い」

「俺も、詩織さんのこと、いっぱい知りたい」

　詩織の身体の中も外も、考えていることも、料理の好みも、全部が知りたい。

　話している最中も、膣ヒダ一面に生えた何千もの小さな突起が、肉茎を舐め回すように動いている感触が心地良かった。まるで小さな舌のようだった。

「ああ、どうしよう。キスしたくなってきた。クンニしたから嫌だよな」

「友也くんのすることだったら、いやじゃないよ。キスして」

「うん」

　彼女のピンクの唇にキスをする。

「んっ……うくっ……くちゅっ、ちゅっ、れろれろ……ちゅっ」

　お互いに舌を絡み合わせ、唾液をやりとりする深いキスになった。




「んっ、ちゅっ、ちゅっ……ちゅぱっ……んんっ」

　──キスってすごく気持ちいい。

　ペニスを挿し込まれたままの膣も、今はそれほど痛くない。

　キスは首から耳、うなじ、鎖骨へと通り、左の乳首へと移動した。

　そして友也は、陥没乳頭に唇を付けると、ちゅうちゅうと吸っては舌先でねぶり、また吸ってはねぶる行為を続けた。

「あぁっ、あぁっ……あぁっ、だめぇっ、きつい……あぁっ」

　気持ちいいのだが、強烈すぎる。彼の手が右の乳房を揉み出した。指の間に乳首を挟んで揉み回す。

　膣にはペニス。クンニリングスで勃起したクリトリスが、彼の陰毛で擦られて、痛いような甘いような刺激にさいなまれる。

「んんっ、んんっ……友也くんっ、あぁっ……もっと」

　乳輪から引っ張り出されたばかりの右の乳首は、彼の人差し指と中指の付け根に挟まれて圧迫される。

　しかも左の乳首をきつく吸われている。

　両の乳首も秘芽も膣も熱くて痛くて苦しくて、なのにその苦しさははっきりと快感で、どうしていいかわからない。

「友也くんっ、あぁっ……だ、だめ……んっ。おっぱいがむずむずするの……っ」

　彼がひときわ強く吸い上げたとき、左の乳首に、針を刺したような強い刺激が走った。

　陥没乳頭をしゃぶっていた彼が唇を外した。

「乳首、出たよ」

「ほ、ほんとうに出てる。わぁっ。うれしい」

　子供っぽい胸だと思っていた。修学旅行でも胸を隠して大浴場に入った。

　身体が大人になったようだ。

「動いていいか？」

　詩織はうなずいた。




　友也は、腰をゆっくりと動かした。

　腕を立てて結合部をのぞき込むと、ぱっくり割れた秘唇の中央に、男根がはまり込んでいる様子が見えた。肉茎には、赤い血の筋がついている。

　どきんとした。

「なんか、その、ごめん……」

　つい謝ってしまい、詩織が目だけで笑った。

　やはりまだ痛いのだろう。唇を嚙んで我慢していたが、耐えきれないとばかりに息を吐くと、うめき声があふれた。

「うっ……痛っ、ううっ……あぁ……だ、だめぇっ……」

　年上女性と違って、若いだけあって膣圧が高い。じっとしていると押し出される。引くときは簡単だが、押し込むときは粘土の海に突き沈めるような抵抗感がある。

「んっ、んんっ、痛いっ、あぁ……痛い……あああっ」

　痛がるばかりでかわいそうになってきた。ゆっくりするよりも早く終わらせてしまったほうがいい。

　友也は動きを速くしようとした。

　目の前で揺れるほどよい大きさの胸を両手でつかみ、腰をスライドさせていく。

　ツンツンに尖っているのに、それでも柔らかい乳首の感触が不思議で、指に挟んで揉んでいたら、詩織がヒクッと喉を鳴らしてブルブルッと震えた。

「あっ、あぁっ、やだ。な、なんだろ。これ……？」

　目が快感に曇っていた。

　さっきまでペニスを押し出そうとしていた膣ヒダが、今はペニスを引っ張り込むような動きをしている。蜜液がぐじゅっと出た。

「気持ちがいいんだ？」

「え？　そうなの？　これって、うっ、うぅっ、気持ちが、いいの？　……あっ、そうかも！　気持ちいいんだわっ!!」

　詩織は何も知らない。快感も知らない。男は射精しなくては終われないことも知らない。

　──俺が教えてるんだ！

　めくるめくほどの征服感と達成感でクラクラする。

「もっと速くしてもいい？」




「ええ」

　詩織は頷いた。

　破瓜の苦痛は今も残っていたけれど、彼が動くたびに新しいところを擦られて、ふわっとくる快感を送り込んでくる。

「んっ、んんっ、んんっ！　はぁはぁっ」

　ぐっちゅ、ずぶっ、ねっちゅっ、くぷっ。

　蜜壺が彼の男根で搔き混ぜられて鳴る音に、ベッドのギシギシ音が重なる。

「あぁっ。いいっ。気持ちいいっ」

　詩織は喘あえいだ。

　まったくはじめて体験する気持ち良さだった。

　好きな人とひとつになっている信頼と、安心感が心地良い。

　友也がペニスを押し込むたびに、身体を芯から揺すりあげられる。前後に揺すられシェイクされた脳味噌がキラキラの幻を見せはじめた。

　彼の動きが速くなってきた。

　ペニスが大きさを増した。まるで弾ける寸前のようだ。

「うっ、ううっ、そろそろ、だっ！」

「私も……弾けそうっ」

　ペッティングのふわふわとした気持ち良さとは違い、身体の内側で小さな風船が割れるような、ぱちぱちとした快感だ。わずかな苦痛が快感のスパイスになっている。

　はじめての体験は強烈すぎて、これが快感だとはすぐにはわからなかったほど。

「イくときは、うっ、イくと言って」

　イく？　何のことだろう。

「わから、な……あぁああっ！」

　ズゴッと亀頭が子宮口を押し上げて、子宮から身体全体に衝撃が走った。目の裏で、大きな風船がバチーンッと割れた。意識がびゅんっと空を飛ぶ。

「ああぁっ、イくっ、イッちゃぅううーっ」

　詩織は彼の手を握った。どこか遠くへ強制的に行かされそうで怖かったのだ。がくがくと震えだす。




「出そうだっ」

　──どうしよう。どうしたらいいんだろう。

　友也は迷った。中だしはかわいそうだ。だが、詩織の子宮に精液をぶちまけたいという思いもある。

　理性と欲望がケンカをして、どうしていいかわからない。

「中で出してっ！」

「えっ？」

「安全日、だからっ」

　詩織の膣が、きゅううっとよじれた。膣ヒダ一面に生えた小さな舌が、いっせいに男根を舐め回す。お願い、精液をちょうだい、とばかりの締まり方だ。

「ううっ、うーっ、で、出るっ！」

　友也はペニスをさらに深く突き入れた。

　亀頭が子宮口に当たった状態で動きを止める。

　ドブッ！

　ドビュドビュッ!!

　ドブリ！

　腰に力を入れて射精する。

　溜まったものを出すのは気持ちいい。小便でも大便でも汗でさえも排はい泄せつは快感だ。詩織の子宮が精液を受け止めてくれているのだから、気持ち良さは最高だった。

　くらっとくるほどの心地良さだ。

「あぁあぁっ、熱いっ！　飛ぶっ！　飛んじゃうっ!!」

　詩織は、友也の手をしっかりと握りしめ、痙攣したように震えている。

　温めたこんにゃくうどんをみちみちに詰めたような蜜壺が、きゅうきゅうと締まり、肉茎から精液をしごき出そうとする。

　信じられないほどの気持ち良さだ。

　彼女の膣は、友也の男根の形に穿うがたれている。友也が開き、友也が快感を教え、子宮に精液を注ぎ込んだ、友也だけの女性。

　詩織は身体を硬くした。

　背中が弓なりに反り、乳首が空中を指し示す。

　陥没乳頭の人形めいた身体だったのに。

　友也が詩織の身体を変えた。

　──俺の恋人。俺だけの女性。

　膣ヒダが狂ったようにうごめいて、男根から精液を吸い出してくれている。

　びっくりするほど長く続いていた射精がようやく止まった。

　ゆっくりとペニスを抜くと、詩織の身体から緊張がほどけ、腰がぱすんとベッドに落ちた。

　栓が抜けた膣口から、蜜液と精液のブレンド液がわずかに零れる。

　たくさん射精したはずだが、子宮が呑んでしまったらしい。友也の精液は詩織の子宮内壁に染みていき、やがて完全に吸収されるのだろう。

「好きだよ」

　友也は身体を起こすと、詩織の鼻の頭にキスをした。








第六章　濡れた水着の淫穴









「こんにちは」

　友也は詩織と肩を並べてスポーツクラブに入った。詩織も友也も、水着の入った大きなバッグを掲げている。

「空すいてるね」

　詩織が言った。いつもならエントランスにはチェックインを待つ会員が散見されるのだが、奥のカウンターで書類を書く女性がひとりいるだけだ。

「午後三時半頃はスポーツクラブが空く時間なんですよ。お年を召された方は午前中の利用が多いし、主婦の方は昼に来て三時頃お帰りになられますね。会社員の方が利用されるのは六時以降ですから」

　カウンターの内側で、瀬尾コーチが言った。

　透明感のある綺麗な声だ。ハスキーボイスもセクシーだったが、甘い声も魅力的だ。

「チェックインお願いします」

　カウンターで会員カードを差し出す。瀬尾コーチが笑みを浮かべながらロッカーキーを渡してくれた。

「はいどうぞ」

「瀬尾コーチって、見た目はクールそうなのに、声がかわいいですね」

　詩織が言う。

「ありがとうございます」

　ロッカーキーを持ち、更衣室に向かおうとしたときのことだった。

「友也くん」

　奥のカウンターで書類を書いていた女性が声を掛けた。

　由梨だった。

　堂本店長が接客していたが、由梨が書いた書類を持って奥に引っ込む。

「由梨さん。またコース変更ですか？」

「今月いっぱいで辞めることにしたの」

「それは残念ですね。通いはじめてまだ二ヶ月めじゃないですか？」

「ちょっとね。仕事の関係で……。このスポクラ、退会しやすくてよかったわ。」

　──仕事？　あっ！　もしかしてっ!?

　初回講習会は由梨と二人で受けた。

　堂本店長が言っていた。友也が入会したのは許認可申請書類を厚生労働省に出して二日後だと。

　まるで捜し物でもするような感じで、ゴミ箱に手を突っ込んでいた由梨の後ろ姿を思い出す。

　彼女は、男子更衣室の清掃状況を知りたがっていた。

　コース変更もしている。

　先日、繁華街で逢ったときの、仕事のできる女性上司のような、ワーキングスーツの由梨。

　ジグソーパズルのピースのように、ばらばらな情報が一つになっていく。見えてきたのは思いがけない絵だ。

「由梨さん」

　友也は由梨に近づき、小声で聞いた。

『厚生労働省の覆面調査員って、由梨さんですか？』

　由梨はにやっと笑った。小声で答える。

『さあ、どうかしらね』

　──決まりだ！　覆面調査員は、由梨さんだったんだ！

　彼女の見た目は、おっとりしたセレブ妻だ。だが、由梨にはしゃきしゃきとしたところがあり、働いている女性なのかなと感じたことを思い出す。

『どうして君がそんなことを聞くの？』

『堂本店長に問い詰められたんですよ。君は厚労省の覆面調査員でしょ、って。誰が調査員なんだろうって思っていました。まさか由梨さんだとは……。由梨さん、セレブ妻って感じなのに』

『ふふっ。セレブ妻は本当よ。ダーリンと死に別れたっていうのも本当。オフィスラブだったの。子供はいなかったけど、夫婦仲はよかったのよ。淋しくてたまらなかったときに、君に慰めて貰えてよかったわ』

　慰めてもらった？　違う、由梨は友也に自信をくれた。

　今、詩織と付き合っているのも、由梨たち三人の年上女性のおかげだ。

『また別のスポーツクラブに行くんですか？』

『今月いっぱいまでエブリデイスポーツクラブを利用できるから、あさっての堂本店長のＺＵＭＢＡだけは出るつもりなの。いろんなスポクラに行ったけど、堂本店長のＺＵＭＢＡは最高だもの。私、ここに来れてよかったわ。君の恋の行方を見届けることもできたもの』

『がんばります。ところで認可下りたんですか』

『なんのことかわかんないなぁ』

　由梨は全力でとぼけている。

　だが、彼女の顔がほころんでいるところを見ると、認可されたのではないか。

　おそらく決め手は、スポーツクラブの辞めやすさだ。

　トクリョウで医師から紹介されてやってくる人は病人なのだから、健康な人に比べて退会率が高いだろう。辞めやすいスポーツクラブでないと、認可が下りないのではないか。

　奥の事務室から、堂本店長が書類を抱えて戻ってきた。

「こちら退会の控えです。最後の会費の引き落としが今月二十九日です」

「わかったわ。引き落とし確認するね。ありがとう。じゃあね」

　由梨は片手を上げるとエントランスを出て行った。

　カウンターの内側の堂本店長が、友也に向かってウインクした。

　──ど、どういう意味だろう？

　君のおかげでトクリョウの認可が下りたわよ、と言われているようでもあるし、彼女と一緒なのね、と言われているようでもある。またセックスしましょうよ、と誘われているようでもある。いや、それはさすがにいい気になりすぎだろうか。

「友也くん！　私、先に行っちゃうからねっ」

　詩織が不満そうな口ぶりで言った。背中にいらだちを漂わせながら、更衣室へと歩いていく。

　──やばかったかな……。

「うん。俺も行くよ。プールで合流しよう」







　友也はジャグジーバスに身体を沈めながら、クロールで泳ぐ詩織を眺めていた。

　──詩織さん、泳ぐのうまいな。

　スポーツクラブの閑散時間であるため、プールは貸し切り状態で、詩織と友也以外誰もいない。監視員も不在だ。いちばん端のコースで、詩織が泳いでいるだけだ。

　プールは天上が高く開放感がある。一段高いところにはジャグジーバスもあり、くつろぐ雰囲気に満ちている。

「友也くーん」

　詩織がプールの縁ふちに両手をつき、よいしょとばかりに身体を引き上げた。

　競泳用の水着に包まれた若い身体が、しぶきと共にプールから出る。

「泳がないの？」

「俺、泳ぐの、そんなに得意じゃないんだ。詩織さん、フォームがいいね」

「ふふっ。私、子供の頃、スイミングスクールに通っていたのよ」

　詩織が、水泳用ゴーグルと水泳キャップを外しながら、ジャグジーバスに向かってやってきた。水気を含んだ黒髪が肩の上に落ちかかる。

　細い首、なだらかな肩、鎖骨のヘコミの下には、形の良いふくらみが水着の胸元を押し上げている。ウエストはキュッとくびれ、腰はハート型にせり出している。すらりと足が長く、均整の取れた美しい身体だ。

「そうだったんだ。知らなかった。俺、詩織さんのこと、もっと知りたい」

　詩織がジャグジーバスに入ってきた。

「私の知らないところ、友也くんは知ってるしね」

「どういう意味だよ」

　エッチな意味にも取れてしまう。清楚でありながら淫いん猥わいだった彼女の秘部が目の裏に浮かんでどきどきする。

　目の前には、ジャグジーバスのアワだらけの水面と、競泳用水着に包まれた彼女の胸がある。布越しでも乳首のポッチリがはっきりわかった。

　ムズッときた。股間が反応する。やばいと思って周囲を見渡すと、ちょうど正面の窓ガラスの向こうに人影が見えた。堂本店長がこちらを見ている。

　あの位置は、チェックインカウンターだ。カウンターからプールがのぞけるように、ガラスの窓を作ってあるのだ。

　堂本店長は頭上を指差してから、頭の上で丸を作った。そして、知らないフリでブラインドを下ろしてくれた。

　堂本店長の合図につられて天上を見ると、防犯カメラがあった。録画中を示す赤のランプもついてない。さっきの合図は、防犯カメラは切っておく、という意味だったのだ。

「あの人、友也くんにウインクしていたよね？　仲いいの？」

「店長が会員を相手にするわけないだろ。俺は会員のひとりにすぎないよ」

「むぅっ！　友也くんって、モテすぎだわ。そりゃ、さっぱりした顔だちで、ステキな男の人だから、当然かもしれないけど……」

　頰をふくらませて、かわいらしく嫉妬している。

「詩織さんって、どんな顔をしていてもかわいいな」

「ふんっ！　ふんふんっ!!　友也くんのおかげであちこち出ちゃったから、服の裏地でこすれて『ひゃうっ』ってなっちゃうのよ。責任取ってよねっ！」

「これ？」

　お湯の中で手を伸ばし、そっと胸にタッチすると、詩織がせつなそうに眉尻を下げてあえいだ。

「んっ……」

　水着のすべすべの布の上からも、乳首がツンツンに尖っているのがわかる。

「ソコもだけど、アソコのほうが、ひくってなるの。だって、友也くんとの……で、皮が剝けてしまったのよ」

　詩織はセックスと声に出さずに言った。

　初体験でクリトリスの包皮が剝けてしまったせいで、ふとした拍子に裏地がこすれて感じてしまうらしい。

　無人のプール。ここはジャグジーバスで、無数のアワで隠されて水面は見えない。

「その……ここでやってもいいか？」

「いいよ。だって、友也くんの恋人、私だもん！」

　意外な返答に驚いてしまったが、詩織は、由梨や堂本店長、瀬尾コーチにライバル意識を抱いているようだ。

「で、でも、ここ……プールだよ。嫌だろう？」

「嫌じゃないってばっ。私も友也くんが欲しいの。でも、恥をかくのは嫌だし、友也くんだからしたいの。だからその、ばれないようにやって」

「もちろんだよ。詩織さんのエッチなところは、他の誰にも見せない」

　友也は、湯の中に手を入れ、詩織の競泳用水着の股間に指を当てた。クロッチに指を引っかけ、ぐいっと右側に片寄せると、秘部がひしゃげて丸出しになった。

「ん……っ」

　手探りでクリトリスをいじると、確かに包皮が剝けていた。指先でツンと押すだけで、はっきりと大きくなり、ジワッと蜜液があふれ出す。

　包茎がいきなり剝けて、亀頭が露出したようなものだから、感じやすくなるのも無理はない。

　誰かに見られるかもしれない緊張が、彼女を興奮させているらしい。

「んっ、んんっ……はっ……はぁ……」

　友也は夢中で秘部をいじった。

　ラビアをヒラヒラさせたり、陰核を指先でつまんだり、スリットにそって指を前後させる。

「あぁっ……んっ……はぁはぁ……んっ、んんっ、あぁっ」

　秘部に指を浅く入れて膣ヒダを指の腹で撫で回す。処女膜のない膣ヒダは、指を入れることが容易だった。膣壁のツブツブは、由梨よりも瀬尾コーチよりも堂本店長よりも鮮明で、小さな舌が一面に生えているようだった。

　膣口から、お湯とは違う熱い液体が湧き出ている。

　──詩織さん、なんてエロいんだろう。

　ミスキャンパスで大学のアイドル。清楚でかわいらしい彼女だが、こんなにも生々しく淫蕩な表情を秘めていたのだ。

　──詩織さんのこの顔を知っているのは俺だけだ。

　それどころか、友也は彼女の大陰唇のヘアの薄さや、クリトリスが大きいことまで知っている。

　もっともっと、詩織の淫猥な表情を見たい。

　友也は、陰核を探り当て、人差し指と親指でつまむと、くるくると丸めるように動かした。

「あぁっ！」

「しっ」

　詩織がはっとした表情を浮かべて、口をつぐんだ。

　アワアワのお湯の中で、右手だけを伸ばしてクリトリスなぶりを続ける。

　陰核は大きさを増して硬くなり、大粒の真珠のような手触りになった。

「んっ……んんっ……はっ、はぁ……」

　詩織はたまらないとばかりに競泳用水着を纏った身体をくねらせた。

　──詩織さん、気持ち良さそうだ。

　顔が赤く染まり、セクシーな表情になっている。

　まさかクリをいじるぐらいでイかないだろうと思いながら、さらに秘芽なぶりを続けていると、彼女がガクガクと震えだした。

　指に少し力を入れ、引っ張るようにしたところ、詩織が白い喉を晒してクッと身体を硬くした。

「んんんんんっ」

　イッたのだ。指でいじっただけで。

　絶頂の瞬間の詩織は、セクシーな表情を浮かべていた。

　なんて感じやすくて、淫蕩で、そして清楚なのだろう。

　緊張していた身体から力が抜け、弓なりに反った後頭部がぐらりと揺れて、背中からお湯に落ちてしまいそうになった。

　あわてて彼女の両手を握ってひっぱると、詩織が腕をふりほどき、甘い声で怨じてきた。

「ひどい！」

「ごめんっ」

「友也くんと一緒にイきたいのに、私だけイッちゃった！　イくと疲れるんだからねっ」

　詩織が来て、とばかりに両腕を伸ばしてきた。

　もう耐えられない、とばかりの表情を浮かべている。

　抱き合いたいところだが、あまり密着しないほうがいい。

　ここはスポーツクラブのプールに併設されているジャグジーバスで、誰が入ってくるかわからないのだから。

　友也は海水パンツをずらしてペニスを出した。ジャグジーバスのアワに隠されて、男根は見えない。

「詩織さん、またがって」

　友也は湯船の縁に後頭部をつけて、身体を斜めにした。

　これなら結合部はアワで隠されて見えないし、密着しているわけではないので、セックスしているとは気付かれないだろう。まして詩織は、競泳用水着をちゃんと着ている。

「うん。でも、その、なんていうか……入れにくい……」

　詩織は友也にまたがったものの、ジャグジーバスのアワと浮力のせいで挿入できなくて焦れているようだ。

　友也の側も焦じれったくてならない。彼女の淫猥なところを見て、友也もペニスはぱんぱんに勃起していた。

　なのに、彼女の内腿やヘアがまばらに生えた秘唇で擦られるばかりで、なかなか奥へ入らないのである。

「詩織さん。トイレ行ってくれる？」

「え、女子トイレでするの？」

「うん。それって興奮しない？」

「……友也くんのＨ……」

　詩織は、湯の中に手を入れてごそごそしている。競泳用水着の股布の部分を直しているようだ。

「先に行くね」

　そう言って詩織がジャグジーを上がったあと、友也は海水パンツを元通りにし、ゆっくり百数えてからジャグジーバスを出てトイレへと向かった。誰もいないので大丈夫だろうと思うのだが、海パンの前がふくらんだままなので、つい前かがみになってしまう。

　トイレの個室のドアは閉まっていたが、ノックすると内側からドアが細く開いた。

　友也がドアの隙間から身体を滑り込ませると、詩織が抱きついてキスしてきた。

「んっ、ちゅっ……ちゅぱっ……」

　むさぼるような激しいキスになった。

　友也は詩織の背中に腕を回した。競泳用水着に包まれた身体は熱く火照り、すべすべでぷりぷりした感触だ。

　トイレは掃除が行き届いていて広いが、プールの塩素の匂いがする。

「早く入れて。ウズウズしてるの……っ」

　彼女からは、ベイクドチーズケーキのような甘い匂いがする。発情の香りだ。

「どこが？」

「アソコが……いやだわ、恥ずかしい」

「アソコってどこ？」

　詩織が恥ずかしがっているところがかわいくて、卑語を言わせようとしたところ、怒り出してしまった。

「友也くんのいじわるっ！　もう嫌いになっちゃうからねっ。マ×コに決まってるじゃないのっ」

「しっ、声、大きいっ！」

　彼女の唇を手の平で塞ふさぐ。

「大きな声、出さないでくれ」

「そうね。やだやだ。私ってば。恥ずかしい……っ」

「脱がしていいか？」

「いいわよ」

　競泳用水着の肩紐を腕から抜かせてから、便器の給水タンクに手をつかせた。

　背中を向けている彼女の水着を、太腿のあたりまでずらしていく。

　水色の水着をめくるたびに白い肌が出てくるところは、まるで果物の皮を剝くみたいでドキドキする。

　太腿まで下ろすと、真っ白な双臀がこちらを向いた。むちっと肉の張ったお尻をしていた由梨や堂本店長と違い、ぷりっと締まった形の良い臀部だ。瀬尾コーチのお尻と雰囲気が似ている。

「いや、いやいや、恥ずかしい……」

　詩織が恥じらって腰をくなくな振ると、お尻の谷間から、蜜液がとろりと落ちた。

　アヌスも秘部もはっきり見える。

「見てるだけ、なんていや……。早く入れて……っ」

　友也は海水パンツをずらすと、自分で肉茎をこすり、勃起している男根をさらに勃起させた。やがてペニスは、仰角四十五度にそそり立った。

　詩織の秘部はスリットがほころんで、すぼまっている膣口がくぱぁっと動きながら蜜液を流している様子が見える。




「友也くん、お願い……、子宮が疼くの……」

　詩織はあせっていた。友也の余裕に翻ほん弄ろうされていたのである。なかなか入れてくれないものだから、膣ヒダは男根を求めてヒクついているし、子宮は精液を求めてキュンキュン疼いていた。

　友也の男根に串刺しにされる気持ちよさを、早く感じたい。

「私のマ×コにチ×ポ入れてくださいって、言ってくれる？」

　友也が言葉でいじめてきた。いやだ。そんな恥ずかしい言葉、言いたくない。だが、欲望が恥ずかしさを上回る。欲しくて欲しくてたまらない。詩織は泣きそうな声で言った。

「いや、いやなの、恥ずかしいよ。言いたくない……。ここ、トイレなのよ……」

「言ってほしいな」

　友也は亀頭を膣口に押し当てた状態で言った。

　膣ヒダが快感を先取りして、ムズムズしている。

　ついに欲望が上回った。

「私のマ×コに、友也くんの硬くて大きなチ×ポを入れて、ぐちゃぐちゃに突いてください！」

　恥ずかしさのあまり、身体がかぁっと熱くなった。

　亀頭が膣口に押し当てられ、腰の脇を摑まれた。

　──ああ、いよいよだわ。やっと入れて貰えるんだわ。

　グッチュウゥ！

　亀頭のエラが膣肉をかき分けながら、奥へ奥へと進んでいく。

　初体験と違って痛みはない。熱くて大きくて硬い剛直が、空虚だったところを埋めてくれる感触は、ただひたすら気持ちよかった。

「あぁああっ。はぁあぁっ。気持ちいい……っ」

「詩織さん、声大きいって」

「あ、そうね」

　詩織は、漏れ出る声を止めようとして、自分の右手で口を押さえた。

　ここはスポーツクラブのトイレだ。誰が入って来るかもわからないところだ。身体の芯が凍えるかのような緊張が、興奮へと置換される。

　やがて亀頭が、子宮口に行き着いた。

　正常位と違って、子宮を押される感じが強く、息苦しいほどにいっぱいにされている。

「んっ……ふっ……はぁ……あぁ……」

　彼はなかなか動こうとしない。

　どうして友也は、こんなにも余裕たっぷりなのだろう。

　詩織は子宮のキュンキュンで、もう我慢できないほどに高まっているというのに。

　──動いて……あぁっ、お願い、せつなくて苦しいの。

　彼をもっと感じたくて下腹に力を入れて膣ヒダをきゅっと締めると、男根が大きさを増し、さらに欲望が募った。肉ヒダを収縮させたことで、密着度が高くなり、肉茎が太くなったように感じたのだ。

「う……」

　彼がうめいたが、じっとしたままだ。

　子宮がキュンと甘痛く疼き、膝から力が抜けてよろめいてしまう。

　詩織は、トイレの給水タンクに両手をつき、身体を支えた。

　──恥ずかしい。だめ。声出しちゃだめ。

　欲望が恥ずかしさを上回る。

「んんっ……んっ、はっ、はぁ……あっ、あぁ……う、動いて、ほしいの……」

　あえぎ声が漏れてしまう。




「わかった。動くよ」

　友也はゆっくりと腰をスライドさせた。

　立ちバックなので、見えるのは背中と後頭部だけだ。だが、詩織が、快感に震えていることははっきりわかる。髪が揺れ、水滴を散らす。プールの塩素の匂いがした。

　肉ヒダのツブ立ちは、由梨や瀬尾コーチ、堂本店長よりも際だっていて、イクラの粒がびっしりと植わっているみたいだ。

「んっ……んんっ……はっ、はぁ……あぁっ」

　亀頭の先端でヒダをかき分けながら引いていく。エラが出る寸前まで引いて、結合部を眺める。お尻の穴のすぐ下で、ぱっくり割れた秘裂がいっぱいに口を開き、自分の肉茎をくわえ込んでいる様子が見える。

「い、いや、奥、入れて……っ。お願い！」

　友也はググッとペニスを押し込んだ。やがて亀頭が子宮口に当たった。

　膣ヒダはぷちぷちねとねとの粘膜なのに、子宮口はつるんとして硬い。

「あぁっ、いいわ。気持ちいい……っ」

「詩織さんがこんなにエッチなんて思わなかった」

「違うわ。私はエッチじゃない、……友也くんだから、あぁっ……感じちゃうの……友也くんだから……んんっ、エッチになれるの」

　グッと来た。

　自分は平凡だと思っていた。

　スポーツも勉強も何もかも普通で、合コンしても埋没してしまう。嫌われはしないが、好かれもしない。バレンタインデーも義理チョコしか貰えない。

　その自分が、詩織にこんなにも求められている。

　由梨たち三人の年上女性が、友也に自信をつけさせてくれたおかげだ。

　友也は詩織のお尻の脇をしっかりと持つと、腰をぶつけるようにして律動をはじめた。

　ぐっちゅっ、ねちゅっ、ぶちゅっ。

　抜き挿しするたびに膣ヒダが姫鳴りの音を立てる。

　彼女のお尻と友也の下腹部が当たる音がパンパンッと鳴る。

　さらに詩織のあえぎ声が重なる。

「んっ、んんっ……あぁっ……はっ、はぁ……」

　誰かに聞かれそうでひやひやする。レアチーズケーキの香りが甘く漂っている。発情の匂いだ。




「あぁっ、チ×ポが子宮に当たってるぅっ。いっぱい、いっぱい、いっぱいなの！」

　詩織は気持ち良さのあまり、我を忘れて嬌声をあげた。

　友也が、詩織を背後から抱き寄せ、手のひらで口を塞いだ。

「静かにして」

　詩織はガクガクと頷いた。下を向くと、洋式便器が見える。そうだった。ここはプールのトイレだ。

　立ちバックで挿入した状態で、彼のたくましい腕に後ろから抱かれ、耳にふっと息を吹きかけられる。

「んっ、んっ……ふっ……」

　背中に友也の胸板が当たり、腕が胸乳に当たっている。支えているだけなのに、友也と触れあっているところの全てが感じる。乳房も下腹も甘く疼き、身体の芯が熱く脈動している。

　──触って、もっと、奥まで入れて。もっと欲しいの……。おっぱいも揉んで。私は友也くんのものなの。

　声に出す代わりに、彼の手を取り、自分の乳房に当てた。揉んで、と思いを込めて、彼の手を胸に押し当てると、友也がふくらみをモミモミしはじめた。

　今も男根を挿し込まれている最中だから、乳房からくる快感は激しくて、たちまち息が荒くなる。

「はぁっ、はぁはぁ……んんっ……んっ、あっ」




　──あれ？　おっぱい、感触が変わった？

　破瓜の前は、もっと硬く、バレーボールみたいだった。年上女性たちのふわふわおっぱいに慣れていたから、処女の胸乳はこんなにも硬いのかと驚いたほどだ。だが、今は、ぷりぷりと弾力があって、揉むと指を弾き返してくる。ぽよんとした弾力が心地いい。

　──俺が詩織さんを変えたんだ。

　今挿入している膣肉も、友也のペニスにぴったりだった。

　詩織の膣は、友也の剛直の形に穿うがたれている。友也は動くことをやめて、水も漏らさないとばかりに密着してくる膣ヒダの感触と、ぽよんぽよんの乳房の手触りに夢中になった。

　パンを捏こねるみたいにモミモミしたり、胸乳に指を食い込ませて胸板から引きはがすように引っ張ったり、乳首を指の間で挟んで刺激したりすると、詩織が身体をくねらせる。

「んっ……ん……」

　詩織は口を閉じ、声を出さないように我慢しているようだが、それでも声が漏れてしまうようだ。

　膣ヒダは、きゅうきゅうと締まっては、ふっと緩むことを繰り返している。初体験のとき、膣圧がすごくてペニスが弾き出されてしまいそうだと思ったことが噓みたいだ。

「あれっ？　なんか声してるね」

「会員さん、いるのかな？　珍しいね。この時間って、ほとんど人がいないのに」

「トイレじゃない？」

　話す声が聞こえてきた。

　体育大学のアルバイトコーチたちだ。掃除や受付、青竹踏み運動やラジオ体操、青春体操、腰楽体操などのクラスの受け持ちをしている。

　詩織が息を呑んで身体を硬くした。

　──やばい。掃除タイムだ。

　エブリデイスポーツクラブでは、午後一時と四時に掃除をすることになっている。由梨から聞いてわかっていたはずなのに、失念していた。

　人の気配が近づいてきた。

　心臓が躍り上がる。冷や汗が出る。

　すぐさまペニスを抜いて、彼女に水着を着なおさせたくなるが、少しでも動くとばれてしまいそうで、じっとするしかなかった。

「待って、ゴミ袋忘れてきた。取りに戻るね」

「早くしてねー。私、プールサイドの掃除を先にするからさ」

　友也はペニスを抜いた。

　彼女が水着をあわてて引き上げる。

『詩織さん。先にトイレからでてくれ。もしもばれたら、俺に痴漢されたって言って、被害者のフリをしてくれ。君の名誉を汚すようなことは絶対にしないから』

　友也は声に出さずに詩織に囁いた。

　詩織が息を呑んでいる気配がした。

「君たち、今日はプールの掃除はいいわ」

　ふいに、堂本店長の声がした。

「えっ。いいんですか？」

「今は利用者がいないから、マッサージルームの掃除をお願いしたいの」

「わかりました。やります」

「マッサージルームのほうが、掃除が楽だもんなっ」

「ねぇねぇ。店長、なんか丸くなったよねー」

「うん。何かあったのかな」

「何もないわよ。さっさと掃除しなさい」

「はーいっ」

　気配が遠ざかっていく。

　──堂本店長ありがとうございます。

　心の中でお礼を言う。

　はぁっと詩織が安堵の吐息を漏らし、水着を膝までずらし、お尻を友也に向けて突きだした。

　もう一度挿入し、乳首を軽くつまんだところ、膣肉がぎゅるぎゅるっと蠕ぜん動どうした。

「ンンンンンッ！」

　詩織は自分の手で口を塞ぎ、溢れる声を押し殺しているらしい。

　痙攣するかのように膣ヒダが締まった。

「うっ」

　絞り取られそうになり、下腹に力を入れてこらえる。

　詩織は軽い絶頂にいき着いたようで、はぁ、とため息をつきながら、首をぐらぐらさせている。

　なんて感じやすい子なのだろう。クリトリスや乳首を指先でつまむだけでイッてくれる。かわいくてならない。

　三人の年上女性よりも、詩織のほうが感度が良く、欲望も激しいようだ。若いから当然かもしれない。

　──なんか俺って最高だよな。

　満足感にクラクラする。その満足感は、射精欲求を上回るほどだった。




「欲しいの。友也くん。お願い……焦らさないで」

　詩織は、恋人に懇願した。友也はぼうっとして返事しない。

　後ろ手に友也の手をつかむと、彼がはっとした。

「ごめん。詩織さんがあんまりかわいくて、こうしてることがうれしくてさ、つい、ぼうっとしてしまった」

「私もうれしい……」

　友也は、詩織を守ってくれる。大学で階段から落ちたときもそうだった。詩織を助けようとして友也が落ちたのだ。さっきもそうだ。君の名誉を汚すようなことは絶対にしないと言ってくれた。安心と信頼が、恋情を高めていく。

　友也となら、何をしても楽しい。手を繫いでいるだけで楽しい。

　身体を繫いでいるのだから、最高に幸せだ。

「友也くんの精液が欲しいの！」

　小さな声でおねだりする。

　友也が、ふーっと満足そうなため息をつくと、詩織のお尻の脇を持ち、しっかりと固定した。

　ああ、そろそろだ。そろそろ注いでもらえるのだ。

　彼の動きが激しくなってきた。

　突き込まれるときは身体ごと前に押されるし、ペニスが後退するときは、身体が後ろに引っ張られる。身体に力を入れないと、膣を起点に振り回されてしまう。

　まるで疾走するジェットコースターに乗っている気分だった。

　詩織は便座の背面についている給水タンクの縁に手をつき、腕に力を入れて前後運動に耐えた。

　膣ヒダが熱くたぎり、彼の灼熱の男根をくわえ込む。

　子宮がキュンキュン疼いている。

　彼のひんやりした陰嚢が、秘唇にぺたっと当たって離れる感触さえも心地良い。

　──だめ……またイきそう……。

　声を出してはいけないと自分に言い聞かせると、ひくっと喉が鳴り、息が詰まる感じがした。詩織は声もなく絶頂を迎えた。ガクンガクンと痙攣する。




「ううっ」

　友也はうなった。

　詩織の膣ヒダがきゅーきゅーとよじれるように締まったからだ。

　ここはスポーツクラブのプールのトイレ。早く終わらせないとだめなのに、一分一秒でも長く続けたい。

　三人の年上女性と出会い、手ほどきをしてもらうきっかけを作ってくれたこのスポーツクラブで、詩織をたくさん感じさせたい。

　射精するのがもったいない。

　腰に力を入れてこらえるが、詩織が声もなく絶頂を迎えたことで、友也の射精欲求も臨界ぎりぎりになった。だが、まだあと数回は律動できる。

「ま、まだ？」

　詩織がせつない声をあげた。

「もうちょっと」

　彼女の胸を抱き、乳首を撫でさする。

　陥没乳頭だったのに、小さな乳首が尖っている。

「いや！　もう、苦しい……やだ……。ああ……」

　詩織がしくしく泣き出した。

　イキっぱなしで、苦しくなってしまったらしい。

　途中で邪魔が入り、一度は抜いたとはいえ、ずいぶん長く律動している。

　なんでこんなに遅漏になってしまったのだろう。

「ちょうだい。精液をちょうだいっ！」

　泣きそうな声だ。

　もう一回だけと思ってペニスを押し込んだ瞬間、亀頭が膣奥を押すと同時に、子宮頸管粘液がドブリと出た。熱くて濃い粘液を浴びせかけられ、詩織の身体の変化を感じて、興奮がＭＡＸになった。

「うっ、ううっ、で、出るっ」

　友也は欲望を解放した。

　ドブッ！

　ドクドクッ、ビュッ！

　ビュビュッ!!

　ペニスがしゃくりあげながら、精液を吹きだしている。

「あぁあっ、またイくぅっ！」

　身体に溜まった精液を吐き出すのは気持ちがよかった。

　自分が偉い存在になったようだ。

　詩織がガクガク震え、背筋を弓なりに反らした。

　膣ヒダが、入り口から奥へと順繰りに締まるところは、まるで精液を肉茎から吸い出そうとしているかのようだ。

　射精の勢いは、弱くなったと思うとまた強くなり、あきれるほどたくさんの精液が出た。

　詩織は、身体を硬くせずにイく方法を覚えたようで、陶酔のあまりにうっとりしている。

　背筋の真ん中を、汗とプールの混ざった水滴が滑り落ちていくところが見えた。

　最後の一滴まで射精を終えてから、そっとペニスを抜いた。

　ちゅぽっと音がした。

　精液はほとんど落ちなかった。子宮が呑んでしまったらしい。

　詩織が競泳用水着をずりあげた。肩紐を直すと、もう、いつもの詩織に戻っている。

「俺、先に出るから、詩織さんは五十ほど数えてから出て。三十分後に、待合室で合流しよう」

「待って。友也くん」

　手を引かれた。

「私の両親を紹介したいの」

「ええーっ。そんな、緊張するよ」

「恋人だって言うわ」

「うれしいよ。光栄だ」

「そのう、私の両親、ちょっと変わってるから、びっくりしないでね。家もそのう、ちょっと特殊なの」

「任俠の人だったりして？　お嬢に手を出した奴はタダじゃおかねぇ、指をつめて貰うぞって」

　冗談めかして言うと、意外な返答が帰ってきた。

「やだぁっ。友也くんってば。私んち、お菓子屋のナッキーなの」

「ふうん。……って？　えええ？　ナッキー？　ナッキーキャラメルのあのナッキー？」

　一部上場企業ではないか。

「そうなの」

「詩織さんってお嬢様だったんだ……」

「なんか引いてるね」

「うん。ちょっと困惑するっていうか。俺、父さんは地方公務員で清掃局勤めだし、母さんは保母さんで、思いっきり庶民だから、世界が違いすぎるっていうか。でもまぁ、詩織さんだから好きになったんだし、ヤクザの娘でもお嬢様でも好きなのは変わらない」

「ふふっ。友也くんらしいね」

「じゃあ、あとで」

　トイレを出ると、あたりの景色が輝いて見えた。

　プールの水面が光っている。

　まるで友也の未来のようだった。

　──俺はがんばらなくてはいけない。詩織さんに釣り合う男になるんだ。

　プールサイドを歩いて男子更衣室に向かいながら、塩素の匂いのする空気を、胸いっぱいに吸い込んだ。








エピローグ









　堂本コーチのＺＵＭＢＡズンバは、エブリデイスポーツクラブのスタジオプログラムの中で、最も集客力の高いレッスンだ。

　スタジオいっぱいの会員は、レッスンの始まりをわくわくしながら待っている。

　隅すみのほうに由梨がいた。

　由梨は友也に目だけで挨拶してきた。厚生労働省の覆面調査員で、友也に自信をつけてくれた美しい未亡人。今日、ＺＵＭＢＡレッスンに出たあとは、また別のスポーツクラブで調査をする。

　ジャージ姿の彼女は、こうして見ると、ヒマを持てあましたセレブ妻にしか見えない。

「ダンスなんて、私にできるかなぁ……」

　詩織が不安そうに呟いた。

　詩織は体育の授業のようなスパッツとＴシャツ姿だ。

「大丈夫だよ。誰でもできるから」

　友也が言うと、周囲の会員たちが同意した。

「そうよ。そうよ。堂本コーチのレッスン楽しいんだから」

「ＺＵＭＢＡは店長がいちばんよね」

「ねっ。瀬尾コーチ？」

「その通りです。私は練習させて頂くつもりです。みなさんの邪魔にならないようにしますので、参加させてくださいね」

　スタジオの一番後ろのすみっこにいる瀬尾コーチが答えた。

　鈴を振るようなかわいい声だ。

　瀬尾コーチは、二回も友也に身体を開いてくれた。今現在、詩織と仲良くできるのは彼女のおかげでもある。

「瀬尾コーチもＺＵＭＢＡを担当するの？」

「はい。いずれは。今、練習している最中なんです」

「けっこう長く休んでいたけど、研修だったの？」

「ふふっ。まあちょっと」

　亜希子は言葉を濁した。

　喉のポリープで手術を受けたことは、友也と亜希子、二人だけの秘密だ。

　瀬尾コーチがＺＵＭＢＡを担当するのはいいことだ。

　ＺＵＭＢＡは声を出さず、ジェスチャーだけでリードするからだ。

「ＺＵＭＢＡレッスンはじめまーすっ！」

　堂本店長がスタジオの扉を閉め、音響機器にＣＤをセットした。

　座っていた参加者がおもむろに立ち上がる。

「あれ？　なんか堂本店長、機嫌が良いわね」

「ほんと。何かいいことでもあったのかな？」

　友也の目から見ても、堂本店長の笑顔は、明るく輝いていた。

　均整の取れた美しい肢体を、レオタードに包んでいる。

　このきりりとした美しい人が、友也に奉仕してくれたなんて夢みたいだ。今でも、あれは本当にあったことなのかと思うほどだ。

「みなさんにお知らせがあります。エブリデイスポーツクラブは、厚生労働省の特別指定運動療法施設に認可されました」

　一斉に拍手が起こった。

「店長ーっ。それってすごいことなのーっ!?」

　会員のひとりが聞いた。

「はい。厚労省が、うちのスポーツクラブを認めてくれたんです！」

　認可のポイントは、退会のしやすさではないのか。医者の紹介で特別指定運動療法施設を利用するのは病人だ。いつ病気が悪化するかわからない彼らにとって、退会のしやすさは重大なポイントだ。退会防止策を採っているスポーツクラブは認可が下りず、退会のしやすいところは認可が下りるのではないか。

「特別指定運動療法施設は全国でも三つしかないんですよーっ」

　またも拍手が起こった。そっと由梨を見るが、平然とした顔をしている。

「はじめます！　唱和してくださいね。ＺＵＭＢＡ、ファイト！」

「ファイト！」

　会員が唱和した。

　音響機器が、メレンゲの明るい音楽を流した。コンガを打ち鳴らして作るラテンの明るいリズム。ムニュキータ・リンダ。

　ツーステップ、サイドシャッセ、グレープバイン。

　肩を揺らしながら回転するラテンならではのステップで、店長は会員をリードし、煽り、熱気の渦に包んでいく。

　上級者も初心者も楽しめるのが、ＺＵＭＢＡレッスンのいいところだ。

　詩織も笑みを浮かべながら一生懸命に踊っている。陽気で明るい楽曲に合わせて、何も考えずに踊るのは楽しい。

　堂本店長も、瀬尾コーチも、由梨も、もちろん詩織も、みんな魅力的だ。

　友也に自信をつけさせてくれた美しい女性たち。

　ＺＵＭＢＡレッスンはまさにたけなわだった。





（了）



















※本作品はフィクションです。作品内に登場する団体、人物、地域等は実在のものとは関係ありません。
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奈良県在住の女流官能小説家。ドラマ性の高いストーリーとリアリティあふれるヒロインの内面描写が高い評価を受け、多数の賞を受賞。「ジュブナイルポルノの女王」として名をはせる。執筆だけでなく文章教室の開催など、活動は多岐にわたる。近著は『ＪＫでエロラノベ作家ですが何か？』（講談社ラノベ文庫）『世界最強の魔法剣士師匠と竜殺し』（美少女文庫）ほか。
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